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　冷製肉に、チーズと野菜のサンドイッチ。

　その日はロージーもダリオも夜よる遅おそくまで仕事で外出していて、たまたま帰宅の時間が重なった。ロージーは夕食を抜ぬいていて、ダリオも似たようなものだった。

　それを知ったロージーの方から、夜食を一いつ緒しよに摂とらないかと申し出た。

　ダリオはどぎまぎしながらそれに応じてくれて、こうして二人で食しよく卓たくに向かい合っている。

　ノアも、エミリオも、屋や敷しきにはいない。エミリオはまだ病院だし、ノアはエミリオが襲しゆう撃げきされた日に姿を消した。

　広い屋敷には組織の構成員たちが寝ね泊とまりしているけれど、今食卓についているのはデ・コスタ家の二人だけだ。

「あのね、ダリオ」

「おっ、おうっ」

　冷製肉を黙だまって突つついていたダリオは、びっくりして顔を上げた。

「三日前に、言ったこと。今も、本気で……」

「当たり前だろ！」

　ダリオは食いつかんばかりの勢いでそう言った。

　ロージーの方が驚おどろいて、身を引いてしまう。

　それに気付いて、ダリオはばつが悪そうな顔をした。

「悪ぃ。ただ、俺はあの時も、今も、本気なんだ。おまえと……結けつ婚こん、したい」

　三日前と同じように、真しん剣けんな目つきで、彼はその言葉を口にする。

「……私は、まだ、怖こわい」

　ロージーは、正直に言った。

「私がこの屋敷に来たばかりの頃ころ、ダリオが私にしたこと、覚えてる？」

「あ……ああ、あれは、悪かった」

　ダリオは絞しぼり出すような声で謝った。

「カッとなっちまって……よく、ねえよな」

「それにね、子どもを産むってことも、怖い。だって、その子が男の子なら《力》を持つし、女の子なら、私と同じように……苦しむかもしれない」

「お、俺は、ガキが欲しくておまえと結婚したいわけじゃないんだ！」

「うん、それは、わかった。でも、私は、やっぱり怖いし、子どもが辛つらい思いをしたら、嫌いやだな、って思う。だから、子どもは……今すぐには、無理なの。どうしても」

　ロージーは、ナイフとフォークを置いて、正面からダリオを見つめた。

「でも、ダリオの申し出は嬉うれしかった。ダリオが、私のこと、大切に思ってくれて、愛して……くれているのがわかって、心から、嬉しかった。うまく言えないけど、本当に……だから……私も、ダリオのこと、支えたいと思う。……そう求められているのなら、できるだけ、近い、ところで」

　その言葉が決定的な意味を持つと、理解した上でそう言った。

　ダリオはぽかんと口を開け、ロージーの顔をしばらくの間見つめていた。

　それから、恐おそる恐る、確かく認にんする。何も恐れることなんかない、彼が。

「結婚、してくれる、ってことか？　あ──ま、待て、別にガキのことはいいんだ、無理しなくて。今すぐじゃなくて。ただ俺は、ロザベラがすぐそばにいてくれたらって」

「うん」

「だから、その──」

「ダリオ」

　ロージーは、困ってしまって、赤い顔で目を伏ふせた。

「あの、私、返事したよ。結婚してくれるか、って訊きかれて」

「あ──あれ？　さっきの、うん、って──」

　ダリオは、固まった。

　それから、唾つばを飲み込み、いきなり立ち上がった。

「ロザベラ！」

　叫さけぶなり、テーブルを飛び越こえて、ロージーのすぐ隣となりの椅い子すの上に転がり落ちた。その拍ひよう子しに皿が脇わきに押しのけられ、サンドイッチがテーブルクロスの上に落ちたけれど、ダリオは気にしていなかった。

　身体からだを起こすと、彼はすぐにロージーの身体を抱だき締しめた。

　言葉ではまだるっこしいと言わんばかりに、強く、唐とう突とつに。

「ロザベラ、愛してる……！」

　熱っぽい声でそう囁ささやくと、今度は激しい抱ほう擁ように呆ぼう然ぜんとするロージーの腰こしを摑つかんで、抱かかえ上げ、ぐるぐると振ふり回し始めた。

「えっ、ちょっと、待っ──」

「へへ、はははっ！　ありがとうな、ロザベラ、俺、すっげえ嬉しい！」

　今にも遠心力で自分が吹ふっ飛んでしまうのではないかと怖くて、ロージーはダリオにしがみつく。ダリオは姿勢を崩くずして床ゆかに尻しり餅もちをつき、ロージーはその上に倒たおれかかった。

「きゃあっ」

「あははっ」

　ロージーが悲鳴を上げても、ダリオはまだ笑っている。ロージーは笑うダリオを乱れた髪かみの間から呆然と見つめた。わけがわからないけれど、たぶん、彼は喜んでいる。

（私が、彼を、喜ばせたんだ）

　そのことがわかって、喜びがロージーの胸にも生まれる。

　ダリオの笑いが伝でん染せんしたみたいに、彼女も、思わず笑いを零こぼした。
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　１　エンゲージ─Engage─







　ダリオは悪いことも人を傷つけることも簡単に出来る犯罪組織の幹部だ。

　でも、ロージーに結婚を申し込んだ彼はただの十六歳の青年だった。

　彼が求めているのは、異能を生む血筋ではなく、彼のそばに寄り添そい、支えた、ロージー自身だ。

　ロージーは彼から求められている。噓うそも吐つかれていない。

（ダリオは、私を愛しているんだ）

　自信家で、横おう柄へいな彼が自分を愛するなんて絶対にあり得ないと思っていたのに、不安そうな目で自分を見つめてくる彼からは、それ以外の打算とか、計算なんてものは読み取れなかった。

　実際、ロージーの返答を聞いてからのダリオは、今まで以上にロージーを大切にしてくれた。

　物を欲しがることのないロージーに大量の贈おくり物をして困らせることはあったけれど、彼が自分を大切にしようとしてくれているのだというのは伝わってきた。

　ダリオのそういうひたむきさは好ましかったし、彼に愛されているのだと思うと、勇気づけられて、自分なんてという卑ひ屈くつな気持ちも小さくなった。

　ロージーも、ダリオを愛している。

　互たがいを大切にしたいと願う、穏おだやかな愛情だ。

　かつて自分と同じ目をした青年ノアに向けた思いは、反転して憎ぞう悪おとなっていた。今でも彼を愛しているとは思うけれど、果たしてこの気持ちが本当に愛と呼ぶべきものなのか、自信が持てなくなってきた。ダリオに抱いだく愛情とはあまりに違ちがいすぎて。

　ノアに対する思いこそが愛だと思えたのは、遥はるか昔のことのようでもあった。

　いや。

　遥か昔のことに、したかった。




　移築途と中ちゆうの観覧車には青いシートがかけられ、海風に吹かれてばたばたと音を立てていた。

　風の強い夏の一日、ホテルの地下にある違い法ほうカジノに捜そう査さの手が入った。

　ロージーはいつかこのカジノが検挙されるだろうことは予想していたし、事前に警察内部の関係者からその日時についての情報を得ていた。

　臨時休業となったカジノには客の姿も従業員の姿もなく、被ひ害がいは最小限に留とどめられた。

　けれど、警察はロージーがカジノとデ・コスタ・ファミリーとの繫つなぎ役だったという事情を摑んでおり、ロージー他ほか、カジノとホテルの関係者数十名が捕つかまった。

　ロージーは、警察の取調室で、すでに三時間以上拘こう束そくされていた。

　そして、三時間、同じ相手が目の前にいた。

「どうしてわかってくれないのかな」

　長い黒くろ髪かみをうなじの辺りでまとめた、二十代後半と思おぼしき男。

　スーツのせいか地味な印象が先行するけれど、顔立ちはよく見れば整っている。

　骨張った指を組み合わせて顎あごを支え、ロージーを困った顔で見つめている。

　ロージーは何度目になるかわからない言葉を繰くり返した。

「弁護士を呼んでください」

「大だい丈じよう夫ぶ、君のおうちには連れん絡らくしているから。ご家族ももうすぐ来るんじゃないかな？」

　嫌みのない笑え顔がおで、彼──アレックス・リーも、同じ台詞せりふを繰り返す。

「ご家族でも弁護士でもいいけど、どなたかいらっしゃるまで、僕と歓かん談だんしよう。で、話を戻もどすけど、君があのカジノに毎日のように出入りしていたのはこちらでももう確認済みでね。他にカジノで見かけた人間について──」

「『あのカジノ』が何を指すのかわかりません。ウェストエンドでは賭と博ばくは違法です」

「……リフト・ホテルの地下にある『遊ゆう戯ぎ室』のことだよ。君はそこでベイカー市長のご子息と会っているね。他にも複数の証言がある。そこでは酒類を提供し──」

　ロージーは乾かわいてひび割れかけた唇くちびるを開いて、その言葉を遮さえぎった。

「なんのことかわかりません」

　突とつ然ぜん、目の前の机が吹っ飛んだ。

　横に立っていた刑けい事じが、机を蹴けり飛ばしたのだ。

　突然のことにロージーは青ざめて、その場に固まった。

　アレックス・リーは体重を椅子の背に預けると、表情を変えずにただロージーを見つめる。

「我々は君の敵じゃない。それをわかって欲しいんだ。これは君を起き訴そするための取り調べじゃない。デ・コスタという犯罪組織から、君を助けるためのものなんだ」

　その口調は、それまでと同じ、穏やかな、諭さとすようなものだった。

　ロージーは呼吸を整えて言った。

「あなたの出世のためでは？」

　それを聞いた途と端たん、刑事がロージーの胸むなぐらを摑んだ。殴なぐられる、と感じたロージーは咄とつ嗟さに身構えるけれど、アレックスが間に入って止めた。

　アレックスはロージーを椅子に座り直させると、彼女の緊きん張ちようした身体を同情含ぶくみの目で見た。

「よく撲ぶたれているのかな？　デ・コスタで、君がどういう扱あつかいを受けているのか、僕は興味がある。よかったら教えてくれないかな」

「あの家に引き取られてから家族に撲たれたことはありません」

「そう？　君のさっきの反応は、撲たれることに慣れた子どものものだよ。たとえば、三男のダリオはかなり粗そ暴ぼうな性格みたいだけど……」

　一いつ瞬しゆん、出会って間もない頃ころダリオに襲おそわれかけたことが頭を過よぎったけれど、ロージーは首を横に振った。

「ダリオから撲たれたことはありません。里親たちや、施し設せつの年長の子たちから撲たれたことは、あります。あの家に引き取られる前の話です」

「じゃあ、次男は？」

　答える前に、思わず唾つばを飲み込んだ。アレックスが目ざとく気付いて追つい及きゆうしてくる。

「ノア……と言ったね」

「ノアからも撲たれたことはありません……彼は私には優やさしい人です」

「そうか。でも、しばらく帰っていないみたいだね。連絡は取れているのかな？」

　アレックスの何もかも見み透すかすような視線に耐たえられず、ロージーは視線を逸そらした。

「……あなたには、関係のない話です……」

　かろうじてそう絞しぼり出す。

　エミリオが襲しゆう撃げきされ、ノアが姿を消してもう二ヶ月が経たつ。

　ダリオたちはノアの行方ゆくえを捜さがしたけれど見つかっていない。エミリオの襲撃と時を同じくしていたため、組織の幹部たちはノアもエミリオと同時に命を狙ねらわれて死体も残さず消されたか、さもなければエミリオの暗殺に関かん与よしていたために自ら姿を消したと考えている。

　ロージーは、真実を知っている。

　ノアは、デ・コスタに敵対するサルヴァトーレ・デスデーリの弟であり、以前からデ・コスタを裏切っていたのだ。

「そう思う？」

　アレックス・リーに問われて、ロージーはハッとして顔を上げる。

　選挙戦の裏で行われた誘ゆう拐かい事件において、ノアの兄であるサルヴァトーレはその異能を使い、アレックスを助けている。

　つまり、ノアもまたデ・コスタ壊かい滅めつを図はかるアレックスに以前から通じていた可能性がある。




　──アレックスは、ノアを知っている。




　ロージーは思わず椅い子すから立ち上がった。

「あなたは……！」

　ノアがロージーを捨てたこと、ロージーがノアを愛していること、アレックスはすべてわかっていて、あえてロージーの前でノアの名前を口にしたのだ。

　猫ねこが鼠ねずみを弄もてあそぶように。

　アレックスは、困こん惑わくしたように眉まゆを上げて見せる。ロージーは思わず拳こぶしを握にぎりしめた。

　けれどロージーが平手でアレックスを撲つよりも、アレックスが彼女にさらなる追い打ちをかけるよりも早く、扉とびらがノックされた。

　警官に伴ともなわれて部屋に入ってきたのは、デ・コスタお抱かかえの弁護士だった。

　弁護士はロージーを素す早ばやく保護し、取調室から連れ出してくれた。




　ロージーを乗せた車が車寄せに停とまるなり、屋や敷しきの玄げん関かんからダリオが飛び出してきて、ロージーを出で迎むかえた。

「ロザベラ！　無事だったか？　酷ひどいことされてねえか？」

　ロージーは車から降りた途端強い力で抱だき締しめられて、恥はずかしさと息の苦しさで顔を赤くした。

「だ、大丈夫、あの、痛いの……」

「悪ぃ」

　そう言いながらも、ダリオはロージーを解放する様子は見せない。腕うでの力は緩ゆるんで呼吸は楽になるけれど、ダリオはロージーの髪かみに頰ほおをすり寄せて、溜ため息いきなんて吐ついている。くん、と鼻を鳴らして匂においまで嗅かがれて、ロージーの羞しゆう恥ちは限界に達した。

「は、離はなれて、ダリオ！」

　周囲には運転手兼けん護衛の《クモ》も、弁護士もいる。

（人がいないところだと、もっと、困るけど）

　強い口調で言われて、ダリオはようやくゆるゆると身体からだを離し、ロージーの顔を覗のぞき込んだ。

　彼は、眩まぶしそうに目を細めて、苦く笑しようしていた。

（大人、っぽい顔）

　今まであまり見なかった表情に、ロージーの胸がどきりと鳴る。

　ダリオは、ロージーの頰を撫なでて、しみじみと呟つぶやいた。

「おまえが無事でよかった」

「…………」

　そんな表情で見つめられて、ロージーはどんどん顔が熱くなっていく。なんだかよくわからないけれど、恥ずかしくて、そわそわして、落ち着かなくて──困ってしまうのだ。

「……ダリオも、大丈夫？」

　出会った頃みたいな、小さな、掠かすれた声で尋たずねると、ダリオはにかっと笑って胸を叩いた。

「あったりまえだろ。おまえが口を噤つぐんでいたおかげで、俺たちと取引のあるいろんなやつが助かった。よく耐えたな、ロザベラ」

「うん……」

　カジノの従業員、客、ダリオの友人でもある芸能関係者たち、出入りの業者……幾いくらでも名前は挙げられたけれど、ロージーは沈ちん黙もくを貫つらぬいた。

　そうすることで、犯罪を隠かくした。結局ロージーがしたのは共犯者たちを庇かばっただけのことで、別に誉ほめられるようなことではないと思う。

　でも、ダリオは上じよう機き嫌げんで、ロージーの手を取り、屋敷に入った。

「これから会議だ。おまえの話も聞きてえが、今回のメインは戦争の話だ」

「戦争？」

「アリスタとのな！」

　ロージーは、思わず足を止めた。

　振ふり返るダリオに、震ふるえる声で尋ねる。

「アリスタ・ファミリーと……抗こう争そうになるの？」

　アリスタは、デ・コスタと敵対するメルキス移民を中心とした犯罪組織だ。ウェストエンドでの首領はリカルドという若者で、危険な人物だ。

「今、デ・コスタは警察から狙われてるんだよ？　この上、アリスタと戦うなんて……」

「向こうからふっかけてきたんだ。俺たちは火の粉を払はらうしかねえ」

　そう言うダリオは、もう年相応の青年ではなく、冷たい目をした、デ・コスタの男だった。

「今朝のことだ。俺たちの拠きよ点てんの一つを、やつらが襲った。放ほうってはおけねえ」

「アリスタが襲ったっていうの？　本当に？　拠点って、どこのこと？」

「工場だ。湾わん岸がん地区にあった。やつらの手口だ。前にリカルドが使ったのと同じさ。先にトラックが突つっ込んで、爆ばく弾だんを投げ込んで──目的を果たす」

　ダリオの言い方が引っかかって、ロージーは聞き返した。

「目的って……何か、盗とられたりしたの？」

「…………工場には研究施設があった。それをぶっ壊こわされた。成果ごとな」

　ダリオはそう言って、またロージーの手を引いて歩き出す。ロージーはその手を振り払って、強い調子で言った。

「教えて、ダリオ。そこはいったい何の研究施設だったの？」

　ダリオは一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、いつまでも黙だまってはいられないとわかっていたのか、口を開いた。

「新薬の開発をしていた。エミリオの肝きも煎いりさ。エミリオが襲われる前から動いていた計画だ。幹部連中には、まだ内密だったんだけどな」

「新薬……」

　勿もち論ろん、エミリオのことだ。ただの薬ではないだろう。

　エミリオは医師と取引して、秘ひ密みつ裏りに麻ま酔すい用の麻薬を横流しさせて売っている。

「麻薬ということ……？」

　ダリオは苦い顔をした。

　否定の言葉はなかった。




　エミリオはデ・コスタの主あるじだ。

　いや、主だった、と言うべきかもしれない。

　二ヶ月前、車に仕し掛かけられた爆弾が爆発して、彼は生死の境を彷徨さまよった。一命を取り留め、事件から数日後には意識を取り戻もどしたものの、今も病院のベッドの上だ。

　動けない彼の代わりにデ・コスタを率いているのが、弟であるダリオだ。

　我が儘ままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格のダリオだが、今は気まぐれもかんしゃくも抑おさえ、他ほかの幹部とも協調してやっている。

（でも、時期が悪すぎる）

　ロージーは病びよう棟とうの廊ろう下かを歩きながら、考え続ける。

（アレックスは、今デ・コスタを潰つぶす気だ。だからカジノの摘てき発はつに乗り出した。エミリオが仕事を離れている今がチャンスだとわかっているんだ。この上アリスタと事を構えるなんて、無む謀ぼうすぎる）

　デ・コスタの結束も盤ばん石じやくとは言い難がたい。すでに、古参の大物幹部がエミリオの命を狙ねらって失敗している。次の裏切り者が出て来るのも時間の問題だ。

　デ・コスタが持ちこたえられるとは、ロージーには思えない。

　アリスタとアレックスという二つの敵との戦いで消しよう耗もうし、縄なわ張ばりを奪うばわれ、やがては内部から離り反はん者が現れて崩ほう壊かいする未来が頭を過よぎる。

（しかも、新しい麻薬なんて……！）

　護衛に守られた病室にたどり着いたロージーは、いつもより荒あら々あらしくノックをして、返事を待って部屋に入った。

　広い部屋には、ベッドの他に重じゆう厚こうな革かわ張ばりのソファと、艶つやのある木の家具があって、あちこちに花が飾かざられていた。狙そ撃げきを用心してか、カーテンは閉め切られていたけれど、クリーム色の明るい壁かべ紙がみのおかげもあって室内は明るく感じられた。

「やあ、ロザベラ」

　部屋の主はベッドの上に身体を起こして、ガウンを羽織っていた。点てん滴てきが腕に繫つながったままなのに、ベッドの上にもチェストの上にも書類の束があって、手には万年筆が握にぎられている。

「エミリオ……寝ねてなくていいの？」

「私のサインを待っている書類があってね。会社の方のだよ。こればっかりはダリオには任せられないからね」

　いつもオールバックにしている髪は前に垂れたままだったし、ガウンの下は寝ね間ま着きだったけれど、彼の表情は以前通り、穏おだやかで自信に溢あふれたものだった。

　爆発に巻き込まれたにもかかわらず彼の顔に火傷やけどの痕あとはない。

　炎ほのおそのものよりも、彼の身体を傷つけたのは爆弾に仕込まれていた金属片へんだ。数度に亘わたる手術でほとんどの金属片は取り除かれたものの、傷は深く、ベッドの上での生活が続く。まだ車くるま椅い子すに自力で座ることも難しい。

（辛つらくても動かしていかなければダメだってお医者様はおっしゃってた……でも、元のようには動けないだろうって……）

　ロージーの表情に気付いてか、エミリオは苦笑を漏もらした。

「そんな顔をされると困ってしまうな。今はダリオが仕切って、うまく回っているじゃないか。君が心配することはないんだよ」

「ごめんなさい、私……」

　エミリオの前で不安を見せるなんて、とロージーは反省し、ここに来た目的を思い出す。

「エミリオ、訊ききたいことがあって来たの。襲おそわれた研究施し設せつのことは聞いている？」

「……ああ。そのことだと思っていたよ」

　エミリオが爆ばく破は事件前から進めていた麻薬の研究。

「麻薬の取引はデ・コスタでは禁じられているはずでしょう！」

「声が大きいよ、ロザベラ」

　エミリオは笑えみを描えがく口元に指を当て、そう諭さとした。

「君の言う通りだ。デ・コスタでは、麻薬の商売が禁じられている。私はただ新薬開発を援えん助じよしているだけさ」

「でも、麻薬なんでしょう？」

「禁じられているのは『商売』だよ」

　詭き弁べんだ。ロージーは頭かぶりを振る。

「それで幹部たちが納なつ得とくするとは思えない」

「するさ。古参で一番面めん倒どうだったのはマルコ・バウドだ。彼を始末してくれたのは君じゃないか。あとは少し時間をかけて根回しをしていけば、最終的には皆みな古ふる臭くさい掟おきてより金を取る。しかし、幹部連中にもまだ知らせていなかったんだけどね。どこからよそに漏れたものか……君には心当たりはない？」

　ノアだ。

　真っ先に浮うかんだ答えに、ロージーの頭は真っ白になった。

　ノアはデ・コスタの敵だ。情報を売った相手がアリスタか、それとも警察かはわからないけれど、そのせいで施設が襲しゆう撃げきされた可能性はある。

　エミリオは、黙り込んでしまったロージーを見て、薄うすく笑った。

「何か、言いたいことがあるのかな？」

　何もかも見み透すかされているのだろう。

　でも、ロージーから喋しやべるつもりはまだなかった。

「エミリオは、麻薬の開発を続けるの？」

　ロージーが話題を変えたことには触ふれず、エミリオは重ねた枕まくらにもたれて書類を横に置いた。

「そのつもりだよ。幸い研究者は無事だった。幹部には私が考えていたよりも早く情報が漏れることになるだろうが、計画を早めるだけだ。君が知らなかっただけで、根回しはもう始めているしね」

「でも、警察に目を付けられているのに、新しい商売をするなんて、危険、だと思う。幹部たちだって反発するかもしれない……」

「危険であっても、我々にはこれが必要なんだよ。いつか、禁酒法が撤てつ廃ぱいされるかもしれないという話はしたね。そうなった時のために、我々は新しい商売を用意しておかなければならない。麻薬は重要な柱になる。何しろ儲もうかる──だが、アリスタも同じものに目を付けている。アリスタはメルキス経由で麻薬を密輸しているんだ。私がやっていた病院からの横流しが可愛かわいく思えてくる量さ。強力な効果がある新薬の開発は、それに対たい抗こうするためだよ。だから彼らはあの施設を襲ったんだ。新しい商品が開発されて、そちらに客が流れるのを嫌きらったんだ」

　アリスタ・ファミリーは最近になってウェストエンドに戻ってきた。警察がデ・コスタに目を付け、デ・コスタが思うように動けない隙すきをついてきた。

　そして、麻薬を巡めぐる争いが始まった。

「でも、アリスタ・ファミリーと争いになったら、デ・コスタだってタダでは済まない。警察だって、抗こう争そうを狙って私たちを逮たい捕ほしようとする。ダリオは、それでもアリスタと戦争するんだって言ってるけど、私には……」

　ダリオの会議での様子を思い出す。

　屋や敷しきで開かれた会議で幹部に正式に伝えられたのは、デ・コスタが密輸のために使っている工場がアリスタによって襲撃されたということだけだ。

　それでもアリスタと戦う理由には十分だったようで、幹部の大半もダリオに賛意を示した。

　ダリオは反はん撃げきする気だ。大規模な抗争が始まってしまう。

　前のアリスタとの抗争では多くの血が流れた。きっと今度もそうだろう。

　想像すると、ロージーは恐おそろしくて仕方ない。

　組織が崩壊するのではないかという不安は勿もち論ろんあるけれど、それだけではなく、流血沙ざ汰たそのものが怖こわいのだ。

　ロージーは伏ふせていた顔を上げて、必死でエミリオに訴うつたえた。

「お願い、エミリオ。あなたの話なら、ダリオも聞いてくれる。ダリオに、抗争を止やめさせて。このままじゃ、デ・コスタが崩壊してしまう。たくさん血が流れる……！」

「ロザベラ」

　困ったように、エミリオは頭を振ふった。疲つかれたのか眼鏡を外し、遮さえぎるもののない状態でロージーを見つめる。穏やかな目をしていた。

「これが我々の道だ。君が血を見たくないとしても、我々は他人の血が染しみ込んだ道を歩んできたんだよ。ずっとそうだ。それを今いま更さら、自分たちの血が流れるのは嫌いやだというのかい？」

「それは……っ！　でも、争いに巻き込まれる普ふ通つうの人たちだっているんだよ……」

「そうだね。しかし、無む辜この市民を巻き込まないように息を潜ひそめて生きることはできない。それはもうデ・コスタじゃないんだよ」

　ロージーは激しく首を横に振った。

「そんなことない！　平和に生きることだって……」

「君は、そうやって生きてこられた？」

　──はっとした。

　息を吞のんだロージーの頰ほおに肉の落ちた指で触れ、エミリオは微笑ほほえむ。

「君自身、そんなふうには生きてこられなかったじゃないか」

　人を騙だまし、傷つけて、生きてきた。

　ただ囚とらわれて、子を産むだけの道具になりたくなくて。

「あ……あなたの、せいだよ……」

「違ちがう。君が選んだんだ。他人の血を流してでも、自由を得ようとした。それがいけないことだとは思わない。ただ、私たちだって似たようなものだ。一族の血に流れる《力》はとても有用なものだ。ノアやダリオの《力》があれば、都市を一つ滅ほろぼすことだってできるだろう。静かに、そうと知られないうちにね。そんな《力》を、誰だれが放ほうっておく？　犯罪組織だって、政府だって、欲しがるものさ。我々の組織の成り立ちは覚えている？　最初は、《力》を持つ者の相そう互ご扶ふ助じよのための組織だったんだ。権力ある者たちに捕つかまらないよう、彼らの情報を集め、警けい戒かいし、自分と家族の……とりわけ子どもたちの身を守るためのね。情報は金を生み、身を守るためにも金が必要だった。だから我々は少々非合法な手段で稼かせぐようになった。今となってはもう止められない。我々が歩みを止めれば、内部の人間が我々を追い落としにかかるだろう。マルコ・バウドみたいなやつは、まだまだ現れるさ」

　エミリオは、動どう揺ようするロージーを労いたわるように、頰を愛あい撫ぶし続けた。

「誰かに殺されるか、誰かを殺して生きるか、それとも、おとなしく鎖くさりに繫つながれるか。君は、ダリオに、鎖に繫がれた飼い犬になれと言うのかな？」

　どうしたらいいかわからず、ロージーは呆ぼう然ぜんとして震ふるえていた。

「どれほどの血が流れたとしても、最後にダリオが立っていれば、我々の勝ちだ。我々一族の、勝ちなんだ。ダリオは勝てるよ。信じて、あの子を支えてあげて欲しいな」

　そう、ダリオは勝てるかもしれない。彼には《力》があるし、今はエミリオもここまで回復して、ダリオのために色々な計画を立ててやることもできる。エミリオの支し援えんがあれば、ダリオはうまくこの窮きゆう地ちを切り抜ぬけられるかもしれない。

　たくさんの、犠ぎ牲せいを払はらって。

（でも、麻ま薬やくは──）

　ロージーは、かつて一度、エミリオの麻薬の商売を見み逃のがしている。

　ノアを警察から自由にするために、取引に利用したのだ。

　その引け目もあって、もう一度麻薬の商売を受け入れるのは抵てい抗こうがあった。

　酒だって身体からだにいいものではないけれど、麻薬はそれ以上だと聞いている。他ほかの都市では阿あ片へん窟くつに中毒者が溢あふれているという。

　黙だまってしまったロージーに、エミリオは優やさしく語りかける。

「それとも、君が気にしているのは、麻薬のことかな。人の心も体もむしばむものだ……というのは事実だけれどね、あれは本当に金になる。そう、それでも、もし君が望むのなら、君が直接、ダリオに言ってみたら？」

「ダリオは私の言葉なんて聞かない……」

「そんなことないと思うよ。君らはもう他人じゃない、そうだろう？」

　含ふくみ笑いを漏もらして、エミリオはそう言う。ロージーがダリオの求きゆう婚こんを受けたことを言っているのだ。

「……で、でも、実際に、ダリオはこの件については私の話を聞いてくれない」

「それじゃあ、もう少し関係を進めてみたら？」

「え？」

　エミリオは、満面の笑えみで言った。

「結婚したらいいじゃないか。ダリオも、愛妻の言葉には耳を傾かたむけるんじゃないかな」

「そ……っ！」

　そんな、という短い言葉さえ出て来なかった。

　ロージーの顔は一いつ瞬しゆんで赤くなって、動揺して目が泳いでしまう。

　結婚の申し出を受けたし、婚約したことにはなるのだろう。

　でも、実際に結婚するのはまったく別のことだ。

「恥はずかしがることじゃないよ」

「で、でも、こんな時期に結婚なんてできない。アリスタとの争いだってあるのに……」

　もつれる舌で必死にそう言ったけれど、エミリオには笑い飛ばされてしまう。

「こんな時だからこそ、だよ。君とダリオの結婚によって、デ・コスタの支配はより強固なものとなる。結束が強化されるんだ。なんだ、こんな話もまだしていないなんて、ダリオも案外奥手だな」

「でも、あの……」

　ロージーは何か反論の言葉を探したけれど、それが見つかる前に、扉とびらが乱暴にノックされた。

　エミリオが答える前に、扉が開く。

「──お、ロザベラも来てたのか」

　入ってきたダリオは、ベッドのそばにロザベラがいることに気付いて目を輝かがやかせた。

「あ、だ、ダリオ」

　ロージーは話題の主が現れたことでいたたまれなくなり、赤く染まった顔を伏せた。

「わ、私もう帰るね……」

「ちょっと待てよ、一いつ緒しよに出ようぜ。俺の用事もすぐに──」

　ダリオの横をすり抜けて扉から外に出ようとしたけれど、腕うでを摑つかまれそれを阻はばまれた。

　ダリオはロージーの赤い顔を見て目を丸くした。

「なんだ、どうしたんだよ、その顔」

「なっ、なんでもないの……！」

　隠かくそうとした秘密は、エミリオにあっさりと暴ばく露ろされた。

「今、おまえたちの結婚の話をしていたんだよ」

「結婚……」

　ダリオの顔にも、はにかむような笑みが浮かぶ。照れくさいような、誇ほこらしいような。

　それでも、エミリオの前だからか、彼は表情を引き締しめ、不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

「なんで俺のいないところでそういう話すんだよ」

「だって、おまえが何も話を進めていないって言うから。こういうのは、早い方がいいんだよ。女性の心は移ろいやすいものだしね」

「ロザベラはそんなんじゃねえよ」

　口を尖とがらせた仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言って、ロージーの腕を引いてベッドのそばの椅い子すに座らせる。

「あ、あの、私もう帰る……」

　消え入りそうなロージーの主張は、エミリオによってやんわりと遮られた。

「いいじゃないか、もう少しいてくれても。さっき来たところだろう？」

「あ、あの、でも……」

「だいたいよお」

　ダリオは苛いら立だたしげにエミリオのベッドの脚あしを蹴けって言った。

「なんでエミリオが口出すんだよ。俺とロザベラの問題だろ」

「デ・コスタの未来の問題でもあるんだよ」

「うっせえな、それくらいわかってるさ。俺だって準備くらい──」

　ロージーは思わぬ話に驚おどろいて、ダリオの腕を摑んだ。

「ま、待って！　どういうこと？　私、そんな話聞いてない……」

「あ」

　ダリオは悔くやしそうに頭を搔かいた。

「……驚かせようと思ってよ」

「準備、って、どういうこと？　何をしているの？」

「まだ大したことしてねえよ」

　そう言って、エミリオを三白眼で睨にらみつける。

「てめえのせいだぞ。俺が折角──」

「あのね、ダリオ。サプライズもいいけど、花はな嫁よめの了りよう承しようは得ているのかな」

「そりゃまあ具体的にいつって話はまだしてねーけどよ」

「ダメじゃないか。彼女にだって心の準備ってものがあるんだしね」

「でも婚約はしてんだからいいだろ。なあ、ロザベラ──」

　話しかけられて、ロージーはびくんと椅子の上で飛び上がった。

　赤く染まっていた顔が、今は青ざめている。血の気の引いた彼女の姿に、ダリオの表情も曇くもった。

「……嫌いや、か？」

「そっ……そう、じゃ、ないの。ただ、びっくりして。まだ先のことだと思ってたし、今みたいな、大変な時期にそんなこと……」

「こういう時期だからこそさ。俺がロザベラと結婚するってことは、デ・コスタの次世代の《力》が俺のものになるってことなんだ。いや、そりゃ、俺は別に《力》が目当てでロザベラと結婚するわけじゃねえよ？　でも、他のやつらからしてみれば、そういうことが重要なんだ。デ・コスタが、俺とロザベラの結婚で強くなれるんだよ。なあ、本当に、嫌……じゃ、ねえんだよな？　ガキのことは、待つって言っただろ？　あれは変わってねえからな」

「う……うん」

　結婚の申し出を受けたのはロージーだ。

　ダリオの気持ちに応こたえたい、ダリオと支え合いたい、そう思ったから婚約した。

　子どものことは待ってくれる。時期は予想以上に早かったけれど、大変な時だからこそ結婚によって結束を強化する、という説明は理解できる。今はまだダリオの力は組織内では強いものではないけれど、ロージーとの結婚によって、それも変わってくるのだろう。

　今ロージーが結婚を断る理由はない。

　ない、はずなのだ。

（でも、私、どんな顔をしたらいいの？　嬉しい、ことなのよね？）

　嬉しいこと──そう、ロージーはたぶん花嫁として微笑ほほえむべきなのだ。

　ダリオを愛しているのだから、結婚だって嬉しいはずだ。

　ロージーは意識的に微笑んだ──何度も繰くり返し鏡を見て練習した笑みは、あくまで自然で、ロージー自身ですら、本当の笑みとの区別がつかなくなっていた。

「あの、それで、準備ってどんなことをしてたの？」

　ダリオは少年みたいに照れくさそうに笑って、頭を搔く。

「へへ。見てのお楽しみだ。帰りにちょっと寄り道してこうぜ」

「うん……いいよ」

　微笑みながらも、ロージーは困こん惑わくしていた──ダリオの『準備』の内容が不安なのではなく、自分の感情がわからず動どう揺ようしていた。

　ロージーの中に湧わいたのは、喜びではなく、むしろ恐きよう怖ふだったから。




　ダリオを支えたいと思ったのは本当のことだ。

　それなのに、実際に結けつ婚こんの準備を進めていると言われて、恐怖を覚えてしまった。

（私、何が怖こわいの？　ダリオが怖いわけじゃないのに。ダリオのことは好きなのに……子どものことだって、待ってくれるって言ってくれてるのに）

　助手席に乗せられたロージーは、運転席のダリオを覗のぞき見る。それから視線を助手席の窓から外へ向け──

　ふと、気付いた。

（そうか、私、結婚するのが怖いんだ……）

　ずっと、デ・コスタの女としての運命、つまりは一族の男との結婚から逃にげてきた。そのために、組織でのし上がる道を選んだ。

　結婚するということは、その運命に囚とらわれたということのように思えるのだ。

　勿もち論ろん、ダリオは出会った頃ころとは随ずい分ぶん変わったし、ロージーへの思いも純じゆん粋すいなものだ。ロージーが彼を変えたのだから、結婚したからといって今までのことは無む駄だにはならない。

　落ち着いて考えれば、そう思える。

　でも、感情の部分で、ロージーは納なつ得とくしていなかったのだろう。

　だから、怖くなった。

　……いや、それだけではない気もする。

　心の中で、何かがブレーキをかけていて、ロージーは素す直なおに結婚を喜べない。

（求められているのは嬉うれしい。役に立てるのも嬉しい。だから求婚に応えた。それなのに……）

　ロージーの悩なやみとは無関係に車は進み、華はなやかなウィンドウが並ぶ通りで停とまった。

「ほら、ここだ！」

　ダリオは、鬱うつ々うつと思い悩むロージーを車から降ろすと、その手を引いて、通り沿いにある一いつ軒けんの店に入っていく。

　ブティックらしいことはウィンドウで確かく認にんできたけれど、初めて訪おとずれる店で、ロージーには勝手がわからない。

「あの、この店……」

　店員はダリオの姿を見ると満面の笑えみで出で迎むかえ、彼らを奥の部屋へ案内する。

　着き替がえと採寸のための部屋らしいその扉とびらが開けられた途と端たん、ロージーは目に飛び込んできたものに驚いて足を止めた。

　ゆったりと広く作られた部屋には、真しん珠じゆ色に輝かがやくドレスが何着も用意されていた。

　車輪がついた大きなハンガーラックからぶら下がるドレスは、どれも贅ぜいをこらしたものばかりで、レースや宝石で飾かざられて光り輝いている。

　さらにテーブルには宝ほう飾しよく品ひんの他ほか、純白の長手て袋ぶくろやベールまで用意されていた。

　あまりに豪ごう華かな、それも白一色の光景で、ロージーは最初、何がなんだかわからなかった。

　でも、嬉しそうな、照れくさそうなダリオの顔を見て、理解した。

「これ……もしかして、ウェディングドレス……？」

「そうさ、全部な！　仕立て屋に色々話聞いてみたんだけどよ、よくわかんねーからひとまず作らせてみたんだ！　気に入らないなら他にも用意させるぜ。勿論、デザイン選んだらロザベラの身体からだに合わせて作り直させるから安心しろよ」

　ロージーは啞あ然ぜんとしてしまった。そもそも庶しよ民みんにはウェディングドレスなんて用意できるものではないのに、それを十着以上も作らせてしまうなんて……。

「わ、わざわざ作らせたなんて、職人さんたちに悪いよ。一着しか着られないのに……」

「いーんだよ。俺はロザベラに一番いいのを選んで欲しいんだ。実物あった方がわかりやすいだろ？　その分の金は払はらってるんだ」

「そんな……」

　むちゃくちゃな人だとは思っていたけれど、こんなことを計画していたなんて、さすがに想像もできなかった。

　けれどダリオは、ロージーの顔を覗き込み、何かを待つようにじっとしている。

　そう、彼は待っているのだ。

　ロージーが喜ぶのを。

　ロージーはそれに気づくと、情けない気持ちになった。

　ダリオはこんなにもロージーを愛している。大事にしようとしてくれている。こんなやり方をしているのはデ・コスタの主あるじとしてどうかと思うけれど、そうさせたのもロージーなのだ。

　それなのに、ロージーはまだ、怖がって、怯おびえている。

　ロージーは息を深く吸って、溜ため息いきとして吐はき出した。

「ロザベラ？」

　沈ちん黙もくと溜息を不ふ審しんに思ったらしいダリオが、顔を覗き込んでくる。

　ロージーは目を上げ、結果的には上うわ目め遣づかいになって、彼を睨にらんだ。

「……まず、仕立て屋さんにこんな無茶な仕事を頼たのむなんて、どうかしてると思うの」

「いいだろ、別に。仕事なんだからよ」

「お金を払ってるとかそういう問題じゃないの。まだ私がダリオのプロポーズを受けてから、ええと……二ヶ月経たっていないのよ。それなのに、もうこんなにたくさん作ってもらっていたなんて。絶対、無茶なことを言ったんでしょう？」

「それは……まあ……でもよお、俺喜んで欲しく……」

「こんな無茶は、しないで。人に迷めい惑わくをかけてまで、私を喜ばそうとしないで」

　ダリオは唇くちびるを突つき出して、視線を逸そらしながらも頷うなずいた。

「……わかったよ」

　拗すねたダリオから視線を逸らし、ロージーはドレスを見やった。どれも精せい緻ちな刺し繡しゆうがされていたり、宝石が縫ぬい込まれていたりと、美しいものばかりだ。一着しか選べないのが、本当に勿もつ体たいないと思える。

　ダリオは、ロージーを驚おどろかせたかった、喜ばせたかった、と言う。

　それは、ロージーにも問題があったのだと思う。

「……私、ダリオと一いつ緒しよに居て、ちゃんと嬉しいよ」

　訝いぶかしげな顔をするダリオを見上げて、きちんと言葉にして伝える。

「ダリオが無理に私を喜ばせようとすることないんだよ。私はダリオとちゃんと幸せになれると思う。不安にさせていたのなら……ごめんね」

「ロザベラが謝ることねーよ、俺は……その……」

　ダリオは気まずそうに言いよどみ、視線を外しながら言った。

「俺が、言えなかったのが悪いんだ。ロザベラは申し出は受けてくれたけど、実際に結婚式をいつ挙げるって話はなかなか言い出せなくてよ……ドレス、とか、ロザベラ喜ぶかなーって思って。そうしたら、式のことも、いいよって言ってくれるんじゃねーかなーとか……」

「……物で私が釣つられると思った、っていうこと？」

「そっ、そういうわけじゃ……そういうことになったけど……いや、だからな、その……」

　ダリオはちらちらと周囲を見た。いつの間にか店員は気を利きかせて席を外し、ドレスだらけの部屋にはロージーとダリオしかいない。

　ダリオは、不安そうな目を、ロージーに向けた。

「式を挙げたい。できるだけ、早く。すぐにガキが欲しいとは言わねえよ。手も……出さない。けど、婚約だけじゃなくて、はっきりさせたいんだ。ロザベラが、俺のものだって」

　追い詰つめられたみたいな顔だ、とロージーは思った。

　彼を不安がらせ、追い詰めてしまったのは、ロージーだ。

　改めて正面から式を挙げたいと言われて、ロージーには断ることはできなかった。いや、断ってはいけない、そう思った。

　怖がるのは、もうやめだ。

　運命に向かって、顔を上げて、ロージーは答えた。

「うん」

　ロージーの答えに、ダリオは一いつ瞬しゆん笑顔を見せた。

　けれど、すぐに彼女の顔を覗き込んで、笑みを消す。

「……無理、してねえか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと、怖いな、と思っちゃっただけ」

「そっか。そうだよな。でも……いいんだな？」

「うん……」

　ダリオは俯うつむいたロージーの頰ほおに手をあてがい、顔を上げさせた。

　彼の顔が近づいて、キスされるのだと悟さとって、ロージーはぎゅっと目を閉じた。

　ダリオの唇は、一瞬の躊躇ためらうような間を置いて、彼女の口の端はしに優やさしく触ふれて離はなれた。

　唇へのキスのような、頰へのキスのような、曖あい昧まいな位置。

　目を開けると、ダリオはどこか元気がなさそうな顔をしていた。申し訳なさそうな、しょんぼりと肩かたを落としたような。

（キスした後の、顔なのに）

　彼にそんな顔をさせているのは自分だという自覚があった。

　まだ、色々なことが怖こわくて、引っかかっていて──

　ダリオの気持ちは嬉しいのに、今だって胸がいっぱいになるのに、それでも、震ふるえてしまう。

「ダリオ、私……」

　ダリオは、ロージーの言葉を最後まで聞かずに部屋を出た。

　入れ替かわりに入ってきた店員は、てきぱきとロージーにドレスを試着させた。
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　新しい隠かくれ家がは、地下鉄の駅のすぐそばにあった。

　小さなアパートメントの角部屋は、すでに以前の部屋と同じように花で飾られていた。

　ディーナが花を育てているのは、引っ越こしを繰くり返す中でも自分の『家』を短い時間で作り出せるからかもしれない。

　ノアはそんなことを考えながら、出窓に腰こしかけ、レモンの鉢はち植うえを眺ながめていた。

　デ・コスタの追つい跡せきを警けい戒かいし、窓という窓にはカーテンがかけられている。そのせいで日照不足なのか、葉は少し色が薄うすい。

「ノア」

　居間に入ってきたアレックスに声を掛かけられ、ノアはゆっくりとそちらに目を向ける。

　アレックスは機き嫌げんが良かった。今朝の朝刊の一面を、ノアの鼻先に突きつけて言う。

「朗報だ。デ・コスタがアリスタの取引を妨ぼう害がいした。麻ま薬やくの取引だ。これが何を意味するかわかるか？　先週の襲しゆう撃げき事件の報復さ」

　紙面には、『白昼の惨さん劇げき！』『麻薬を巡めぐる抗こう争そうか』という文字が躍おどる。ノアは新聞を受け取ったが、目はアレックスから逸らさなかった。

「やっぱりエミリオが負傷して入院中というのが効いたね。三男はカッとなりやすい性格のようだから、ここらでだめ押しがあれば──」

「反対だ」

　ノアの言葉に、アレックスは驚いた顔をした。

「何がだい？　アリスタとデ・コスタが潰つぶし合って勝手に自じ滅めつしているだけじゃないか」

　ノアは、鋭するどい目でアレックスを睨みつけ、新聞を彼の胸むな元もとに叩たたき付けた。

「俺が何も知らないと思っているのか？　何が抗争だ──火を付けたのはおまえだろう！」

　デ・コスタとアリスタは、麻薬を巡って争い始めた。

　その切っ掛けとなったのは、デ・コスタ所有の工場への襲撃事件だ。

　デ・コスタはその工場で缶かん詰づめに隠して密輸した麻薬を取り出していたし、最近では密ひそかに新しい麻薬の開発も行っていた。ダリオはこの襲撃を、麻薬の商売で競合するアリスタの仕し業わざと見た──だが真実は違ちがう。

「アレックス。おまえが、アリスタの仕業に見せかけて襲撃させたんだ。《力》を使って若い犯罪者でも操あやつったか？　それとも使ったのは金か？」

「何な故ぜそう思うんだい？」

「アリスタの動きくらい俺だって注意を払はらっている。おまえからの情報がすべてじゃねえ」

　アレックスは床ゆかに落ちた新聞を拾い上げて、丁てい寧ねいに皺しわを伸のばして畳たたんだ。

「あちこち嗅かぎ回るのは感心しないな。デ・コスタは君を捜さがしている。下手に動いて見つかれば、そこでおしまいだろう？　二ヶ月も姿を消しておいて、どう説明するんだい？」

「話を逸らすな」

「……やれやれ、何をそんなに怒おこっているんだい？」

　アレックスは新聞をテーブルの上に置くと、心底呆あきれたという冷めた目でノアを見やった。

「火を付けたのが誰だれかなんて些さ細さいな問題さ。要は彼らが潰し合うという結果だ。そのために血が流れるのなら、幾いくらでも流れて欲しいものだね」

「そのうち無関係の人間の血も流れるぞ」

「勿もち論ろん、可哀かわい想そうだとは思うけどね」

　そう言いながらも、アレックスには考えを変える気はなさそうだった。

　ノアは徒労に終わる予感を覚えながらも、説得の言葉を吐はき出した。

「アレックス──法改正を待て。禁酒法がなくなれば、デ・コスタは大きな資金源を失う。時間を掛けて、やつらを追い詰めていけばいいんだ。これまではそうしてきただろう」

「いや、今は状じよう況きようが変わった。エミリオが倒たおれた今が最大のチャンスなんだ。これを利用しない手はない。三男が相手ならやれる。アリスタとデ・コスタを操って共食いをさせるんだ。うまくいけば、抗争の中で勝手に死んでくれる」

「……その方が、おまえの望む結末に近づくのか？」

　ノアはともすると荒あららげそうになる声を抑おさえて言った。

「おまえは、デ・コスタの人間が死ぬところを見たいんだ」

「…………その言い方は心外だな」

　アレックスは笑って、鉢植えのレモンの葉を摘つまんだ。黄色くしなびたそれを、一枚千切る。

「僕はね、単にその方が確実だと思っているだけだよ。裁判にかけて、何年も争った末に、逃にげられでもしたら？　そんな不確定な未来よりも、僕は今デ・コスタが死んでくれた方がいいと思っているだけだ。それはそこまで罪なことかな？　だって、彼らが死ぬことで、助かる命が幾らでも──」

「おまえがエミリオが倒れたことをチャンスだと思って飛びついたのは、誰かのためや正義のためなんかじゃない。デ・コスタへの復ふく讐しゆうがより完かん璧ぺきな形で果たされると思ったからだ。こんなやり方じゃデ・コスタと一いつ緒しよだ。言葉を飾かざって誤ご魔ま化かすな。おまえがデ・コスタを恨うらんでいるのはわかっている」

「……『わかっている』、ね。いったい、何がわかるんだい？」

　アレックスは、嫌いやみでもない口調でそう言って、小首を傾かしげた。

「君がデ・コスタで育つ間、僕は遠い異国で他人を親として育った。いつも死んだ実の親のことを考えていたよ。繰り返し、思い出してしまうんだ。父は銃じゆう弾だんをシャワーのように浴びて倒れた。僕はバスタブに放ほうり込まれて……庇かばってくれたのは、虫の息の父さ。死し刑けい執しつ行こう人が父と争って、結局彼らは二人一緒に濃のう硫りゆう酸さんのバスタブの中に落ちた。わかるかい？　あの臭におい……音。声。ねえ、それがわかるというのかな？」

　九歳の少年が経験するにはあまりに酸鼻を極きわめた事件だったのは想像できる。

　だが、確かに、想像できるだけだ。

　ノアにはノアの苦痛があったが、アレックスとは違うのだ。

（それでも……俺は、おまえをわかってやりたいんだ。何かが……似ているように思えるんだ）

　アレックスを見ていると、奇き妙みような感情がこみ上げてくる。もどかしいような、悔くやしいような。アレックスを確かに遠く感じることもあるが、自分自身みたいに──もう一人の自分のように感じることもある。

「僕の人生は僕自身の、僕だけのものだ」

　拒きよ絶ぜつの言葉を吐くアレックスを前にして、ノアは自分の思いを確かく認にんする。

「だが、俺にとって、おまえは──」

　呟つぶやき、けれど頭かぶりを振ふって、その続きを飲み込む。

「アレックス」

　そしてノアは、説得を諦あきらめて、力を失った声で言った。

「『だめ押し』とはなんだ」

「なんの──」

「おまえが言ったんだ。ダリオがカッとなりやすい性格だから、だめ押しがあれば、と。おまえのことだ、だめ押しというからには他ひ人と任まかせじゃない。もうお膳ぜん立だてはしたのか」

「まったく……君は細かいことに気がつくね」

　アレックスは爽さわやかに笑った。

「そうだよ。お膳立ては済んだ。エミリオ・デ・コスタの入院する病院は、今夜にでも襲撃されて、彼は暗殺される」

「……止めても、無む駄だか」

「止めるにはもう遅おそいんだよ。アリスタは動き出している。エミリオが死ねば、次は君の弟だ。彼らが憎にくいだろう？」

　仲間を求めるように、アレックスは賛意を期待してそう尋たずねる。

「だって、彼らはデ・コスタだ。君が、長い間恨んできた、デ・コスタそのものなんだ」

　──扉とびらが、開く音がした。

　ノアは口を噤つぐみ、アレックスは振り返った。

　きっちりと身み支度じたくを調ととのえたディーナが、杖つえをついて居間に入ってきたところだった。

　彼女は素す晴ばらしい笑え顔がおを、ノアとアレックスに向けた。

「良いお天気ね、ノア、アレックス。二人とも、朝食はまだね？　すぐに用意するわ」

『ノア』と『アレックス』──

　ノアは自分が彼女にそう呼ばれたことにぎくりとして身を強こわ張ばらせた。

　ディーナの状態は、相変わらず不安定だった。

　ノアを見て幼いノアはどこだと言って泣き出したり取り乱したりする日もあれば、こうして機き嫌げん良よくノアの名前を呼ぶ日もある。そういう時は、大たい抵てい彼女の中では幼いノアは寄宿学校にいることになっていて、目の前のノアは息むす子こではなく、息子と同名の『アレックスの友人』だった。

　ノアは、どちらのディーナも苦手だった。

　アレックスはにこやかな笑顔をディーナに向けた。

「ええ。いただきます。コーヒーは僕が」

「あら、ありがとう」

　ディーナがエプロンを着けながら台所に引っ込むのを待って、アレックスはノアに囁ささやきかけた。

「食事だそうだよ。そういえば、デ・コスタでは朝食を必ず一緒に摂とるそうだね。僕らも家族の団だん欒らんを楽しもうじゃないか」

　自分たちの関係をそう皮肉るアレックスに対して、ノアは笑うことも怒ることもできなかった。母と二人の息子──ただそれだけの関係なのに、自分たちはかなり回りくどくて異常なことをしている。

「……食しよく欲よくがない」

　ノアはそう言い捨てて、部屋を出た。




　食欲がないというのは噓うそでも言い訳でもなく、事実だった。

　アレックスの家族ごっこに付き合う気にはなれなかったし、彼がディーナを労いたわる様も見たくなかった。ディーナに微笑ほほえまれるのも苦手だった。どちらかというと、取り乱しておまえは息子じゃないと言われる時の方がマシだった。

　胃のむかつきを感じながら、ノアは足早に通りを歩いた。

　ノアがデ・コスタを出て二ヶ月が経たっていたが、今でもノアは外出時は警けい戒かいを怠おこたらない。

　ファミリーの息のかかった店や関係者がいそうな場所には近づきもしない。常に帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって、人目を引かない恰かつ好こうを心がける。時には眼鏡を掛かけたり髪かみを染めたりもした。二ヶ月経った今は、毛先に明るい色が残る程度だが、それでも印象は違ちがう。

（…………デ・コスタが滅ほろびるべきだと思っているのは、俺だって変わらない）

　強い日差しを避さけて店の軒のき先さきを選びながら、ノアは考える。

（俺にやつのことをどうこうは言えない。それでも、こんなやり方は望んでいなかった。こんなやり方でいいのなら、もっと早く、始末をつけていた）

　アレックスの言う通り、エミリオが倒れた今がチャンスなのはわかる。

　だが、こんな流血を招くようなやり方は受け入れられない。

　ノアの《力》は炎ほのおだ。一いつ瞬しゆんで人の身体からだを炎で包み込むことさえできる、殺人と破は壊かいのための力だ。

　そんな力を持って生まれたからこそ、自分の思うままに力を振るえば、自分は魂たましいからデ・コスタに染まってしまうのだと考えてきた。

　実際、物心ついてから、自分のために力を使うことはほとんどなかった。例外はロザベラを守る時だ。

　アレックスの今のやり方は、ノアの信念からは外れている。

　そして、それ以上に、ノアはアレックスのことが気になっていた。

（どう考えたって、今のやつはおかしい。焦あせりすぎだ。時間がないのか？　結果を急いでいるみたいだった……）

　何かあったのかもしれない、と思う。

　だが、アレックスは何も言わない。

　だから、ノアは勝手に動くしかない。

（……俺がこれからやることを知れば、やつは怒おこるだろうな）

　実際のところは怒るどころではないだろう。

　おまけに、目指す場所で、目的の人物に会えるかはわからない──『彼女』が彼の言葉に耳を貸してくれるかも。

　それでも、ノアは立ち止まらずに、ただ歩き続けた。

　他ほかに、共犯者を止めるすべを知らなかったから。

　そしてふと目を伏ふせ、アレックスに告げず飲み込んでしまった言葉を、胸中で繰くり返す。

（俺にとって、おまえは、俺のもう一つの可能性だった。おまえが歩んだ人生は、俺が歩まなかったもう一つの人生なんだ）

　母を同じくした自分たちは、随ずい分ぶん異なる人生を歩んできた。

　だが、もしもノアが、デ・コスタとデスデーリの抗こう争そうの前に、あくまでデスデーリの息子として産まれていたら？

　デスデーリの子として、ノアもアレックスと同じような人生を歩むことになっていたかもしれない。いや、抗争の時に殺されていた可能性だってある。

　単純に、同じ血が流れているからではない。

　母を同じくしながらもまったく異なる人生を歩み、それでも同じ目的を持つに至ったからこそ、ノアはアレックスを他人とは思えなかった。

（おまえがどう思っているかは知らないがな、アレックス）

　ノアは帽子を目深に被り直し、先を急いだ。
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　リフト・ホテル地下にあったカジノは閉へい鎖さされている。

　関係者への取り調べはまだ続いているし、カジノ幹部の何人かは起き訴そされる可能性が高い。彼らはデ・コスタやカジノのオーナーであるパレデスに十分な金を積まれて口を噤んでいるが、彼らのうち一人でも喋しやべれば、ロージーもタダでは済まない──今のところ、そういった動きはないようだが。

　ロージーは、拘こう束そくされている者に家族がいれば家族の面めん倒どうを見なければならなかったし、他にも警察対策や顧こ客きやくへの対応等、仕事は幾いくらでもあった。

　けれど、日課のように、カジノに足を運んだ。

　カジノが摘てき発はつされたことはすでに新聞各紙で伝えられ、客はまったくいない。立ち入り禁止の看板を無視して地下に降りれば、従業員すらいない。

　スロットマシーンは撤てつ去きよされ、テーブルが等とう間かん隔かくに並ぶ、豪ごう華かだけれど、空っぽの空間。

　最後の営業からたった数日のことなのに、やけに寂さびれて見えてしまう。

「……もっと、早く動いていれば」

　思わず、ロージーはそう漏もらす。

　護衛に《クモ》がついてきてくれていたけれど、彼は自分の仕事をわきまえていて、何も喋らない。

（ううん、どのみちカジノ合法化の動きは間に合わなかった。こんなに市長側の動きが速いなんて。甘すぎた……）

　摘発を逃のがれるにはカジノの合法化しかない──ロージーはそう考え、エミリオやダリオを説得しようとしていた。摘発は、その矢先だった。

　夢の名残なごりのような空間で、ロージーはぽつんと立ち尽つくす。

　けれど、後こう悔かいなんて今いま更さら遅おそい。

　考えるべきなのは、これからどうするかだ。

　現市長の下もとでは、カジノの立て直しは不可能だ。逮たい捕ほ者を出し大々的に報道された今となっては、合法化の流れを作ることも難しい。

（でも、不景気だし、世論が新しい産業を歓かん迎げいする可能性もある。私にできることを考えなくちゃ。デ・コスタを潰つぶさないために……ダリオを、守るために）

　そう考えた瞬しゆん間かん、頭に浮うかんだのは赤みがかったブロンドの青年ではなく、自分を愛し、自分を裏切った、ダークブラウンの髪の青年の顔だった。

（ノア……）

　デ・コスタとダリオを守るということは、ノアと敵対するということだ。

　どれだけ彼から傷つけられても、彼を傷つけることなんて、ロージーには到とう底ていできそうにない。そんな自分の弱さが心底嫌いやになる。

「ドンナ・ロザベラ」

《クモ》の声に含ふくまれるいつもとは異なる緊きん迫ぱく感かんが、ロージーを物思いから現実に引き戻もどした。

《クモ》はロージーを咄とつ嗟さにポーカー台の向こうに押しやり、階段の方へ鋭するどい視線を向けた。銃じゆうはすでに彼の手の中だ。

「……？」

　ロージーはポーカー台の陰かげに隠かくれながら、《クモ》と同じように階段の方を慎しん重ちように窺うかがった。

　大理石の階段をゆっくりと下りて来た人物は、自分に向けられた銃口と、銃を構える《クモ》に目を留とめ、何も持っていないことを示すために両の掌てのひらを《クモ》に向けた。

　ロージーは、その姿が階段の手すりの上に見えた瞬間、隠れていたポーカー台の陰からよろめき出てしまった。

　呼吸も、隠れることも忘れて、見入った。

　それくらい、彼女には衝しよう撃げき的な相手だった。

　ダークブラウンの髪は色を抜ぬいたのか毛先が少し明るく見えて、顔色も心なしか白っぽく感じられた。着古したジャケットとハンチング帽ぼうを被っているのは変装のためだろうけれど、以前一度船の荷下ろしとして潜せん入にゆうした時に同じような恰好をしたのを見ていたから、ロージーは懐なつかしさで余計に胸が苦しくなった。
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（ノア……）

　苦労して、ようやく、浅い呼吸を繰り返す。

《クモ》が、無言で銃のスライドを引いた。

「《クモ》さん……っ！」

　ロージーは思わず声を上げてしまう。《クモ》はノアを警戒している──裏切りを明確に知る者はロージーの他にはいないはずだけれど、エミリオの暗殺未み遂すい以来、ノアは姿を消していた。怪あやしまれても仕方のない状じよう況きようなのだ。

　ノアは警告のようなその動作に足を止め、《クモ》の方をゆっくりと向いた。

「ロザベラを傷つけるつもりはない。話をしに来ただけだ」

《クモ》は微び動どうだにせず、ノアを狙ねらい続ける。

　ロージーは──どうしたらいいのかわからなかった。《クモ》を止めることも、撃うてと命じることもできず、浅い呼吸を繰り返して、ただポーカー台の横に立ち尽くしていた。

「わ、私……」

　震ふるえる唇くちびるの間から、声を押し出す。

「ない……話すことなんて、私、ない」

　喋り方さえ忘れてしまったみたいに、たどたどしく、そう絞しぼりす。

「ロザベラ、俺は──」

「聞きたくないっ！」

　ロージーは咄嗟に耳に両手を当てていた。俯うつむいて、堅かたく目を瞑つぶって、外界からの情報を遮しや断だんして、一方的にまくし立てた。

「私ダリオと結けつ婚こんするの！」

　──何を、言っているんだろう、と一いつ瞬しゆん後に思った。

　そんなことをノアに伝えてどうするんだろう。

　どうして欲しかったんだろう。

　でも、口に出してしまった以上、途と中ちゆうで止やめるわけにもいかなかった。

「プロポーズを受けたの。もうすぐ式も挙げる。私は……」

　耳を覆おおっていた手を外し、顔を上げると、こちらを見つめていたノアと目が合った。ショックを受けてはいないように見えた──何を期待していたんだろう、とロージーはまた思う。

「私は、あなたの敵になるの」

　悲しくて、受け入れがたいことだったけれど、それが事実だった。

　認めてしまうと、ほんの少し気が楽になって、最初よりずっと落ち着いた気分になっていた。

「……警告に、来た」

　ノアは、以前と変わらない、低い、掠かすれ気味の声で言った。

「病院は危険だ。それと……日課を作るな。襲しゆう撃げきに遭あう危険性が高くなる」

　ただ、それだけ。

　ロージーが言葉を掛かけられないでいる間に、彼は背を向けて、階段を上って行ってしまう。

《クモ》が銃を構えたままちらりとロージーを見た。

　追うか、殺すか、ということを確かく認にんしているのだ。

「……必要、ありません。ダリオに会わないと。彼のところへ連れて行ってください……」

　ロージーはぼそぼそと小さな声でそう言った。《クモ》は一瞬不満そうな表情を見せたけれど、先に立って駐ちゆう車しや場へ向かった。

（病院は危険……）

　ロージーにはノアの言葉の意味がすぐにわかった。

　病院には、エミリオがまだ入院している。

　アリスタか、他ほかの勢力かはわからないが、とにかく誰だれかが病院にいるエミリオを襲おそう気だというのだ。

（でも……どうして、ノアがそんな警告を？）

　デ・コスタを恨うらみ、エミリオを恨んでいるはずのノア。

　彼が今いま更さらこちらに味方するのは奇き妙みようなことだ。

　また自分たちを騙だまそうとしているのだろうか。

　たとえば、エミリオを病院からよそへ移そうとした時を狙って襲撃してくるとか。

（裏付けを取らないと真しん偽ぎはわからない。でも、ダリオには知らせないと。私は……もう、彼の婚約者なんだから）

　そして、痛みとともに、ロージーは認める。




（私は、もう、ノアの妹じゃないんだから）




　それでも、ノアの最後の言葉が胸を過よぎる。




『日課を作るな。襲撃に遭う危険性が高くなる』




　日課──というのは、ロージーが毎日のようにカジノに通っていることを指しているのだろう。確かに、《クモ》一人を連れて人気のないカジノへ何度も足を運ぶのは危険なことだ。

　ロージーは、思わず強く唇を嚙かむ。

（どうして──今更、私を気き遣づかうふりをするの？）

　結婚式の話を聞いても驚おどろきもしなかったくせに──

　胸の中でそう呟つぶやく自分に気付いて、ロージーは無む性しように悔くやしくなった。

　自分は、期待していたのだ。

　ノアが、この結婚を止めてくれるのではないかと。

「バカみたい……」

《クモ》はよく出来た護衛だったので、ロージーの呟きが聞こえないふりをした。






　２　ラスト・チャンス─Last chance─







　暗殺者は、夜の闇やみに紛まぎれて病院に忍しのび込む。手引きする者がいたから、裏口の鍵かぎは開いているし、目当ての病室の場所もわかっている。

　難なく部屋を見つけた暗殺者は、たぶん、少しは戸と惑まどうだろう。

　部屋の前にいるはずの護衛がいないからだ。

　だが、すぐにその理由を察する。宿直の看護師や医師が詰つめている部屋が騒さわがしいからだ。ラジオで何か重大なニュースか、高名な音楽家の演奏か、スポーツの中ちゆう継けいか、とにかく何か、人々の注意を引くものを流しているのだろう。

　だから、護衛も仕事を放ほうり出して、聞きにいってしまった。

　そして暗殺者は、滞とどこおりなく部屋への侵しん入にゆうを果たし、サイレンサーを取り付けたオートマチック・ピストルをベッドに眠ねむる男の頭に突つきつける。

　──パン！

　暗殺者は、その場に倒たおれた。

　クローゼットに潜ひそみ、暗殺者の頭を後ろから撃ち抜いたダリオは、その死体を冷めた目で見下ろした。

　それから、ベッドの上で身体からだを起こした人物を見やる。

「なんだ、その不満そうな顔。おまえの分も取っておいて欲しかったのか？」

　ダリオの台詞せりふに、ベッドの上で主あるじに成り代わっていた《クモ》は、軽く小首を傾かしげた。

　エミリオは数時間前に病院を出て、密ひそかに自宅へ戻もどった。

　ダリオは照明を付け、送り込まれた暗殺者の顔を確認した。

「やっぱりアリスタか」

　浅黒い肌はだと癖くせのある黒くろ髪かみで、メルキス系なのはすぐにわかった。となれば、メルキス系の犯罪組織、アリスタの構成員だろう。

　銃じゆう声せいを聞きつけて、扉とびらの外は騒ぎになっているが、ご丁てい寧ねいにサイレンサー付きの銃を持ち込んでくれたおかげで、こちらは被ひ害がい者しやだと主張できる。

　それでも事情聴ちよう取しゆは面めん倒どうで、ダリオは《クモ》に銃を放り投げた。

「後は頼たのむ。俺はエミリオの様子を見てくる」

《クモ》は心得て頷うなずき、銃についたダリオの指し紋もんを拭ぬぐった。
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　すべては計画通りに終わった。

　ノアから警告を受けたロージーはダリオに相談して計画を立て、ダリオがそれを遂すい行こうした。

　できれば血が流れずに済むようにというのがロージーの願いだったが、ダリオの話では暗殺者が抵抗し、仕方なく殺すことになったらしい。

　それでも、エミリオは守られた。

　そのことを、よかった、とは思う。

　思う、けれど──

「どうしたんだい」

　労いたわるような優やさしい声を掛けられて、ロージーは顔を上げる。

　自室のベッドに半身を起こしたエミリオが、ロージーを見ていた。

　ロージーはエミリオの部屋に彼を訪ねていた。仕事の話をする必要があったのだ。

　用件はもう終わり、他に話はなかったかと考えていた時、突とつ然ぜん声を掛けられた。

「何か、悩なやみごとでもあるのかな？　そんな浮うかない顔をして」

「い──いいえ」

「そう？　何かあったら、なんでも言ってごらん。私も君の力になりたいんだ。何しろ、君は命の恩人だからね」

　おどけた口調ではあったけれど、ロージーの内心を探さぐるような目をしていた。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。それに、命の恩人だなんて……エミリオらしくない、言い方だね」

「私らしくない？　ふうん、君はそう思うのか。なかなか興味深いね。だが、君が私を助けたのは事実だよ。私の情じよう報ほう網もうにも引っかからなかった暗殺計画に、よく気付いてくれたね」

　エミリオには、暗殺についての警告はノアからの情報だというのは伏ふせている。そうした方がいいような気がしたのだ。

（ノアが私に会いに来たことを知ったら……私やノアを利用しようとするかもしれない）

　エミリオが表面的な笑え顔がおの陰かげで何を考えているのかわからない。ノアとの敵対が避さけられないとしても、エミリオに利用されてぼろぼろにされるのは怖こわい。……彼は、家族を守ろうとしているけれど、ロージーを傷つけることだって厭いとわないだろうから。

　とはいえ、《クモ》から彼の耳に情報が入っている可能性は、高い。口止めはしているけれど、彼は元々エミリオの部下なのだから。

　それでも、自分からは言い出せなかった。

「結けつ婚こん式の準備は進んでいるかな？」

　ロージーはハッとして返答を考えた。

「あ……うん、今日は仕立て屋さんが来るの。ドレスの仮かり縫ぬいだって……」

「楽しみだね。……ダリオのことを頼むね」

　念を押すように言われて、ロージーは密かに唾つばを飲み込む。

　エミリオには、何もかも見み透すかされているような気がしてならない。ロージーの迷いも、ノアとのことも──

「……エミリオは、言ったよね。私とダリオが結婚したら、組織の結束が強化される……って」

「そうだね」

「私たちの結婚で組織が結束して、アリスタとの抗こう争そうに突き進むようなことはないの？」

　勢いづいたダリオがどう動くのか、ロージーには予想がつかない。

　ロージーが抗争を止めたいと思っていても、ダリオは却かえって自信を持ってアリスタをウェストエンドから排はい除じよしようとするかもしれないのだ。

　エミリオは肩かたを竦すくめた。

「結局のところ、君はどうしてダリオと結婚するのかな？」

「え……」

「ダリオを愛している？」

「……愛しているわ」

　エミリオに理解してもらえるとは思えなかったけれど、ロージーは言葉を尽つくして語った。

「私、ダリオのこと家族だって思ってる。家族って、私には長い間、ずっと、いなかったの。どんなものだろうって想像することはあったけど、この家に来て、最近、ようやく、わかるようになった気がする。一いつ緒しよにいると、元気になれるの。怖いこともあるけれど、自然な自分でいられるの……それが、愛してるっていうことだと思う」

　エミリオは微笑ほほえむ。

「ダリオに言うことを聞いて欲しい？　抗争を止めたい？」

「そ……それは」

　勿もち論ろん、ロージーは抗争を止めたいと思っている。

　それが『ファミリー』を守ることになると思っているからだ。

　……そして、ダリオと結婚することで、彼が自分の言葉に少しでも耳を傾かたむけてくれるのではないかと期待している。

　ダリオの純じゆん粋すいな気持ちを利用しようとしているのだ。

「…………私」

「君がどういう理由からダリオと結婚するつもりなのか、実は私にはどうでもいいことなんだ。この場合重要なのは、君がダリオと結婚するという結果だからね」

　エミリオの言い方はあくまで論理的で、感情を挟はさまない。

「だが、花はな嫁よめがそんな顔をしているのは問題だ。君が悩みを抱かかえているのなら、私が力になれるかもしれない」

「ど……どう、やって？」

　ロージーが抱えているのは心の問題だ。エミリオにだって解決できるわけではないだろう。

　それでも、エミリオは怪け我がをする前と変わらない、自信に満ちた笑みで言った。

「話してごらん。悩みがあるのなら、ね」

　彼の態度は優ゆう雅がで紳しん士し的で、ロージーは誘さそわれるままに何もかも話してしまいそうになる。

　ノアへの思い、結婚に対する迷い。

　でも、ドレスを摑つかみ、言葉を飲み込んだ。

　エミリオは、本当にロージーの悩みを解決してしまうかもしれない──彼の望む形で。

　それは、操あやつられるということだ。

「……大丈夫、ありがとう。そろそろ行くね」

　ロージーはそう答えて、立ち上がった。

　いつでも歓かん迎げいするよ、と囁ささやいて、エミリオは彼女を送り出した。




　カジノへの道順は変えるようにしているけれど、結局カジノに行くという日課自体は変えられないままだった。

《クモ》ともう一人の護衛に挟まれて階段を下りていくと、今日もカジノは静かにロージーを待っていた。

　短い時間、ロージーはここで考えごとに没ぼつ頭とうするようになっていた。

　屋や敷しきの自室にはひっきりなしに仕立て屋や宝石商がやってきて、ロージーを結婚式の準備へと駆かり立てる。もう落ち着ける場所は、屋敷の中にすらなかった。

「今日も少し、一人にしてください」

　けれどいつも指示に従ってくれる《クモ》が、今日は違ちがった。

　階段の途と中ちゆうで突然立ち止まったかと思うと──身を翻ひるがえして、ロージーを押し倒たおす。

「！」

　ロージーは頭を階段の角にぶつけてしまった。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、ぱん──という、何度か聞き覚えのある音を聞いた。

（銃じゆう声せい──）

　ロージーの意識は覚かく醒せいし、状じよう況きようを把は握あくする。誰だれかが待ち伏ぶせをしていて、《クモ》がロージーを庇かばってくれたのだ。

　何か言い合うような、メルキス語の話し声──

「一階へ！」

《クモ》はそう囁くと、ロージーを助け起こし、庇いながら階段を駆け上がる。もう一人の護衛も、ロージーを庇って前へ出ようとしたけれど、その時行く手の一階から、メルキス系の若者が二人現れて、銃をこちらに向けて発はつ砲ぽうした。

　銃じゆう弾だんを受けて護衛が倒れる。《クモ》は即そく座ざに撃うち返して一人を倒すが、もう一人は植木の陰かげに隠かくれて続けて撃ってきた。

　ロージーが階段の手すりの陰に逃にげ込み、身を低くして階下のカジノの方を窺うかがうと、さらに二人の男たちが姿を現した。手にはそれぞれ銃がある。たぶん、そのうちの一人が、さっきロージーたちに向かって発砲したのだろう。

「囲まれて……っ！」

　ロージーは下からも二人来ることを、《クモ》に伝えようと彼の方を振ふり返った。

　その時になって、初めて、《クモ》の足あし下もとに血がしたたり落ちていることに気付いた。

「！　《クモ》さんっ」

「隠れていてください」

　負傷しているのは右みぎ肩かたらしい。ジャケットがそこだけ破けて、覗のぞくシャツにも赤い血が滲にじんでいる。ロージーを庇った時に負ったものだろう。

　けれど、《クモ》はそんな傷など意味がないみたいに、左手で銃を構えて引き金を引き、今にも撃ってこようとしていた階段上のもう一人の男の手から銃を弾はじき飛ばし、さらに二発目でとどめを刺さした。

　銃声に怒ど声せいと悲鳴が混じり合い、血が流れ、倒れた男と一緒にロージーまで倒れそうになる。

《クモ》はそんな彼女の腕うでを摑み、引き寄せて言った。

「今度こそ守ります」

　そして、ロージーを庇って階段を駆け上がる。

　彼が今までロージーを守りきれなかったのは一度だけ。ロージーがアリスタに誘ゆう拐かいされた時だ。その時のことを言っているのか──それとも、エミリオを守りきれなかったことを言っているのか。

「でも、ダメ、無茶……っ」

　階段を上がるということは、カジノの方から来る男たちに背を向けるということだ。

　ロージーを先に一階ロビーに通じる扉とびらの方へ押し出して、《クモ》は背後を振り向きざまにさらに銃弾を追っ手にばらまく。

　熱せられた薬やつ莢きようがちんちんと音を立てて階段の上から転がり落ちていくさまが、ロージーの目にやたらゆっくりと映る。

　ロージーは扉を開けてロビーに飛び出す。《クモ》は階段下からの銃じゆう撃げきを受けながらも、ロージーの方に転がり込んだ。

《クモ》と入れ違いに、ロージーは全身の力を込めて扉を閉め、鍵かぎを掛かける。

　これで少しの間だが時間を稼かせげる。

「《クモ》さん、怪我を……っ」

《クモ》は浅い呼吸を繰くり返す。逃げる時に、脇わき腹ばらを撃たれていたらしい。血はさらに彼のジャケットを重く染めていく。

　ロージーは膝ひざを突つく彼を助け起こそうとしたけれど、《クモ》はそれを制して、逃げてきた背後ではなく前方を睨にらみつけた。

　ロビーには、もう客も従業員もいない。銃声を聞いて皆みな逃にげていた。

　ただ、客でも従業員でもない何人もの男たちが、ロージーらを囲むようにして立っていた。それぞれに銃を構えて。

　囲まれた。

　おまけに背後の扉は、今にも鍵を壊こわされて破られそうだ。

「私が援えん護ごします。合図で右へ走ってください。フロントの陰に隠れて外へ」

《クモ》がそう囁く。イントネーションに癖くせがあるのは、アルゴ合衆国生まれではないからだろう。普ふ段だん滅めつ多たに喋しやべらない彼の声は、思いの外柔やわらかなものだった。

「《クモ》さんは……」

「あなただけでも、守りたいのです。お願いです。走ってください」

　口早に彼は言う。

　ロージーはデ・コスタの女だ。幹部の一人でもある。今死ぬわけにはいかない。

　でも、逃げれば《クモ》を見捨てることになる。そもそも、この包囲を破って本当に逃げられる確証はない。

　他ほかに手はないのか、ロージーは輪を狭せばめてくる男たちを睨ねめ付け、必死で考えを巡めぐらせる。

　その時、男たちの後ろから、一人の人物が姿を現した。

「ロザベラ」

　ロージーをどこかきつい眼まな差ざしで見つめる、リカルドだ。

　堂々たる体たい軀くを白いシャツと革かわのズボンに包んだ彼は、以前負傷した右手にのみ黒い革手て袋ぶくろを嵌はめていたが、相変わらず精せい悍かんな顔つきをして、エミリオとは違う凄すごみがある。

「諦あきらめな。もう逃げられやしねえよ」

　厚めの唇くちびるが開いて、はっきりとそう告げられた。

（私がいけなかったんだ……）

　ノアからも警告されていたのに、繰り返しこのカジノに来てしまった。デ・コスタとアリスタが激しい抗こう争そうに入っているのに、少数の護衛を連れてふらふらしているのは問題だった。

「……彼を殺さないで」

「ドンナ！」

　非難の声を上げる《クモ》に向かって、リカルドは二発の弾たまを撃ち込んだ。

　一発は左ひだり腕うでに当たって銃を落とし、一発は腿ももを掠かすめる。

「……っ！」

《クモ》はさすがに倒れ込む。

「リカルド！」

「殺しはしてねえだろ」

　いつもより、リカルドの表情が冷たく見える。余よ裕ゆうがないような──

　リカルドは無造作に歩いてくると、ロージーの手首を摑つかんで立ち上がらせた。

「行くぞ、ロザベラ」

　ロージーは《クモ》を見下ろした。確かに息はある。すぐに止血して医者を呼べば助かるかもしれない。逃げたとはいえ、従業員は騒さわぎが収まれば戻もどってくるから、助けも呼べるだろう。

（私も生きている──それなら何か手はあるはず。失敗は取り戻せる。リカルドの狙ねらい次し第だいだ。きっと、麻ま薬やく絡がらみのことで私を利用するつもりなんだ）

「ついていくわ。そんなふうに腕を摑まれなくても」

　ロージーはせめて毅き然ぜんと顔を上げ、リカルドを睨み返した。

　それまで不ふ機き嫌げんそうだった彼の表情が、不思議と僅わずかに和やわらいだように見えた。




　車に乗り込むなり、リカルドはロージーを問い質ただした。

「結けつ婚こんの話聞いたぜ」

「あなたは招待していないわ」

　リカルドの顔に皮肉げな笑えみが浮うかぶ。

「なあ、正直──何が起こっている？」

「何が……？　抗争の話？」

　車はすでに発進して、猛もうスピードで通りを駆かけ抜ぬけていく。ロージーをどうするつもりなのかわからないが、目め隠かくしもされていないし、結局拘こう束そくもされていない。ただ後部座席でリカルドと彼の部下に挟はさまれているだけだ。

「抗争、もそうだがな。あんたのところの次男が消えたのは何な故ぜだ？　それに、あんたクイーンズ・ストリート18番地の女のことを誰に話した？」

　車がどこへ向かっているのか、市内の地理を思い出して辿たどりながら、リカルドの問いを考える。その意味を。

（ノアが消えたことと、クイーンズ・ストリート18番地の女……）

　勿もち論ろん二つは関連している。クイーンズ・ストリート18番地の女、ディーナはノアとサルヴァトーレの母であり、ロージーはそれを知ってしまった。だからノアはロージーの前から姿を消したのだ。

（ディーナについて探さぐれと言ったのはリカルドだ。彼はノアとディーナの関係も知っていたの？　だから内輪揉もめを起こすために私に教えた？）

　口を噤つぐんだロージーのすぐ横から、小さな音が聞こえてきた。目だけでそちらを見ると、隣となりに座った若いメルキス人が、ナイフを取り出していた。

　リカルドが、彼を制する。

「止よせ。そんなもん出さねえでも、ロザベラは自分の立場はわかってる。そうだろう？」

「…………私も訊ききたいことがあるわ」

　焦しよう燥そうと怒いかりを感じながら、ロージーはそう言い、リカルドはロージーの中の感情に気付いたのか、目を細めた。

「あなたが……コレを仕組んだの？　ノアのことも、ノアと私のことも……？」

「……だったらどうする？」

「後こう悔かいさせる」

　たとえば仮に──

　ロージーがディーナについて知ったのがリカルドの計画の一いつ環かんだったとしても、ノアがロージーの前から去ったのはノアの決断だ。そもそも策略に乗ってアパートメントに行ってしまったのはロージーの落ち度だ。

　だから、ロージーのこのリカルドへの怒りは八つ当たりとも言える。

（でも、私とノアの関係を利用したのだとしたら……絶対に許さない）

　ロージーの瞳ひとみの強さに驚おどろいて、リカルドはちょっとの間言葉を失って、まじまじと彼女の顔に見入った。まるで、動くはずのない人形が動いて喋ったのを見たみたいに。

「は──そりゃ楽しみなことだ。だが、実はそうじゃない。俺だって、あんたのところの次男が行方ゆくえ不明になるなんて想像もしていなかった。だから理由を訊いているんだ。何があった？　デ・コスタの内部で、何か問題でもあるのか？」

　ロージーは少しだけ冷静さを取り戻す。

（そうか、リカルドはデ・コスタの内輪揉めの真相を知りたいんだ。エミリオが怪け我がをしてノアがいなくなった。後を継ついだのはダリオ……この隙すきに乗じて、デ・コスタを攻せめたい。だから、私から情報を引き出そうとしてる）

　けれど、それなら、ディーナのことは？

（ディーナについて私が誰だれかに言ったって、リカルドは知っているの？　どうして？）

　理由を考え──すぐに思い当たった。

「『彼女』が６０１号室から消えたこと、知ってるの？」

「そりゃあな。こっちも多少はチェックしていた。それが、ある日突とつ然ぜん越こして、どこへ行ったかもわからなくなった。あんたが動いて、誰かに喋ったか、それとも調べていることがばれたんだろうと思ったよ。どっちだ？」

「……両方。私からも訊きたいことがある。あなたは、あのアパートメントの情報をどうやって得たの？　何故、『彼女』の情報が欲しいと私に言ったの？」

　リカルドは悩なやむように唸うなったが、まあいいか、と呟つぶやいて喋りだした。

「俺とあんたには、共通の敵、のようなものがいる。俺たちはそいつについて調べているうちにあのアパートメントにたどり着いたんだ。住人の女が、そいつの弱みになるかもしれねえとは考えたが、あいにくと俺たちが調べるのは色々問題があった。そこで、あんたにちょいと頼たのんでみた、ってのが真相だ」

「……私に押しつけたわけね」

　そう睨にらむなよ、と言ってリカルドは白い歯を見せる。

「共通の敵、というのは何者？」

「考えてみりゃわかるだろ。アリスタと、デ・コスタと、もう一つって言えば？」

「…………警察関係？」

「ま、その辺さ」

　あえて濁にごした言い方をしたが、ロージーは察した。

　たぶん、アレックス・リーだ。

　アレックスはサルヴァトーレ絡がらみの事件を裏で操あやつっていた。アレックスとサルヴァトーレには繫つながりがある。そしてディーナはサルヴァトーレの母だ。

　リカルドはアレックスの弱みを握にぎろうとして、ディーナに行き着いた。そこでデ・コスタの人間であるロージーにディーナについて調べさせ、あわよくばデ・コスタにアレックスを攻こう撃げきさせようとした。連れん邦ぽう検事とデ・コスタ、どちらが倒たおれてもアリスタには得になる。

「……ずるい人ね」

「俺たちの方が勢力が小さいのは事実だ。どんな手でも使うさ。それで上に立てるならな」

「血が流れるのが好きなのね」

　ロージーは軽けい蔑べつした口調でそう言う。

「仕し掛かけてきたのはそっちだろう」

　反論の声は、リカルドではなく、もう一人の男から上がった。

「麻ま薬やくの取引現場を襲しゆう撃げきしてきた。俺たちは火の粉を払はらっているだけだ」

「取引現場？　その前に──」

　──ロージーは言葉を飲み込んだ。

　この男は、デ・コスタが麻薬の取引現場を襲撃したのが抗こう争そうのきっかけだったと言っている。

　でも、ロージーが知る限りでは、その前に彼らがデ・コスタの研究施し設せつを襲おそったのが抗争のきっかけなのだ。

　このずれは──なんだろう。

「……やっぱり、そうか」

　リカルドが、何かを察した声で言った。

「あんたの視点だと、俺たちが仕掛けたことになってるんだな？」

「工場襲撃の件を忘れたの？」

「それは俺たちじゃない」

　ロージーは目を見開く。

　もしも、リカルドの言葉が事実ならば、アリスタ以外の誰かが工場を襲撃した。

　デ・コスタとアリスタ、二つの組織を潰つぶし合わせるために。

「この抗争を起こした人間がいる、と考えているの？」

「……そうだ」

「それは……さっき言っていた、『共通の敵』のこと？」

　リカルドは肯こう定ていを避さけた。

　でも、彼がそう考えているのは伝わってきた。

　ロージーは、思わず強い調子で否定した。

「連邦検事がそんなことすると本気で思っているの？」

「するさ、俺はたぶんあんたよりはあいつについて知っている。さっきの質問をもう一度する──あんたのところの次男、ノアがいなくなったのは何な故ぜだ？　あんたはクイーンズ・ストリート18番地の女について誰に話した？　いや、言い換かえよう。あんたが話した相手は、ノアか？」

　ノアがいなくなった時期とディーナが姿を消した時期はほぼ一いつ致ちしている。

　リカルドは、二つを結びつけて考えているのだ。

「ノアはあんたを裏切っていたんじゃねえのか？」

「それを知って……どうするの」

「検事の仲間だと確定したいだけさ。俺は操られるのは好きじゃない。俺を支配できると思った人間には、それなりの罰ばつが必要だろう？　検事の他ほか、誰に思い知らせるべきか知っておきたくてね」

　ロージーはしばらくの間俯うつむいて黙だまってから、言葉を押し出すように言った。

「……言いたくない」

　答えたも同然だった。

　でも、噓うそが今いま更さら通じるとは思えなかったし、肯定もしたくなかった。

「この抗争が誰かに引き起こされたものだってわかっているのに、どうして止やめないの？　争う理由はないのに」

「理由はあるさ。そっちが攻撃してきたのは事実だ。そして、結局のところ誰がこの街でトップに立つのかは決める必要がある。遅おそいか、早いかの違ちがいさ」

「死人の王様になりたいの？」

　伏ふせていた顔を上げ、睨みつけるようにしてそう言う。

「周り中の人間を、敵も味方も無関係な人も巻き込んで、みんな死んだ後に王様になって何が楽しいの？　あなたは止められるはずなのに──」

「死者の王で結構。誰でもいつかは死ぬ」

　まだ日は高かったが、リカルドの顔は逆光によって陰かげになり、落ち窪くぼんだ眼がん窩かの中から炯けい々けいと目だけが輝かがやいて、髑どく髏ろに睨まれているような錯さつ覚かくを与あたえる。

　血ち生なま臭ぐさいものを見てしまった気がして、ロージーは気け圧おされる。

　その心の弱みを突つくように、リカルドはロージーを問い質ただす。

「最後の質問だ。……何な故ぜ、あんたはダリオと結けつ婚こんする？」

「……ダリオを愛しているから」

　リカルドはその回答に眉まゆを顰ひそめ、後部座席にもたれる。

「そうか？　あんたのことだから、打算で結婚するのかと思ってたぜ。ダリオを丸め込むために、自分の貞てい潔けつすら売り渡わたすのかとな。いや、どうせならそうであって欲しかった。愛だ？　俺には三男があんたを物にできたとは思えねえよ。なあ、いったい何があった？」

「あなたには関係ない」

　ロージーは硬かたい表情のままそう言った。

　リカルドは鼻で笑う。

「そうだな、招待状はもらってねえ。おい、停とめろ」

　それを聞いてぎょっとしたのは、ロージーではなく、もう一人のメルキス人だった。

「待て、停めるな。おいリカルド、何考えてる？　まさか──」

「もう用はねえよ。興味もねえ」

「だったらせめて殺せよ！　デ・コスタの女だぞ！」

「いいんだよ、これで。おまえは従え、レオ」

　リカルドがそう言うと、レオと呼ばれた男は口を噤つぐんだ。

　まだ何か言いたそうにしながらも、運転手に車を路ろ肩かたに停めさせる。

　リカルドは後部座席のドアを開けると、ロージーの腕うでを引いて、車外に放り出した。車道側だったから危あやうく引かれそうになって、身を竦すくめたところで車はまた発進した。

　そして、ロージーは車道のど真ん中に取り残された。
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「これでいい」

　車が発進してしまってから、リカルドはそう呟つぶやいた。

　レオは車道に取り残されたロージーの様子をちらりと窺うかがった。

「殺さないのは不自然じゃなかったか？」

「俺の気まぐれだとでも思うだろ」

　運転手が、言葉を交かわす男たちに、忌いま々いましげな言葉を叩たたき付ける。

「どうして殺さなかったんだ」

　──それは、少女の声だった。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって髪かみのを隠かくし、ジャケットの襟えりを立てていたから、ロザベラは気付かなかっただろう。レオとリカルドに挟はさまれて、運転手を窺う余よ裕ゆうはなかったはずだ。

　だが、白い頰ほおに浮うかぶそばかすと、勝ち気な目つきは、彼女も知るルチアのものだ。

　ルチアは、荒あらっぽくハンドルを切って前の車を追い越こした。レオが非難の声を上げる。

「加わりてえって言ったのはてめえだろ！　運転くらいしっかりこなせ！」

「こんな話だなんて聞いてない！」

　リカルドはルチアの荒っぽい運転を楽しみながら言った。

「おまえに全部打ち明けたなんて言ってねえだろ。いいからまともな運転しろ。警官に追いかけられたいのか」

「……どうして殺さなかった？」

「まだ計画がある」

　速度が幾いくらか落ちるのを待って、リカルドは答えた。

「ロザベラには悪いが利用させてもらう。だから生かしておいた。おまえが見たいのはデ・コスタの破は滅めつだろ？　それなら待て」

「…………あいつはどうなる」

「ロザベラか？　おまえはどうしたい？」

　ちょうど渋じゆう滞たいに巻き込まれて車は停まり、ルチアはリカルドの方を振ふり返った。

「おまえがしたいようにすりゃあいい」

「……なんで」

　ルチアは呟き、正面に向き直って、のろのろと動き出した前の車についていく。

「なんで、そういうこと言うんだ？　あたしはあんたたちを利用してるし、あんたもあたしを利用してる。デ・コスタの情報とか使ってさ。ロザベラはあんたたちにとっても重要な駒こまだろ。それをあたしが自由にするなんて、あんたが認めるはずないじゃないか。あたしのこと仲間みたいに認めて、自由にさせるなんて、そんな素そ振ぶり見せないでくれよ。あたしがそんなことで誤ご魔ま化かされてあんたに懐なつくとでも思ってんのか？」

「そうだなあ」

　リカルドは腕を組み、本気で考えこんでいるみたいに眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなった。

　そして、苦く笑しようを漏もらす。

「なんでだろうな」

　その様子をミラーで見ていたらしいルチアは舌打ちして、強ごう引いんに車線変へん更こうして右折し、渋滞を抜ぬけた。
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　ロージーは近くのドラッグストアで電話を借りてエミリオに連れん絡らくし、《クモ》のために医師を頼たのんだ。

　迎むかえの車はすぐに来て、ロージーはそれに乗り込んで屋や敷しきに戻もどった。

　事情を知ったエミリオは、外に出ていたダリオを呼び戻していた。

「あいつらぶっ殺してやる」

　案の定、ダリオは剣けん吞のんで直接的な言葉を吐はいた。

　窓まど際ぎわのソファに座ったエミリオはまろやかな笑えみを浮かべる。

「勿もち論ろん最終的にはそうなるだろうね。でも、今はまず花はな嫁よめを安心させてやりなさい」

「てめえに言われることじゃねえよ！」

　ダリオは怒いかりと羞しゆう恥ちで顔を赤くして、エミリオを睨にらみつけた。

　それから、気き遣づかうように、ロージーの顔を覗のぞき込む。

「二度とこんなことはさせねえ。俺がおまえを守る」

　手を取られて、ぎゅっと握にぎられ、ロージーは困こん惑わくの表情を浮かべる。

「そう言って、アリスタに報復するつもり？　もうこんなふうに争うのは止やめようよ。私が狙ねらわれたから言ってるわけじゃないの。この抗こう争そう自体が誰だれかの仕組んだものだとしたら？」

「誰かの？　なんだよ、いきなり」

「リカルドに会ったの。彼は、工場襲しゆう撃げきを否定した。他ほかの人間がやったことだって言っていた」

「それを信じてるのか？」

　ダリオは呆あきれた顔をしてしまう。

「でも、襲撃についてもっと調べた方がいいかもしれない。ダリオだって、誰かが裏にいて、その人の考えの通りに動いてるなんて嫌いやでしょう？」

「リカルドはなんて言っているんだい？」

　エミリオが笑みを浮かべたままそう尋たずねてくる。

「我々との和平を望んでいる？　そのために君を解放した？」

「……違ちがう、けれど」

　ダリオは鼻で笑う。

「ロザベラを解放したのは怖おじ気づいたからだろ。殺せば俺たちの怒りを買うからな。ついでにロザベラをたらし込もうとしたのさ」

「ダリオ！　そんな言い方……」

「庇かばうなよ！」

　ダリオはきつく、ロージーの肩かたを摑つかむ。

「あんなやつ、なんで庇うんだ？　別に向こうから和平の申し入れがあったわけでもねえ。やつは俺たちの敵だぞ？」

　ダリオの眼まな差ざしや、手に込められた力の強さが怖こわい。押し込めようとした恐きよう怖ふが蘇よみがえり、背筋が粟あわ立だつ。

「ダリオ、い、痛い……っ」

　ロージーが青ざめて身を捩よじると、ぎくりとした顔で、ダリオは手を引っ込めた。悔くやしそうに自分の手を見つめて、ロージーに背を向ける。

「仕事に戻る。何かあったら電話くれ。ロザベラは……しばらく、屋敷を出ない方がいい」

　ダリオはそう言って部屋を出ていってしまった。

　ロージーは掛かける言葉も出てこず、ただ立ち尽つくしてそれを見送る。

　エミリオが、傍かたわらに置かれた椅い子すを指して言った。

「座って、ロザベラ」

「エミリオ……」

　ロージーは勧すすめられた椅子に座ることを一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　エミリオは何かロージーに話があるのだ。言いくるめられてしまう気がして、怖くなる。

　けれど断る理由も思いつかず、ロージー自身、ダリオを説得できないのならエミリオに話すしかないとも思っていて、椅子に座った。

　綺き麗れいな織り柄がらのクッションがついた椅子は、優やさしくロージーの身体からだを支えてくれる。

「私は以前、悩なやみがあるのなら相談してほしいと言ったね」

「ええ……」

「そろそろ、話してくれないかな？」

　ロージーは迷った。

　けれど結局のところ、こちらの本心を言わなければエミリオの心だって変えられはしないだろう。利用されることを恐おそれていては、何もできない。

（こんなに怖がって、最初の頃ころに戻ったみたい……これじゃダメ。気持ちを強く持つんだ。誘ゆう導どうされないように。そう思っていれば、きっと……）

　ロージーは決断し、顔を上げた。

「アリスタとの和平を考えるべきだと思う。工場襲撃が彼らの言う通り第三者の仕し業わざなら、争うのは愚おろかなことだよ」

「第三者ね。誰だと思っている？」

「…………アレックス・リー連れん邦ぽう検事。それから──」

　ロージーは、ノアのことを一いつ瞬しゆん思おもい浮うかべながら、その名前を口にした。

「サルヴァトーレ・デスデーリ。二人が、この件の裏にいるかもしれない」

「そしてノアも？」

　何も知らないはずのエミリオが、突とつ然ぜんそう言った。

　けれど、ロージーも心の準備はできていた。エミリオは、ノアの出しゆつ奔ぽんについて何か気付いている、そう思っていた。

「……どうして、ノアが関かかわっていると思うの？」

「さあ、勘かんかな。彼は、この家を嫌っているから」

　そう言って、エミリオはにこりと笑う。

「……アリスタに和平会談を提案したいの。エミリオに、協力して欲しいと思ってる」

　ロージーはエミリオからの揺ゆさぶりを無視して、そう言った。

　エミリオは困った顔をした。

「和平会談ねえ。それは難しいかもね。何しろ、たとえ工場襲撃が第三者の仕業だったとしても、もうそれ以上に血が流れている。幹部たちの中には、納なつ得とくしない者も多いだろう」

「でも、このままじゃ警察につけ込まれる隙すきを作るだけだよ。抗争が長引いて、激しくなれば、私たちを逮たい捕ほする口実も増える。それがアレックスたちの狙いでしょう？」

「そう言って、男たちが納得すると思うかい？　血を見たいわけじゃない。ただ、名めい誉よを守るためには、我々は時として流血を厭いとわない。そういうものなんだよ」

　諭さとすような口ぶりのエミリオを前に、ロージーは悔しさを滲にじませて言った。

「だからエミリオの協力が欲しいの。エミリオの言うことなら、ダリオも……」

「君は私を買い被かぶりすぎだし、ダリオが納得したとしても、幹部たちが納得するわけではないよ。彼らは我々の部下ではなく、友人なんだからね」

　──確かに、デ・コスタの組織は微び妙みような力関係にある。エミリオの強力な指導の下もと結束していたとはいえ、それぞれの幹部にはかなりの独自裁量が認められていたし、その権けん威いは尊重されなければならなかった。

　エミリオが倒たおれた今となっては、なおさら慎しん重ちように扱あつかわなければならない問題だ。

「……働きかけることはできるはず。命令じゃない、利を説いて、説得するの」

「説得ね……」

　エミリオは溜ため息いきを吐ついて、目を閉じた。

「少し疲つかれたな」

　彼はまだ自力で歩くことができない。体力も回復していないのだ。

　それを忘れてしまっていたことに気付いて、ロージーは慌あわてて立ち上がった。

「ごめんなさい、ベッドに戻もどる？」

「いいや、まだいいよ。それで──そうそう、説得ね。君がそこまで言うのなら、方法が一つある。古くからうちのファミリーに伝わるやり方でね……」

「ど、どんなものなの？」

　エミリオの身体も気になったが、話の内容が気になってしまって、ロージーは聞き返していた。そんな彼女を見やってエミリオは薄うすく笑い、すぐに小さく咳せき込んだ。

「！　あ、や、やっぱりベッドに戻った方が……」

　いいんだよ、と咳せきを堪こらえるような少し奇き妙みような声で、エミリオは言った。




　幹部一人一人との一問一答。

　問いは様々で、それぞれの幹部に任せられる。名誉と掟おきてに関わる問題、さらに今回の問題であるアリスタとの抗争について問われることになるそうだ。

　そのすべてに、幹部たちが納得する答えを返すことができたら、成功。

　挑ちよう戦せんした者は、その主張を認められたことになり、幹部たちであっても従うことになる。

「それで、アリスタとの戦争を停とめられるのね？」

　説明を聞き終えたロージーは、エミリオに確かく認にんした。

「そういうことになるね。どうする？」

　深呼吸を一つして、ロージーは答えた。

「やるわ」

「いいだろう。準備は私がしよう。それから、このことはダリオには内密に。きっとあの子は反対するだろうからね」

「……危険なことがあるの？」

「失敗すれば、挑戦者の権威は失しつ墜ついする。幹部候補からの降格は覚かく悟ごしておいた方がいいかもしれないね」

　ロージーは身体を強こわ張ばらせる。幹部候補からの降格──今の立場を得るために、自分がこれまでしてきたことが頭を過よぎった。

（それでも、この争いを止めることが、デ・コスタを守ることになるはず……）

　ロージーは覚悟を決めて、頷うなずいた。




　一問一答の儀ぎ式しき──エミリオは挑戦者の儀式と言った──が始まるのは、必ず深夜だそうだ。それまで、挑戦することを決めた者は儀式の間に入って待機していなければならない。

　エミリオは車くるま椅い子すに乗って屋や敷しきの地下へ降りた。普ふ段だん配はい膳ぜんに使うエレベーターが改造されて、今は車椅子で乗降できるようになっていた。

　地下には窓のない会議室や保管庫があったが、その中でも奥まった廊ろう下かの突つき当たりに、黒い扉とびらがあった。

　エミリオはその扉を開けて、ロージーを先に中に入れる。

　当たり前だが、地下のその部屋は明かりもなく、闇やみに包まれていた。

「室内灯のスイッチがその壁かべにあるから、つけてくれるかな」

　ロージーは言われるままに、壁をまさぐり、スイッチを見つけて、照明を点つける。

　黄色い裸はだか電でん球きゆうが、部屋を照らした。

　そこは、仮か眠みん室のようにも見えた。

　狭せまい部屋に、家具は一人分のベッドと、椅子が一いつ脚きやくあるだけ。奥の扉が開いていて、洗面所がちらりと見える。随ずい分ぶんと殺風景な部屋だった。

　その時、ロージーの後ろで扉が閉まった。

（あ）

　どきりとして振ふり返ると、黒い扉は完全に閉まっていて、小さな音を立てて鍵かぎも掛けられた。ロージーは扉に飛びついた──もう開かない。

「エミリオ!?」

　悲鳴じみた声で扉の向こうにいる従兄いとこの名を呼ぶ。

　黒い扉の向こうから、声が返ってきた。

「やあ、ロザベラ。悪いけど、君には式当日までここにいてもらうよ。大だい丈じよう夫ぶ、仮かり縫ぬいはもう終わっただろう？　あとは本番だけだから」

「私を騙だましたの？　儀式なんて、噓うそだったのね？」

　もはや疑問形で尋たずねる必要すらなかった。

　エミリオの、困ったような微笑が目に浮かぶようだった。

「そういうことになるね」

　ロージーは拳こぶしを握にぎりしめ、強く扉に叩たたき付けた。エミリオへの怒いかりよりも、こんな罠わなにかかってしまった自分への憎ぞう悪おの方が強かった。悔くいてももう仕方がないことだけれど、どうしてこんなところで気を抜ぬいてしまったのか。

（心を強くしていれば大丈夫、なんて──そんな問題じゃない！）

　エミリオなら、いざとなればロージーの意思を無視してこれくらいのことはする。そう思っておくべきだった。

　恐きよう怖ふをねじ伏ふせようとして、不安を無視して、その結果、ロージーは失敗したのだ。

「あまり暴れない方がいい。花はな嫁よめが生傷だらけなのは問題だからね」

　エミリオはそう言って、笑ったようだった。

「それじゃあ、あとで食事と着き替がえを運ばせるから。何も心配しないで、ここで待っておいで」

「でもアリスタとのことはどうするの！」

「戦争を終わらせても、デ・コスタもダリオも守ることはできないよ。無理にことを進めれば幹部たちはダリオを排はい除じよしようとするだろう。ダリオはまだ代理だが、そのうち正式に当主になる──そのためには、ここでアリスタとの戦争に勝利することが絶対条件だ。戦い、勝ち抜くことでしか、彼らはダリオをドンと認めないんだ」

　エミリオの声に含ふくまれていた笑えみはもう消えていた。

　彼は真しん剣けんな、恐おそろしいほどの声こわ音ねで語った。

「君のやり方ではダリオは守れない。別に責めているわけじゃない。君はまだ若い。だから、ここで少し、考える時間をあげるよ。自分がどうすべきか、デ・コスタのために、ダリオのために何ができるのか、真剣に考えてごらん。そうすれば、自おのずと答えは明らかになる。君の悩なやみは解決できるよ」

「戦争のことには口を噤つぐんで結けつ婚こんを受け入れろと言うのね……」

「そうは言っていない。戦争に反対しているのは、君の考えが甘いと言っているんだ。君には、ダリオの補ほ佐さとしての役割も期待している。本当だよ。そのためには、甘さが命取りになるんだ──ノアも、甘い男だったね」

　やはり、彼はすべて知っている──そう悟さとって、ロージーは目を閉じる。

「全部わかっている。ノアが出て行ったのは、彼が裏切り者だからだ。君に病院襲しゆう撃げきのことを教えたのもノアだ。そうすることで、私を助けた。敵対している人間に警告を発するなんて、甘いどころじゃない。ノアと組んでいるアレックス・リーに同情するよ」

「……ノアが、連れん邦ぽう検事と組んでいると言うの……」

「そうだよ、君もわかっているんじゃないかい？　ノアは我々を憎にくんでいる。だから組むとしたら法の側の人間だ。答えはアレックス・リーだ」

　ロージーは扉の前に座り込み、項うな垂だれて扉に額をつけた。

「……いつから、わかっていたの？」

　エミリオの声には、楽しげな響ひびきが含まれていた。

「彼が我々のやり方を嫌きらっていることはずっと前から気付いていた。いつかこうなるような予感はあったよ。だが、なにぶん証しよう拠こがなくてね。そう、君がノアと一いつ緒しよに内通者探しをした時──あの時、違い和わ感かんはあった。我々が探しても見つからなかった裏切り者を、君とノアが見つけたんだから。思えば、ノアは君を誘ゆう導どうしていたんだろう。自分が本当の裏切り者だとばれないように、自分の部下をスケープゴートに仕立ててね」

　そう、ウェストエンドに来たばかりの頃ころ、ロージーは構成員になるための試練を課された。それが内通者探しだ。ロージーはノアと一緒に内通者を見つけ──その内通者・ジョットに殺されかけたところを、ノアに助けられたのだ。

　でも、確かにジョットは裏切り者だった。ロージーを殺そうとさえした。

　……いや、別に内通者が二人いてもおかしくはない。おそらく、ジョットも、ノアも、内通者だったのだ。

「ノアは結局尻尾しつぽを出さないまま出て行った。君は何か知っているかい？　どうして、ノアが出ていったのか」

「…………」

「ああ、なるほど……」

　ロージーは黙だまっていたけれど、エミリオは何かを察したように含み笑いを漏もらした。




「引き金を引いたのは君だったか」




　心底面おも白しろがるような口調だった。

「ノアに出ていく決心をさせたのは君なんだね」
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　何もかも見み透すかされている。

　もう、否定の言葉も出てこない。

　ロージーはただ、俯うつむいて、拳を握りしめ、エミリオが去るのを待った。

「だんまりか。まあいいよ、君も二週間後には考えを改めてくれると思っている」

　車輪を軋きしませて、彼はその場を離はなれていった。

　ロージーは、きつく閉じていた目を開けた。扉は下の方に隙すき間まがあるが、そのほかはぴたりと合わさっていて、とても開きそうにはない。

（式まで、あと、二週間）

　ロージーは襲おそいくる悔かい恨こんに耐たえながら、最後にもう一度、扉を叩いた。




　夕食の食器が下げられたのと入れ違ちがいに、ダリオが部屋に入ってきた。

「ロザベラ！」

　彼はロージーに駆かけ寄ると、その手を取ろうとした。

　けれど、ベッドに腰こしを下ろして俯いたままのロージーの態度を見て、止やめた。

「……なあ、大丈夫だ。俺が外に出してやるよ。エミリオが怖こわいんなら、こっそり抜けだして、式までどっかのホテルに泊とまっていればいい。もうあいつには指一本触さわらせねえよ」

「いいの」

　ロージーは伏せていた顔をゆるゆると上げた。その顔に浮うかぶ表情に、ダリオは意表を突かれたように言葉を飲み込んだ。

　ロージーは、強い眼まな差ざしでダリオを見つめて言った。

「ダリオも、アリスタとの戦いを止やめる気はないんでしょう？　それなら、外に出ても仕方ない。ここにいる」

　それが、この数時間考えた結果だった。

　アリスタとの抗こう争そうを終わらせるためには、幹部への根回しや説得が不可欠だ。

　ホテルに隠かくれていては、それは不可能なのだ。

　エミリオにああ言われた今でも、ロージーには抗争によってデ・コスタが守られるとは到とう底てい考えられなかった。アリスタを根絶やしにする前に、必ずアレックス・リーが動く。この状じよう況きようは、彼が望んだものなのだから。

（式までホテルに囚とらわれるのも、ここに囚われるのも同じことだ……）

　ダリオを傷つけそうだから口にはしないけれど、そう思う。

　黙り込んでしまったロージーの前に膝ひざを突つき、ダリオは悔くやしそうに顔を歪ゆがめる。

「なんでだよ、ロザベラ……なんで、そんな強ごう情じよう張るんだ。しょうがねえだろ、アリスタとの戦争は止められない。わかってくれよ」

「…………ごめん、ダリオ」

　謝るロージーにダリオは声を荒あららげた。

「そんな顔すんなよ！　そんな顔……見たくねえ！」

　そう言われても、自分がどんな表情をしていて、何が彼の気に障さわるのかがわからず、ロージーは困こん惑わくした。

「ダリオ、落ち着いて……」

　宥なだめようとしたけれど、ダリオは苦しそうに頭を搔かきむしり、身体からだを小さく丸めてしまう。

「なんでだよ……なんで、あの時みたいな顔してくれないんだ」

「あの……時？」

「ノアと一緒にいた時だよ！　買い物してただろ、ブラックの店で！」

　ロージーの頭に、花の形を模した髪かみ留どめが浮かんだ。

（あ）

　ノアに付き合ってもらって、パーティ用のドレスを買った。

　ダリオはその時のことを言っているのだろう。見られていたのは気付かなかった。

「あの時、みたいな、顔……？」

　あの日、ロージーは幸せだった。

　大好きなノアが、一日付き合ってくれた。彼の時間を、一日分くれたのだ。愛されていると確信できて、嬉うれしくて……そう、人生で一番輝かがやいていた日だったかもしれない。

　子どものように小さく丸まってしまったダリオの前で、ロージーは微笑ほほえもうとした。微笑み方がわからなかった。鏡の前で、自然に笑えるように練習したのに、今はそのやり方すら忘れていた。

　不器用に、口元を歪めたロージーの目から、涙なみだが零こぼれた。

「……ごめん。無理みたい……」

　ロージーの呟つぶやきを聞いて、ダリオが小さく一度、震ふるえた。

　彼は俯いて腕うでで顔を隠したまま、尋たずねてきた。

「ノアのこと……好き、なのか？」

　か細い声だった。

「だから、俺との結けつ婚こん、嫌なのか？」

　ロージーには答えられない。

　ノアのことを兄と思って愛してきた。

　家族への愛情だと思ってきた。

　でも、それは裏切られた。

　愛はロージーがこれまで経験したことがないような憎ぞう悪おに塗ぬり替かえられた。

　それでもロージーがダリオやエミリオにノアのことを話せなかったのは、ノアを愛しているからだ。こんなふうに裏切られた今でさえ。

　この愛情が家族としてのものなのか、それとも違う形をとるべきものなのか、ロージーにもわからない。わかるのは、その他ほかの人間に向ける感情とは明らかに違うということだけだ。

「私はノアを憎んでるのかもしれない」

　ぽつりと漏らしたロージーの呟きを聞き取って、ダリオはこの上なく、悲しそうに笑った。

「俺も、憎まれるくらいの感情向けられてえよ」

　けれど彼はその表情を消すと、どこか吹ふっ切れたような顔でロージーの顔を覗のぞき込んだ。

「俺さ、ロザベラと本当の家族になりてえ。本当の家族が欲しいんだ。今までの俺たちみたいなのとは違う。新しいデ・コスタの家族を、俺とロザベラで、作りたいんだ」

　新しいデ・コスタの家族。

　それは魅み力りよく的な言葉に聞こえた。

　実際、ダリオなら、そういうものを作れるかもしれない。彼はエミリオとは違う。愛情深く、素す直なおな青年だから。

「考えておいてくれ」

　ダリオはそう言うと、立ち上がって、ロザベラの額に音を立ててキスをした。

「それから、出たくなったら、いつでも言えよ」

　最後に念を押してから、部屋を出ていく。

　重い鍵かぎがかけられる音が、狭せまい部屋に響ひびいた。




　食事は三回、お茶とお菓か子しまで運ばれてきた。

　部屋にはバスルームがついていて、着き替がえも毎日届けられた。

　着替えと食事を運んでくれるのは、組織の見習いだ。

　ロージーも、彼らのことは知っていた。

「アリスタとの抗争で、今度はもぐり酒場がやられたんです。ほら、床とこ屋やのスミス親父おやじがやっているところ」

　以前一度ポーカーで勝負して以来、何な故ぜかロージーに懐なついてしまった少年たちで、用があってやってくるたびに、情報の断だん片ぺんを届けてくれた。

「あっ、そうだ、頼たのまれてたんです。渡わたすようにって」

　少年は、手を拭ぬぐってから、上着の内ポケットから封ふう筒とうを取り出し、ロージーに渡した。

「ありがとう」

　食事と手紙を受け取って、ロージーは一いつ旦たん少年を下がらせた。

　扉とびらが閉とざされると、すぐに封ふうを切って手紙を開く。




『噂うわさ。土曜日に襲しゆう撃げき計画？』




　ロージーは目を通すと、すぐにマッチでその手紙に火をつけて、皿の上で燃やした。

　手紙をくれたのは、リッツだ。

　これまでも何度もロージーを助けてくれたあの賭と博ばく師は、今度もロージーに情報を送り続けてくれている。ロージーがこの部屋に留とどまることにしたのは、彼のおかげも大きい。

　逃にげ出して、追っ手に見つかればそこまでだ。

　でも、ここにいれば、監かん視しの目もこれ以上は厳しくならない。

（ありがとう、リッツ……）

　自分に期待し、賭かけると言ってくれたリッツのためにも、まだ諦あきらめられない。

　リッツには密ひそかにアリスタとデ・コスタの動きに注意を払はらうように伝えている。

　手紙の文面からすると、リッツは『土曜日にアリスタの襲撃計画がある』という噂を手に入れたらしい。

　土曜日は、ロージーとダリオの結婚式だ。

（結婚式には、デ・コスタの幹部たちも全員集まる。リカルドがデ・コスタを叩たたこうと思うのなら、絶好のチャンスだ。だから、リカルドは私を生かして解放したんだ。結婚式が中止にならないように……）

　噂、とリッツは表現しているから確実なことではないのだろうけれど、リカルドの行動とも符ふ合ごうする。

　でも、エミリオもダリオも、今いま更さら式を中止するなんて認めてくれないだろう。

（……ううん、そもそも、エミリオは気付いているかもしれない。気付いていて、罠わなを張っているのかも……噂が流れているくらいなんだから、エミリオが手を拱こまねいているわけがない）

　祝いの席は、血の宴うたげとなるかもしれない。

　ロージーには、リカルドも、エミリオも、ダリオも、止められない。

（ノアがいれば助けてくれた……？）

　ふっとそんな考えが過よぎってしまって、我ながらばからしくて笑ってしまう。

　ノアは、アレックス・リーと一いつ緒しよにこの抗こう争そうを仕組んだ側なのだ。

　もう、ノアの助けは当てにできない。

（襲撃にはリカルド自身が来るかもしれない。彼は、一番前にいるのが好きな人だから）

　部下を助けに一人でデ・コスタの倉庫に乗り込んできたこともあったし、パーティ会場の屋や敷しきに潜り込んだこともあった。

（その時、リカルドに接せつ触しよくして、彼と話す……きっと、これが最後のチャンスだ）

　ロージーはもう一度自分の中の勇気を奮い起こし、鍵がかけられた小部屋の中で顔を上げた。




　土曜日──

　ロージーは早朝から起こされ、自室に戻もどされた。

　二週間ぶりに小部屋の外に出されたとはいえ、ロージーにはほっと息つく暇ひまもなかった。

　風ふ呂ろから出てきたら部屋にはすでにドレスが用意され、身み支度じたくを手伝うために、美容師と仕立て屋が待ち構えていた。

　いつもよりしっかりと、それでも若々しさを損そこなわないように化け粧しようが施ほどこされ、ドレスを着せられて、身体からだに合わせた最終的な微び調ちよう整せいが行われた。

　何もかも終わるとエミリオが迎むかえに来て、車くるま椅い子すの彼と一緒に部屋を出た。

　結婚式は教会で、お披ひ露ろ目めのパーティはホテルで行われることになっていたけれど、デ・コスタのしきたりで、最初の儀ぎ式しきは庭にある離はなれで執とりわれることになっていた。

　エミリオに離れに連れて行かれる間も、ロージーの心を占しめていたのは襲撃のことだった。

　リカルドがどのタイミングで仕し掛かけてくるのか、自分はその時どう動くべきなのか。

　そういったことを一いつ瞬しゆんでも忘れて、自分が花はな嫁よめだったということを思い出したのは、ダリオの顔を見た時だった。

　庭の花は少し数を減らしていたけれど、その代わり緑がとても鮮あざやかで、太陽を反射して力強く輝かがやいていた。

　ダリオは緑が美しいその庭の片かた隅すみ、小さな四阿あずまやの前にいた。

　彼は正装し、胸には白い薔ば薇らを刺さしていた。赤みがかった癖くせ毛げはいつもより整えられてはいたけれど、それでもあちこちでぴんぴんと撥はねている。

　ロージーを見つめて瞬まばたきした後、ダリオの顔がみるみるうちに真っ赤に染まっていった。

「……すげー綺き麗れいだ、ロザベラ」

　真っ正面から真しん剣けんな声でそう言われて、内心結婚式どころではなかったロージーも、顔を赤らめた。

　ダリオは育ちすぎた悪ガキみたいだ。悪いこともするし、こんなふうに頰ほおを紅潮させて、情熱的な目で見つめて、ロージーをどぎまぎさせもする。

　善良な人間では絶対にないけれど、確かに引きつけられる瞬しゆん間かんがある。

「準備ができたらおいで。ダリオはまだ花嫁にキスしないようにね」

　からかうような口調でそう念を押し、エミリオは他の幹部たちが集まる離れの方へ近づいていく。離れは石造りの、小さな集会所のような建物だった。

　二人きりになって、ダリオの顔に緊きん張ちようと苦く悩のうの色が濃こくなった。

「俺……ロザベラの気持ち、少しはわかってるつもりだ」

　見ているだけで胸が苦しくなるような表情だったけれど、ロージーはせめて彼の視線はきちんと受け止めようと、顔を伏ふせずに話を聞いた。

「それでも、いつか、おまえの心を手に入れる。今は無理でも、俺たちには、時間がある」

　ダリオはそう言って、手を差し出した。

（私、ダリオのこと、好きだよ……）

　ロージーは、そう言いたかった。

　でも、彼が求める『好き』とロージーの『好き』がずれていることに気づき始めていたから、ただ口を噤つぐんだまま、その手を取った。

　半分泣いて、半分笑って、ダリオはロージーの手を引いて、参列者の方へ歩いていった。




　　　　[image: ]




「どこへ行くんだい、ノア」

　ディーナが起き出す前に、アレックスが部屋を訪ねる前に、ノアは隠かくれ家がを抜ぬけ出すつもりだった。

　けれど、アレックスはいつもよりずっと早い時間に隠れ家にやってきて、扉を開けたノアの前に立ちふさがった。

　部屋に入り込み、扉を後ろ手で閉ざしたアレックスを、ノアは睨にらみつける。

「……どこへ行こうと俺の勝手だろう」

「結けつ婚こん式場？」

　嘲ちよう笑しようの響ひびきのある声だったが、ノアは表情を変えなかった。

「どけ」

「嫌いやだね。君と話したいことがある。君──喋しやべっただろう？　アリスタの暗殺計画のことを」

「何故そう思う？」

　正面から向き合うと、アレックスの目には怒いかりが宿っていた。

「何故？　アリスタの計画は失敗した。エミリオは病院から移されていた。まるで事前に計画を知っていたみたいにね」

「エミリオは用心深い男だ。別に俺の情報とは限らない」

「君には動機がある。僕の計画に反対していた」

「で？　だったら、どうして今そんな話をする。あれからもう何週間経たつと思っているんだ」

「君がまた出ていこうとしているからさ。情報を漏もらしに行くんじゃないのかい？」

　ノアの口元に自じ嘲ちようの笑えみが浮うかぶ。

「アリスタがデ・コスタの結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんを狙ねらっていると？」

「そうだよ」

「確かにその話は聞いた。だがおまえからじゃない。街の噂うわさで耳にしただけだ。どうして俺に言わなかった？」

「君が情報を漏らすからさ」

「そうか。だが、噂で流れているくらいだ。エミリオはもう摑つかんでいるだろう。その上で罠を張って迎え撃うつつもりなんだ。俺が忠告したところで無む駄だだ」

　アレックスは眉まゆを顰ひそめた。

「そこまでわかっていて、何な故ぜ今出ていく？」

「諦めたからだ」

　笑みを浮かべたまま、それでも苦悩の表情で、ノアは言い捨てた。

「おまえと俺の道は違ちがうし、もうおまえを説得することはできないと諦めたんだ。だから、この流れを止められないのなら、せめてデ・コスタを俺の手で終わらせる。アリスタに口を挟はさませるつもりはない。俺が、ダリオを殺す」

　……覚かく悟ごを込めて、ノアはそう言った。

　だが、アレックスはからかうような口調を変えなかった。

「そうすることで、アリスタとデ・コスタの全面戦争を避さけるつもりか？　アリスタに殺させるのではなく──自分が殺すことで？　まあ、どのみちアリスタにダリオを殺せるかというと、難しいかもしれないしね。ダリオもリカルドも生き残って泥どろ沼ぬまになるよりは、君が幕を引いた方が、周囲への被ひ害がいが少なくて済むかもしれない」

「そうじゃない。言葉通りの意味だ。俺が終わらせたいだけだ。こんな──傍ぼう観かん者で居続けるのはごめんだ。おまえみたいに、裏で事態を操あやつるってのは俺のやり方じゃなかったんだ」

　息を吐ついて、ノアは玄げん関かん先さきに置かれたアイビーの鉢はちを見やった。

　アレックスを翻ほん心しんさせられないかと悩なやむ間にも事態はどんどん悪化していった。

　血が血を呼んで、争いは激化の一いつ途とを辿たどり、連日新聞を賑にぎわせている。

　民間人への被害が出て、組織犯罪を憎にくむ機運が今までになく盛り上がり、アレックスと新市長の行動を支えている。それこそがアレックスの狙いなのだと、ノアにもわかっている。双そう方ほうの幹部に逮たい捕ほ者も出始め、確実にデ・コスタはダメージを受けている。

　それでも、エミリオやダリオを直接逮捕するような証しよう拠こはない。

　ノアには、アレックスが証拠を摑む気があるのか、それともこのままデ・コスタとアリスタが共食いによって倒たおれるのを眺ながめているつもりなのか、よくわからなくなっていた。

　デ・コスタの家を裏切り、兄弟とロザベラを裏切って、選んだものがこれなのかと思うと、自然と自嘲の笑みが深くなる。

　それでも、自分にできることをするしかない。

　これは、ノアとアレックスが始めたことだ。

　アレックスのやり方が気にくわないのなら、ノアが自分で幕引きをするしかない。

「……最後の質問だ。何故、事を急ぐ？　何故、やり方を変えた？　これまで通りでは、どうしてダメだったんだ。こんなやり方、俺にはおまえが血を求めているように見える」

「じゃあ、血を求めているんじゃないかな」

　誤ご魔ま化かされた。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、アレックスはノアを拒きよ絶ぜつするつもりらしい。

「俺はおまえを理解したかったんだ」

　そう呟つぶやいて、もう一度アレックスに目を向ける。

　アレックスは、眉を下げ、口を曖あい昧まいに開いて歪ゆがめていた。感情が複雑に入り交じった顔だった。おどけているような、悲しいような。苦しいのかもしれない。

「……理解ね。君は優やさしい子だからね。それとも、僕が兄だからかな？」

「おまえを仲間だと思ってきたからだ」

　アレックスは、苦痛に耐たえるように、笑って答えた。

「それは、嬉うれしい言葉だね」

　嬉しいという顔には見えなかった。

「俺に話すべきことはないのか」

　ノアの問いに、アレックスは、笑みを湛たたえたまま、首を傾かしげただけだった。

　決けつ裂れつだ。

　これ以上、アレックスはノアに語るつもりも、譲じよう歩ほするつもりもない。

　その瞬間ノアの頭に浮かんだのは、出会った頃ころの、学生時代のアレックスだった。

　ウェストエンドの港こう湾わん部を焼いたあの大火の日、ノアは炎ほのおから逃のがれて父ともはぐれて──いや、逃にげ出したのは炎からではなく父からだったのかもしれない──一人で街を彷徨さまよっていた。

　あの日、ノアはアレックスと出会ったのだ。

　アレックスは炎に包まれたビルから、取り残された幼い兄弟を助け出そうとしていた。ビルの三階まで階段で上り、窓から顔を出して泣いていた男の子二人を抱かかえて、また階段を下りて……その様に、見守っていた人々は拍はく手しゆ喝かつ采さいした。ノアは大人たちの輪の端はしで呆ぼう然ぜんとそれを見ていたが、ノアの様子に気付いて、アレックスが声を掛かけてきた。ノアは煤すすだらけの真っ黒い顔をして、火傷やけどもあちこちにあった。そんなノアを、心配したのだろう。

　あの頃は、そう思っていた。

　だが、アレックスはノアの顔を知っていたはずだ。復ふく讐しゆうのためにここまでのことをする男だ、デ・コスタの血を引く人間についても当然調べていたはずだ。アレックスがノアに声を掛けたのは偶ぐう然ぜんではなかった。ノアをデ・コスタの人間と知っていたから、声を掛けてきたのだ。

　隙すき間ま風かぜに乗ってビーチの砂が入り込んでくる安いモーテルで、繰くり返し話し合った。

　アレックスは学生だと言って、ウェストエンドには論文の調査で来たと言っていた。デ・コスタの裏の顔を暴こうとしていたのだ。ノアはアレックスと繰り返し会ううちに、いつしか彼に本心を漏らしていた。




『デ・コスタを終わらせたい』




　アレックスは驚おどろいて──けれど、頷うなずいて、自分もそうだと打ち明けた。組織犯罪撲ぼく滅めつのため、自分は連れん邦ぽう検事になって戻もどってくると約束した。デ・コスタを法によって打ち倒すのだと、あの日アレックスは誓ちかったのだ。

　あの時のアレックスは、今よりも少し幼く、けれど明るい表情をしていた。

　ノアには、それが、偽いつわりだったとは思えない。

　だが、あれから、アレックスは変わってしまったのだろう。

「何故、変わってしまったんだ」

　思わずノアがそう漏らすと、アレックスはどこか懐なつかしそうに、目を細めた。

「君は変わらないね。純じゆん粋すいで、かたくなで。ちょっと羨うらやましい、かな」

　懐かしそうな、しかしどこか責めるような響ひびきがあった。

　七年間だ、ノアだって変わった。

　だが、確かに七年前と同じ目的を持ち、七年前と同じようにアレックスを信じようとしていたのだから、アレックスの評も間ま違ちがいとは言えない。

　これ以上話し合えば、声に気付いてディーナが出て来るかもしれない。

　ノアはアレックスの横を通り過ぎて、扉とびらから外に出ようとした。

　アレックスは、その耳元に囁ささやいた。

「今は行かせてあげるよ──ただし、次に会う時は、君だからって容よう赦しやしない」

　そしてノアは、歪いびつな関係が築かれていた隠かくれ家がを出た。






　３　ウェディング─Wedding─







　そこは教会ではなかったし、儀ぎ式しきを進行した聖職者は引退した組織の幹部だった。

　デ・コスタ・ファミリーの重じゆう鎮ちんたちに囲まれて、ダリオとロージーは離はなれにある小さな祭さい壇だんの前に跪ひざまずいて祈いのりを捧ささげた。祭壇にはデ・コスタの先祖に当たるという聖人の像が祀まつられていて、儀式はその聖人に婚こん姻いんを報告する、というだけのものだった。

　……その後、キスをされた。

　ベールを上げられて、震ふるえる瞼まぶたを閉じて待っていると、唇くちびるに優しくダリオの唇が触ふれた。

　本当に、それだけで、彼は離れていった。

　目を開けると、ダリオははにかむように笑っていた。また彼が苦しそうな表情をしているのではないかと思ってしまっていたロージーは、その笑えみを見てほっとして、つられて微笑ほほえんだ。

（結けつ婚こんするんだ）

　この後教会に行って司祭の前で誓って本当の夫ふう婦ふになる。

　襲しゆう撃げきに対する不安と緊きん張ちようばかりが渦うず巻まいていた胸に、その事実が一つぽんと明かりのように灯ともった。忘れていたわけではないけれど、実感するにはあまりに状じよう況きようが危険すぎた。

　ロージーはダリオからエミリオに預けられ、花はな婿むことは別の車で会場へ向かう。

「おめでとう。君もデ・コスタの妻になるね」

　エミリオはロージーの手を取って、彼女の顔を覗のぞき込み、微笑みかけてきた。今日の彼は正装し、いつも以上に紳しん士し的に見えた。勿もち論ろん、中身がそのままなのはわかっていたので、ロージーは彼に囁き返した。

「アリスタの襲撃で、それどころじゃなくなるかもしれない」

「そうかもね」

　エミリオはただそう言って笑って、車くるま椅い子すを自分で動かし、車まで移動した。




　移動の間、ダリオから離れてしまうと、やはりロージーの頭を占しめたのはアリスタとリカルドのことだった。リカルドは絶対に結婚式を狙ねらってくる──今ではそう確信していた。だから彼はロージーを逃がしたのだ。それ以外に、彼が生かしてロージーを解放する理由がない。

　車はやがて教会の前に停とまった。

　ここはデ・コスタ一族が昔から懇こん意いにしている教会だった。

　先に着いていたダリオは、もう他ほかの参列者たちと一いつ緒しよに長く広い階段の手前に立っていた。先さき程ほど儀式に立ち会った司祭もいて、ロージーを見つけると迎むかえ出てくれた。

「中には本物の司祭がいますよ」

　冗じよう談だんのつもりなのか、彼はそう言って笑った。

　花はな嫁よめを祭壇まで連れて行く役はこの引退した幹部が引き受けている。

「教会の階段は長くてね」

　困ったようにエミリオは微笑んだ。確かに、彼は誰だれかに担かつがれて階段を上るところを見せたくはないだろう。

　見れば、ダリオは、まだ参列者に捕つかまっている。幹部の一人が彼の身体からだにのしかかるように、勢いよくハグしてきた。ダリオは支え損そこねてよろめいて、笑い──その顔が、凍こおり付いた。

　幹部は額から血を流してすでに死んでいた。

「──ダリオ！」

　ロージーはそばにいた元幹部に引き倒たおされて身を伏ふせ、他の者たちも同じように姿勢を低くした。通行人たちはまだ何が起こったのかわからないままで、聖堂に至る階段が血に濡ぬれているのを見た女が悲鳴を上げた。

　さらにもう一人、車の陰かげに逃げ込み損ねた老年の幹部が、撃うたれて倒れた。

（狙そ撃げきされてる！）

　護衛と幹部たちは周囲を見回し、二人目が倒れた時にビルの窓で銃じゆう口こうが反射するのを見た一人が叫さけんで、狙撃手に向かって撃ち返したけれど、拳けん銃じゆうでは当たらない。

　誰かが怒ど鳴なって、車からライフルを持ち出し、撃ち返す。何人かは、狙撃手がいるビルへ向かって駆かけ出した。

　そこへ、幌ほろ付きのトラックが、猛もうスピードで突つっ込んで来て、護衛の一人をはね飛ばした。

　トラックは停まって、そこからさらに何人もの男たちが降りてくる。手に手に銃じゆうを持って。

「中へ！」

　ダリオは教会の前で蹲うずくまっていた幹部にそう怒鳴った。

　さすがにリカルドたちも教会の中で人を殺すような暴挙は避さけるだろう。メルキス人は信しん仰こう心が篤あつい。

　けれど、幹部は首を横に振ふった。

「ダメだ、開かない！」

　つまり、中から、誰かが扉を閉めてしまったのだ。

（もう教会内部に入り込んでいた!?）

　銃じゆう声せいが響き、何発もの弾だん丸がんが飛び交かう。教会前の道路でだ。

　異常な光景に、通行人は金切り声を上げて逃にげ惑まどい、こちらの幹部や構成員が何人か銃じゆう弾だんに倒れた。ダリオは負傷者を引きずって物もの陰かげに身を隠し、大口径のリボルバーを二本抜ぬいていた。

　風が、急に強くなる。

　晴れていた空に雷らい雲うんが集まり、不ふ穏おんな音を立て、そして目を焼く真っ白な光が、メルキスの男たちが身を隠していた車に落ちた。

　ダリオの《力》、落らく雷らいだ。

　男たちは車と一緒に道の向こう側まで吹ふっ飛んだ。

　女たちの悲鳴が、よりヒステリックなものになる。

（人が、こんな簡単に）

　伏せたまま呆ぼう然ぜんとするロージーのそばで、例の元幹部が銃を撃ち返し、サブマシンガンで蜂はちの巣すにされた。飛び交う弾たまと命の軽さに自失していたロージーにまで血が飛び散って、意識が恐きよう怖ふに染め抜かれていく。

「あ……ああ……」

　悲鳴とも言えないような声が聞こえると思ったら、自分の喉のどから出ていた。

　灰色のアスファルトに、赤い血がじわじわと広がっていって。

　襲撃の前までは、この争いを止めなくてはと思っていたのに、今はそんなことは考えられなかった。エミリオも、ダリオも、どこにいるのかわからない。生死すらも。

（私も──死ぬの？）

「ロザベラ」

　頭上から降ってきた声に反応して、ロージーはのろのろと顔を上げる。

　死神かと思った。

　でも、それはリカルドだった。

　リカルドは建物の柱に身を寄せて銃弾を防ぎつつ、ロージーに向かって言った。

「花婿はどこだ」

　彼の手には銃がある。

　勿論、ロージーが答えればそれでダリオを殺す気なのだ。

「わからな……」

　ロージーの答えは、銃声でかき消される。

　柱に銃弾が当たり、リカルドが身を低くする。

　銃弾は、リカルドの背後からだ。今撃ち合っていた幹部たちからではない。

　ビルの屋上に、こちらを狙う人ひと影かげが見える。

　狙撃手がいたのだ──デ・コスタ側にも。

　さらにリカルドたちが現れたのとは逆方向から車が何台もやってきて、銃弾を浴びながらも道路を塞ふさぐように停まった。出て来たのは、やはりデ・コスタの構成員たちだ。

（そうか、エミリオが準備していたんだ）

　まだぼんやりとした頭でそう考える。

「ちっ」

　リカルドが舌打ちし、ロージーがいる車の陰かげへ飛び込んで来た。ロージーを人ひと質じちに取ろうというのだろう。

　ロージーは彼の腕うでから逃のがれようと尻しり餅もちをついたまま後ずさり──

　ロージーと、彼女に向かって腕を伸のばしたリカルドの間を、銃弾が切り裂さいた。

「！」

　銃弾は車のドアにめり込み、リカルドは一いつ瞬しゆん手を引く。

　その瞬しゆん間かん、ロージーの肩かたを、誰かが急に摑つかんだ。

　ロージーは心臓が潰つぶれそうなほど驚おどろいて、手を振り払はらって飛び退のく。

　けれど、彼女の肩を摑んだ人は、今度は腕を摑んで、無理に引っ張った。

「こっちだ！」

　……『彼』は、以前も見かけたハンチング帽ぼうと古びたジャケットで変装していた。

　ノアだった。

　ロージーは驚く間に、ノアに庇かばわれて、銃じゆう撃げき戦せんのただ中から建物の方へと逃れた。




　ノアがロージーを連れて逃げ込んだのは、休日のオフィスの中だった。扉とびらの鍵かぎを壊こわして中へ入りこみ、ブラインド越ごしに外の様子を窺うかがう。

　ロージーは、そんなノアの背中を呆然と見つめていた。

（ノアが、どうして、いるの？　何かの罠わな？　ダリオはどこ？　エミリオは……リカルドを抑おさえられているの？）

　一番簡単な問いを、最初に胸に浮うかんだ問いを、ロージーはそのまま口にした。

「どう、して……？」

　何度、この問いを繰くり返しただろう。

　そのたびに、耳を覆おおいたくなるようなことを言われた。

　けれど、この時、ノアは何も答えてはくれなかった。

　ただ、憂うれいを帯びた目を外へ向けたまま、呟つぶやいた。

「わからねえ」

　ノアにもわからないのでは、ロージーには理解しようがない。

「ダリオを殺しにきた」

　ノアは突とつ然ぜん、そう言った。

「このバカ騒さわぎを全部終わらせたかった。そのつもりで潜ひそんで様子を見ていた。それなのに、おまえが……いたんだ。あとはわからねえ。おまえの腕を引いて、ここに来た」

　勿もち論ろん、そんな答えではロージーは納なつ得とくできない。ノアは裏切り者で、だからダリオを殺そうとするのはわかるけれど、ロージーを助けようとする理由がない。

　その時、ノアが振り向むいた。銃口をオフィスの奥へ向ける。

　ロージーも振り向いて、その銃口の向かう先を見た。

　ダリオが、二丁の拳銃を手に、ゆっくりと近づいてくるところだった。

「ダリオ、無事だったの！」

　ほっとして、ロージーは彼に駆け寄ろうとした。

　けれど、ダリオの右の拳銃は、ずっとノアに狙ねらいを定めたままだった。

　灰色の目は、怒いかりに燃えている。

「てめえが……ロザベラを連れてここに入ったのが見えたから、裏から来てやったんだ。話は聞いたぜ。俺を殺したいんだって？　それなら、やってみせろよ。その前に俺がてめえの頭吹っ飛ばしてやる」

「……あれを放ほうり出してきたのか」

　ノアが言う、あれ、というのは勿論、外で繰り広げられている惨さん状じようのことだろう。それぞれ身を隠かくしながら、銃撃戦はまだ続いている。警察もじきに来るだろう。

「デ・コスタの新しいボスとも思えねえ行動だな」

「俺はボスじゃねえ、代行だ。頭腐くさってんのか」

「だが、おまえが後を引き継つぐ。だから俺はおまえを殺す」

「ちげーよ。やっぱりてめえはバカだ」

　ダリオが怒りを堪こらえきれないように、首を振った。




「俺を殺してえのは、てめえが汚きたねえ裏切り者だからだ！」




　ダリオの指が、引き金に、かかる──

　ロージーは、気がつくと身を投げ出していた。

　ダリオとノアの間に、両手を広げて。

「なんのつもりだロザベラ！」

　ダリオはロージーを押しのけようとした。ロージーはダリオの腕にしがみつき、必死で抗あらがう。

「お願い、やめて……っ！」

「そいつは裏切り者なんだろ！」

「でも殺さないで!!」

　ダリオはショックを受けたようにロージーの顔を見つめた。

「おまえ、まだ……愛してんのかよ！」

「おね、がい……っ」
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　ロージーはダリオの腕を全身で抱かかえ込み、放さなかった。ダリオは無理にロージーを引き剝はがそうとして、もみ合いになって尻餅をついた。ロージーはその上からのし掛かかる恰かつ好こうになる。

「やめろっ！　ノアは……おまえのことだって殺すぞ！」

　ダリオにそう怒ど鳴なられて、ロージーはびくりと震ふるえてノアを振ふり向いた。

　ノアは、ダリオに銃じゆう口こうを向けていた。

　奥歯を嚙かみ締しめ、なんとか狙いを定めようとしているけれど、銃口がぶれている。

　こんなノアは、初めて見た。

「ノア……」

「どけ、ロザベラ」

　ノアが苦しそうな声を絞しぼり出す。

「どいたら、ノアは、ダリオを撃うつの？」

「…………そうだっ」

　ロージーはダリオの上にのし掛かっている。ダリオを撃つには確かに邪じや魔まだろう。

　でも、ノアには《力》がある。

　リカルドにしたように、炎ほのおでダリオを燃やせばいいのだ。そうすれば、いくらなんでもロージーだって逃にげるかもしれない。

　ノアの目が、苦く悩のうに揺ゆれた。

「ノアはダリオを殺せないよ」

　別にそう思う理由があるわけではなかったけれど、理解した。

　本能に、近いところで。

　ノアとともに過ごした時間、彼の重ねてきた噓うそ、優やさしさ。

　すべてが、ロージーに、今ノアは噓を吐ついたと、ダリオを殺せないのだと教えていた。

　ロージーは立ち上がり、ノアに近づいた。

「よせ、ロザベラ！」

　ダリオも立ち上がってロージーを止めようとした。

　でも、その前に、ロージーはノアの銃じゆうに触ふれた。

　ノアの腕うでが震え──ロージーが力を込めるのに合わせて、ゆっくりと銃を下ろした。

「ほら」

　ロージーは、彼の顔を見つめて、泣き出す寸前のような顔で微笑ほほえんだ。

「やっぱり、ノアは優しい」

　ノアは気分でも悪いみたいに真っ青な顔をしていた。幽ゆう霊れいみたいな顔で、ロージーを見ていた。

　不意に、一発の銃じゆう弾だんが窓まど硝子ガラスを貫つらぬいた。

　ダリオが撃ったのではない。外から銃弾が撃ち込まれたのだ。流ながれ弾だまかもしれないし、こちらを狙ったのかもしれない。

　ノアは咄とつ嗟さにロージーの手を摑んで窓から離れた。

　デスクの陰かげに隠れてフロアの奥へ移動し、裏口からビルの間の細い路地へ飛び出る。

「ロザベラ！」

　ダリオの声が聞こえ、ロージーは一いつ瞬しゆん我に返った。

　その時も、まだロージーはノアに手を摑まれていた。

　この手を離せば、二度とノアとは会えないのだと直感できた。

　何な故ぜなら、ノアはダリオを殺せなかった。リカルド任せにしてエミリオを死なせることすらできなかった。

　結局、彼はデ・コスタ壊かい滅めつのために決定的なことを何一つできなかった。

　それが彼の優しさのせいなのか、中ちゆう途と半はん端ぱな決意のせいなのか、家族への情が多少なりともあったせいなのかはわからない。

　なんにせよ、今後も、ノアは変わらないだろう。

　だから、ノアがこれ以上デ・コスタに、ロージーに関かかわっても何も意味がない。

　ノアは、もうロージーの前に姿を現すことはない。

　ノアはロージーを見た。

　動どう揺ようしたような、戸と惑まどったような目をしていた。

　ロージーも、たぶん同じような目をしていたのだろう。

（私）

　ロージーの中で答えが出る前に、ノアの中で答えが出た。

　ノアの手が、それまでよりも強くロージーの手を握にぎった。

「私……っ！」

　ロージーにそれ以上の言葉を言わせず、ノアはロージーの手を取って駆かけ出した。




　　　　[image: ]




　手を、離せなかった。

　今離せば二度と手に入らないのはわかっていた。

　それはたぶん、ロザベラも同じだっただろう。

　夢中で手を引いたまま逃げだし、停とめてあった車に飛び乗って走らせた。

　何もかも、置き去りにして。




　ノアはロザベラを愛している。

　それは自分でも確信している。

　妹でなくとも、家族として愛し合うのは『気持ち悪い』ことじゃない。ロザベラはそう言ってくれた。

　だが、今の自分の感情は、たぶん『気持ち悪い』とノアは思う。ノア自身が思う。

　なぜならノアはロザベラを手放せなかった。

　ダリオに渡わたすことができなかった。

　ダリオに嫉しつ妬としていた。

　それは家族として愛しているからではない。

　血ち塗まみれのウェディングドレスに身を包んだ彼女を見た時の衝しよう撃げきが、その証しよう拠こだ。

　髪かみは乱れ、頰ほおには血が飛び散り、ドレスは破けていた。

　それなのに、ロザベラはあの戦場でノアの意識を完全に捉とらえてしまった。

　ノアは、ダリオの姿ではなく、彼女の姿を追ってしまった。

　美しくて、危険で、魅み了りようされた。

　その時のノアは、一人の少女に見とれている、ただの男だった。

　ようやく、観念して、彼はそれを認めた。
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　──ノアと以前一いつ緒しよにここへ来たのは、もう随ずい分ぶん前のことだった。

　不ふ況きようの最さ中なか完成し、放置された、高層ビルの最上階。

　ウェストエンドの街を見下ろすそこに、ロージーはいた。

　純白だったロージーのドレスにはあちこち血がついて染しみになった上、破けていて、酷ひどく人目を引いた。

　でも、どうせここには彼ら二人の他ほかは誰だれもいない。

　ノアは車を運転する間も、エレベーターに乗っている間も、何も言わない。

　でも、ロージーにはその沈ちん黙もくがなんとなく理解できた。

　ロージーも、どうしてこんなことをするのかなんて、一言も訊きかなかった。

　理由なんて、わかっているからだ。

　日が暮れて、巨きよ大だいな窓にはロージー自身の姿が映っていた。

　ロージーはその自分の恰かつ好こうを見て、自じ嘲ちよう的に呟つぶやく。

「……私、酷い恰好」

　あんなに綺き麗れいにセットされていた髪はすっかり乱れてしまっていたから、ピンをすべて外していつものように垂らした。化け粧しようもだいぶん落ちてしまったし、ドレスだってもう見みる影かげもない。

　汚れて、座り込んだロージーは、花はな嫁よめには見えなかった。

「おかしい？」

　近づいてきたノアにそう確かく認にんすると、ノアは持ってきた毛布を彼女の肩かたに掛かけてから、隣となりに腰こしを下ろした。

「いや」

　そう言って、頰の血を拭ってくれる。

　ロージーは、新しい毛布を引き寄せて、呟くように礼を言った。

「……ありがとう」

　廃はいビルには、内装も済み、テナントが入るのを待つだけだったフロアもある。毛布もどこかの店の倉庫から持ってきたのだろう。探せば目立たない服なども見つかるかもしれない。

（そうして、身を隠かくして……ノアと逃にげるの？）

　ロージーはそんなバカなことを考えてしまう自分を笑った。

　ノアがどうして自分を連れてきてしまったのかはわかっている。

　自分がどうしてノアについてきてしまったのかも、わかっている。

　ただ、離はなれたくなかったからだ。

　視線が交こう錯さくしたあの一瞬、あの時手を離せば、きっと一生ノアが自分の前に姿を現すことはないだろうと思った。

　ノアもたぶん、同じことを考えていて、ロージーより少し早く、結論に至ったのだ。

「一緒に、逃げて、きちゃったね」

　エミリオとダリオがどうなったのか、反はん撃げきに遭あったリカルドがあの場を切り抜ぬけられたのか、ロージーにはそれすらわからない。明日には、新聞が大々的に事件を取り上げるだろうけれど。

　ノアが自分とどこまで行く気なのか、訊いてみようかとも思った。

　けれどノアはまたロージーの言葉を遮さえぎるように、彼女の頰にかかっていた髪を搔かき上げた。

「日が暮れるよ」

「そうだな」

　思っていたのと違ちがうことを口にしてしまって、ロージーの口から苦く笑しようが漏もれる。

「……ノアは私の敵で、私はノアの敵だよね」

「俺はおまえを敵だと思ったことはない」

「でも、私はデ・コスタの女だよ」

「俺はおまえを守りたかった」

　話がかみ合わなくて、また笑ってしまう。

「……ノアはずるいね。ずっと、ずるい」

「そうか」

「私と組織と家族を裏切っていたのに、綺麗なことしか言わない。そんなの信じられないよ」

「汚きたないことを言ってもいいのか？」

　床ゆかについていたロージーの手に、ノアの手が触ふれた。正面から見つめ合い、ロージーは頷うなずく。

「俺は」

　ノアがロージーの指に自分の指を絡からめた。その乾かわいた冷たい感かん触しよくが、ロージーには懐なつかしい。

「俺は、おまえをデ・コスタから守りたいと思っていた。だが、結局それはおまえを奪うばいたいというだけのことだった。デ・コスタや、ダリオから」

　だから、ロージーを連れ去った。

「俺はおまえを愛していると言った。だが、それはたぶん酷く……自分勝手な、感情だ。俺は、ロザベラ、ロージー、おまえを……」

　罪を告白するみたいに、彼はその言葉を告げた。




「自分のものにしたかった」




　ノア自身の言う通り、自分勝手で、傲ごう慢まんな、幼い感情。

　ロージーは、自分の指に絡む彼の指を見つめながら呟いた。

「私、デ・コスタに来てから、ずっと、誰かのものになりたくなくて、頑がん張ばってきたんだよ。ノアだって、わかって、いる、でしょう……？」

　ロージーは、それまでいつも周囲に流されてきた。どんなに撲ぶたれても、縮こまっておとなしくしていれば、大たい抵ていはやり過ごせた。

　思えば、反はん抗こうすることからさえも、ロージーは逃げていたのだ。

　デ・コスタの三兄弟と出会って、彼らの妻となるのだと言われた時、今度ばかりは到とう底ていやり過ごせるものではないと気付いた。抵てい抗こうすることより遥かに恐おそろしいことが目の前に迫せまっていた。腹に異能の子を宿す前に、一刻も早く逃げ出したかった。

　でも、逃げられなかった。

　だから、生まれて初めて、ロージーは何かに挑いどんだ。

　抗あらがって、戦って、構成員となって、幹部候補まで上り詰つめた。

　すべては、自由を得るためだった。

　これは、ロージーにとって、生まれて初めての反抗だった。

　その思いに反することをしたくない、というのが、ダリオとの結けつ婚こんを躊ちゆう躇ちよした理由の一つだ。

　……そして、もう一つの理由は、ノアだ。

「今いま更さら、自分のものになれ、なんて言うの？　一緒に逃げろ、なんて言うの？」

　本当は望んでいた。

　ノアが会いに来てくれることを。ノアが式からも抗こう争そうからもロージーを連れ出してくれることを。一緒に、逃げることを。

　心のどこかで、夢見ていたのだ。

　でもそれは、あり得ないこと、無理なことだ。

　ロージーは自分の指に絡むノアの指を払はらい除のけ、顔を上げ、強い口調で訴うつたえた。

「そんなの無理に決まってるじゃない!!　ノアは、私を、裏切ったんだよ!?　私より、デスデーリとか、サルヴァトーレとか、お母様とかを選んだんだよ！」

　生まれて初めて抱いだいた強きよう烈れつな憎ぞう悪おは、今もロージーを食くらい尽つくしそうなほどに腹の中で暴れている。ノアが自分を選ばなかった──それが、こんなにも悔くやしい。

　愛している、自分のものにしたかった、ノアはそう言う。

　それを、疑うわけではない。よほどの思いがなければ、あそこでロージーを連れて逃げようなんて思わない。

　だが、納なつ得とくできない。

　自分のものにしたいと言うのなら、ノアだってロージーのものになるべきなのだ。

「おまえのためだった」

　そしてノアはあくまで傲慢に、そう言ってのけた。

「デ・コスタを裏切ったのは、デスデーリとしての復ふく讐しゆうのためなんかじゃない。単純に、デ・コスタを終わらせたかっただけだ。周りの人間を不幸にするだけの家を、もう残しておきたくなかった。だから、おまえと出会う前から、俺はデ・コスタを裏切っていた」

「だからって……！」

　一度ロージーが振ふり払った手を、ノアはもう一度伸のばしてきた。逃のがれようと引っ込めたロージーの手を無理矢理握にぎり、自分の方に引き寄せる。

　思わぬ強い力に怯おびえた表情を見せたロージーの顔を真っ正面から覗のぞき込み、ノアは言った。

「アレックスは俺を変わらないと言った。だが、変わらなかったんじゃない。俺は、変われなかったんだ。マリアの声が耳から離れなかった。彼女はデ・コスタへの憎悪をまき散らして死んでいった。それまで母だと思っていた人だ。俺はもう後あと戻もどりはできなかった。おまえが現れても、変われるわけがなかったんだ。だから、デ・コスタを終わらせることが、おまえを守ることになると思ってきた」

　恐ろしいほどに真しん剣けんな、一いち途ずな眼まな差ざしだった。

　だが、ノアはふと苦笑を漏らし、手の力を抜いてロージーを解放した。

「そう、思うことで、自分を誤ご魔ま化かしてきた」

　マリアは、先代当主の妻で、エミリオとダリオの母だ。

　七年前、《力》を使ってウェストエンドを火の海にして死んでいったという。

　当時十一歳だったノアはそこに立ち会っていた。

　少年の心に、マリアの死に様がどれだけの影えい響きようを残したのか、想像することすら難しい。

「こんなやり方は望んでなかった。やつらを牢ろう獄ごくにぶち込んでおければ、俺は、それで……」

　ノアの言葉には苦く悩のうが滲にじむ。おそらく、アレックス・リーとノアとの間には決けつ裂れつがあったのだろう。

　だから、ノアはエミリオ暗殺の情報をロージーに漏らした。ダリオを撃うてなかった。

　彼の目的は命を奪うことではなくて、あくまでデ・コスタという家を、組織を、その血の呪のろいを断たつことだったから。

　ノアが、何か言おうと口を開いた。顔を上げ、ロージーを見つめて、はっきりと何かを告げようとしている。自うぬ惚ぼれでしかなかったけれど、たぶんこの時彼はロージーに未来を約束するような言葉を言おうとしていたのだ。一いつ緒しよに行こうとか、一緒にいようとか、そういう類たぐいの。

　だから、ロージーは彼がその決定的な言葉を口にする前に、割り込むように言った。

「私は残る」

　ノアは虚きよを突つかれたような顔をした。

「ノアは、これからもデ・コスタのことを忘れられないと思う。私と逃にげても、きっと、また、ここに戻もどると思う。私も、同じだよ。逃げても、ここに戻ってきてしまう。ウェストエンドに……逃げた時にできなかったことをしようとして。だから、私は、ここに残るよ。残って、やることがあるから」

「デ・コスタとアリスタの争いはもう止められない」

「ううん」

　ロージーは首を振った。垂らした蜂はち蜜みつ色の髪かみが、絹のドレスの上でゆらゆらと揺ゆれる。

「ノアだって、言っていたじゃない。『このバカ騒さわぎを終わらせたい』って。同じ気持ちでしょう？　こういうやり方は、嫌いやなんでしょう？　それなら、止めなきゃ。諦あきらめちゃ、ダメだよ」

「……どうして、そんなふうに思える？」

「私みたいなのでも、期待してくれる人がいるの。ダリオやエミリオのことだって、死なせたくない。私の家族を守りたい。それに……」

　言葉がつかえて、出て来なくて、一度大きく息を吸った。

「もう、逃げるだけの生き方なんて、できない」

　怯えて、びくついて、縮こまって。

　そんな生き方が、劇的に変わった。

　胸を張って、顔を上げて、笑えみを浮うかべて誰だれかを嵌はめる。

　狡こう猾かつに相手を出し抜ぬき、陥おとしいれ、脅おどし、自分の望みを勝ち取ってきた。

　その喜びを、快感を知ってしまったら、もう『良い子』には戻れない。




「私、デ・コスタの女になっちゃったの」




　ノアの視線を搦からめ捕とるように目を合わせて、そう囁ささやいた。

　ノアが、あえぐように、浅く息をした。

「ノアにも、望みが、あるでしょう？」

　その言葉に誘さそわれるように、ノアは掠かすれた声を絞しぼり出す。

「止めたいやつがいる」

「エミリオのこと？」

「いや……俺の仲間だ。アレックス・リー。サルヴァトーレ・デスデーリ」

「二人を──」

　いや、とノアは言った。

「同一人物だ」

　アレックス・リーが、サルヴァトーレ・デスデーリ。

　ロージーはアレックスの顔を思い出そうとした。

　けれど、何な故ぜか印象が薄うすくて、きちんと思い出せない。

「……そう、なの……」

　ノアは少しの間ロージーを見つめていた。ロージーに遮さえぎられ、言い損そこなった言葉を、自分の中でもう一度思い返し、確かく認にんしているようにも見えた。

　最終的に、ノアはやや自じ嘲ちよう的な笑みを漏もらして言った。

「おまえの気持ちはわかった。俺も、もう一度やってみよう」

「！　ノア……」

　けれど、ノアは硬かたい声で言った。

「だから、もう、離はなれてくれ」

「え」

「俺の感情は兄きよう妹だいとしてのものじゃない。少しは意識した方がいい」

　ロージーの顔に血が上る。

　羞しゆう恥ちが先に立って、仰のけ反るようにノアから離れた。

　けれど、もしかすると、これはロージーがノアの誘いを遮ったことへの意い趣しゆ返がえしだったのかもしれない。

　顔を赤くするロージーを見て、ノアは小さく笑ったから。

「な……何、どう、して、笑うのっ」

「別に」

「別に、って！　だ、だいたい、私、まだ、全然許してないんだよ！　笑うなんて、不謹きん慎しん、だと思うっ」

「許さなくていい」

　ノアは、淡あわい、何かを諦めたような、吹ふっ切れたような笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「俺は、その方がいい」

「…………」

　見ているだけで切なくなるような、それでいて魅み了りようされるような笑みだった。

　ロージーは思わず一いつ瞬しゆん見とれ、そのことに気付いて、赤い顔のまま、唇くちびるを嚙かんだ。

「ノアは、本当に、ずるい」

　けれど、ノアに誘いの言葉を言わせなかった自分も大たい概がい「ずるい」のだ。

　もしも誘われていたら、ロージーには断れなかったかもしれない。

　だから、先回りして、その可能性を否定したのだ。

　戦わないまま一緒に逃げるなんて、そんな甘ったるい未来を、自分にもノアにも許したくなかったから。




　パレデスは、ウェストエンドの大だい富ふ豪ごうだ。メルキス出身の老年の男性で、一度はアリスタ・ファミリーについたけれど、今はデ・コスタと取引している。

　ロージーの縄なわ張ばりだったカジノも、彼がオーナーだ。

　彼は深夜に屋や敷しきを訪ねたロージーを応接間に通すと、ソファに座って彼女の顔を正面から見つめた。スラックスとシャツの上にガウンを羽織っただけのラフな恰かつ好こうだったけれど、疲つかれている様子も、眠ねむそうな様子も見えなかった。

「……逃げた花はな嫁よめがこんなところに、何の用かな？」

　浅黒い肌はだ、恰かつ幅ぷくの良い身体からだ、豊かな髭ひげ。

　パレデスとの取引は二度目だ。ロージーは前回同様緊きん張ちようしつつも、前回よりはゆったりとした気持ちで、ソファに身を預けていた。

　ドレスはノアに用意してもらったものに着き替がえていた。純白のウェディングドレスとは正反対、黒いパフスリーブのドレスだった。胸むな元もとから裾すそまで赤いラインが二本入っているのが、血のように鮮あざやかだった。

　ノアは大きな旅りよ行こう鞄かばんを持ち、黒い影かげのように彼女の傍かたわらに立つ。

「取引に来ました。あなたが今進めている計画について、私にも協力できることがあると思います」

「なんの──」

「カジノです」

　パレデスはソファにもたれて、息を吐はいた。

「回りくどいのは好まない」

「では簡単に。あなたのカジノについての次の計画に私も加えてください」

「デ・コスタではなく、あんたを？」

「私をです」

「それではこちらに益がない」

「お役に立ちます」

　パレデスは面おも白しろがるような目で、ロージーとノアを見た。

「そうとは思えんな。あんたはデ・コスタから追われている。そっちの次じ男なん坊ぼうもだろう。デ・コスタを敵に回すのは、私には嬉うれしい話じゃない。あんたにはもう縄張りもない。金も、兵隊もないだろう。いったい何がある？　むしろ、あんたらをデ・コスタに引き渡わたした方がいいように思えるがね」

「私がデ・コスタになります」

　言葉の意味が取れなかったのか、パレデスは眉まゆを顰ひそめて聞き返した。

「なんと言った？　いや、どういう意味だ？」

「デ・コスタとアリスタの会談をセッティングします。そこでこの計画を話し、彼らにもチャンスを与あたえます。私の望みは二つの勢力の和平です」

「待て、いったい何の話をしている？」

　眉を顰めるパレデスに、ロージーはゆっくりと話しかける。

「あなたは周りの者に漏らしたことがあるそうですね。争いは、荒こう廃はいを生むだけだと。あなたのおっしゃる通りです。アリスタとデ・コスタが潰つぶし合い、勢力を小さくすれば、あなたの商売にだって影えい響きようが出ます。私は、彼らをこの計画に誘い込むことで、争いを止めます。もし、それができなければ、私がデ・コスタに成り代わります」

　ロージーの話の核かく心しんを理解して、パレデスの目が見開かれる。

　心なしか輝かがやきが増した目で、パレデスは前へ乗り出した。

「色々訊ききたいことはあるが……あんたがやろうとしていることは、相当異常なことだぞ」

「もう、準備はしてきました」

　ロージーがそう言うと、ノアがテーブルの上に鞄を投げ出した。ロージーはその鍵かぎを開ける。

　パレデスは、不ふ審しんそうな目でノアとロージーを見やって、鞄に手を伸のばした。

　丈じよう夫ぶな革かわの旅行鞄だった。

　金具を外し、中身を覗のぞき見たパレデスは、顔を青ざめさせた。

「こんなものをうちに持ち込むな！」

　ロージーはどうやら話は聞いてもらえそうだと思い、にこりと微笑ほほえんだ。
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　エミリオは最近の定位置である窓辺のソファに腰こしかけ、弟を諭さとした。

「落ち着きなさい。動物園の熊くまみたいだよ」

　部屋を歩き回っていたダリオは、苛いら立だたしげに兄を睨にらみつけた。

「わかってたんだろう、てめえ」

　飼い犬に威い嚇かくされたように、エミリオは肩かたを竦すくめた。

「なんの……」

「襲しゆう撃げきだよ！　結けつ婚こん式をアリスタが狙ねらってくるってわかってたんだろう！　だから罠わなを張ってた。だからあの階段を上らなかった。何故俺に知らせなかった!?」

　エミリオは、確かに教会に至る階段を上らなかった。教会の扉とびらが閉まっていて、何人かの幹部が死んだ。

　古株の幹部たちの死すら、彼の計画通りだったのではないかと思う。

　その方が、ダリオが今後組織を運営しやすいからだ。

　その証しよう拠こに、エミリオやダリオについている若手の幹部には、何故か式の開始時間が間違って伝えられていた。彼らは屋敷での儀ぎ式しきにも参加していなかったから、情報が間違っているとも知らずに遅おくれてあの場にたどり着いた。

　エミリオはしれっとした顔で言った。

「私は階段を上らなかったんじゃなくて、上れなかったんだけどね。まあいいや。だいたい、知らせれば、おまえは式を中止か延期にしたじゃないか」

「当たり前だ！　ロザベラを危険な目に遭あわせられるか！」

「でも、実際のところあの子はおまえが思っているより強したたかだよ。だからノアについていったんだ」

「違ちがう！」

　ダリオはこれ以上なく強く否定した。

「ノアが、ロザベラを連れ去ったんだ！」

「……彼女が抵てい抗こうしたら、できなかったんじゃないかと思うんだけどね。いいから落ち着きなさい。ノアがこの都市を出ようと思えば、必ず情報は入るんだから」

「くそっ！」

　ダリオが扉に拳こぶしを叩たたき付けた。

「そんなことより、取引は今日だろう？」

「そんなこと、だって？　てめえ──」

「取引だよ。我々の組織には金が必要だし、麻ま薬やくでアリスタに負けるわけにはいかない」

「は！　そうだな、花嫁を誘ゆう拐かいされた挙げ句に、リカルドも捕つかまえ損そこなっちまったしな！」

　そう、罠を張ったものの、アリスタに決定的な打だ撃げきを与えるには至らなかった。リカルドも戦力を分散してこちらを深追いするようなことはなく、ダリオとエミリオを見失った時点で撤てつ退たいを決め込んでしまった。

「……逃にげ足の速い男だったね」

　今回の結果は、幹部に被ひ害がいが出た分、デ・コスタの方がダメージを負っているように見えるだろう。必要な人間は生き残ったので、エミリオとしてはさほど大きな問題とは思えなかったが。

「で、取引はいいのかい？」

　繰くり返し話を戻もどされて、ダリオは辟へき易えきしたように顔をしかめた。

「これから行く」

　昨夜のことだが、知り合いの警察官から、麻薬の取引を持ちかけられた。かなりの量のまとまった麻薬が手に入ったという話だ。警察官は出所を濁にごしたが、どうもアリスタの取引現場から同量の麻薬を強ごう奪だつしたやつがいたらしい──おそらく、この警察官と仲間たちだ。

　つまり、アリスタの麻薬をこちらでまるっと買い取れるのだ。

　売り捌さばけば、莫ばく大だいな儲もうけになる。

　だが、エミリオは顔にありありと反対の色を浮うかべた。

「おまえが直接？」

「ああ、そういう条件だ。元々リックは俺の知り合いだしな。知っている人間がいた方が安心できるって話だ」

　リック、というのが今回話を持ってきた警官だった。うだつの上がらない三十男で気も弱いが、その分ダリオを嵌はめるような真ま似ねはできないはずだ。

「……アリスタが仕し掛かけてきた可能性だってある」

「だが、見み逃のがせる量じゃねえ。もし罠だってんなら、都合がいい」

　ダリオは時計をちらりと見てから、ノブに手をかけた。

「ちょうど暴れてえ気分だったんだ」

　彼の周囲で、放電しているような、ライムグリーンの光がばちばちと躍おどっていた。




　部下を連れて取引場所に乗り付けたダリオは、車から降りるなり凶きよう悪あくな笑いを浮かべた。

「なんだよ、本当に仕掛けてきやがったのか」

　取引場所は、夜の船着き場だった。

　古い桟さん橋ばしにボートが一いつ艘そう横付けされ、数人の男たちがたむろしていた。

　そのうちの一人に、確実に見覚えがある。

「へえ、デ・コスタの三男か。あんたが直々に来たのかよ」

　驚おどろいた顔で、リカルドがそう言った。

　桟橋にいたのは、メルキス系の男ばかり五人。周囲には他ほかにも銃じゆうを持った男たちが潜ひそんでいるだろう。ダリオはボートのライトで照らされ、目を細めながら笑った。

「こっちの台詞せりふだぜ。よく来られたもんだ。もう一発雷かみなり落とされてえとはな」

　そう言う間にも、ダリオの周囲でばちばちと火花が音を立てて散る。灰色の目は、火花に照らされてライムグリーンに輝き始めた。

「遠えん慮りよはしねえぜ。今度は通行人もいねえ」

「通行人ときたか。良かったなあ、あの時はそういう便利な言い訳があってよ」

「抜ぬかしてろ」

　ダリオの髪かみはつんつんといつも以上に上を向き、目は肉にく食しよく獣じゆうのように不敵に輝いた。強い風が吹ふき、海面を撫なで、波が高くなり、雷らい雲うんが押し寄せる。雷鳴を耳にする前に、リカルドも銃を抜いていた。

　そして、銃じゆう弾だんと、落雷が交こう錯さくする、その寸前──

「待って」

　凜りんとした声が響ひびいた。

　陸地から彼らの方へ近づいてきたのは、黒と赤のドレスに身を包んだ少女──ロザベラだった。

「なん……っ、なんでおまえが！」

　ダリオは驚いて声を上げる。リカルドも、引き金にかけた指に力を入れられずにいた。

「リカルドも、ダリオも、私が呼んだの。二人とも、来てくれてありがとう」

　ロザベラはリカルドの持つ銃を一いち瞥べつした。

「銃を下ろしてくれないかしら？」

「あんたの言葉に従う義理はねえな」

「取引に来たんでしょう？　商品ならあるわ」

　そう言ってロザベラはバッグの中から硝子ガラスの小こ瓶びんを取り出した。

「リカルド、あなたのところから持ち出された麻薬のごく一部。勿もち論ろん、もっとたくさんある。私が保管場所を知っている」

　桟橋の上から腕うでを海の方へ伸ばし、小瓶をいつでも投げ捨てられるようにする。

「取引がしたくないなら、そう言って。私は帰るわ」

「俺から盗ぬすんで俺に取引持ちかけてただで帰れると思っているのか？」

「ダリオも」

　ロザベラの目が、ダリオを向く。その目はおどおどした少女の目ではなかった。顔を赤らめ、彼の言動一つ一つに新しん鮮せんな反応を返してくれた少女と同一人物とは思えなかった。

　銃を持った犯罪者相手に一歩も引かない、妖よう艶えんな悪女だった。

　けれど、ダリオも雷雲を遠ざけはしなかった。

「……おまえが、本物の取引相手だっていうのか？　どうしてだ？」

「あなたたちに話があったから」

　指先で麻薬の小瓶を弄もてあそぶロザベラの髪を、一いち陣じんの風が巻き上げる。ボートのライトに照らされた蜂はち蜜みつ色の髪が、彼女の目元を一いつ瞬しゆん隠かくし、また露あらわにした。




「私はデ・コスタ家から離はなれて新しい《ファミリー》を作る」




　陸地から冷えた海へと風が吹きつけ、彼女のドレスの裾すそを巻き上げ、魅み力りよく的な足が覗のぞく。

　ロザベラはあどけなさと危あやうさを残した少女だった。

　だが同時に強い眼まな差ざしを持った、烈女の顔をしていた。

　最初に声を発したのは、リカルドだった。

　彼は肩かたを震ふるわせていたかと思うと、急に笑いだした。
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「はは！　ひ、くく……っ、あんた久しぶりに面おも白しろいこと言ったよ！」

「本気で言ってんのか？」

　ダリオは到とう底てい信じられず、呆あつ気けに取られてそう訊きいた。

　だが、ロザベラは頷うなずく。

「勿論、冗じよう談だんでこんなこと言わない」

「でも離れるってどういう意味だ、そんなことできるわけねえだろ！」

「ダリオは私が何を言っても聞いてくれないんだもの」

　我が儘まま娘むすめのような口調で、まるでそれが理由のすべてだとでもいうように、彼女は嘯うそぶく。

「だから、こうすることにしたの」

「可能かどうかって言ってんだよ！」

「じゃあ、ダリオは今、私をどうするつもり？」

　ロザベラは、小首を傾かしげてダリオを見つめる。

「私は捕まっても麻薬のありかは吐はかない。とんでもない額のお金をどぶに捨てることになる」

「金でおまえが買えるわけじゃねえ。たとえ商品をどぶに捨てることになっても、おまえを連れて帰るに決まってんだろ！」

「あなたは私を連れ帰れない。私が何もせずここに来ると思ったの？」

「!?　罠わなでも張ったっていうのか……」

「やりようは幾いくらでもあるのよ。たとえば麻ま薬やくの取引を警察に密告してもいい。警察が隠かくされている麻薬を見つけて、そこにあなたが関かかわっているっていう証しよう拠こでもあったら？　あなたは捕つかまって、その隙すきに私は逃にげ出す。あなただけがデ・コスタだと思わない方がいいと思う。私もデ・コスタなんだから、私につく人間がいないなんて、言えないでしょう？」

「ロザベラ、おまえ……っ」

　ロザベラの脅きよう迫はくの言葉には幼さが混じっていたが、それでもその表情は厳しく、彼女が本気でそう考えている、というのが伝わってきた。

「俺にも罠を仕掛けているのか？」

　リカルドが茶化すように言った。

　ロザベラはそちらを見やる。

「ええ。身の安全は確保してきている。とりあえず私の話を聞いてみたらどうかしら」

「俺はおまえを愛してんだぞ！」

　ダリオは怒いかりを叩たたき付けるように怒ど鳴なった。

　その一いつ瞬しゆん、悪女を演じていたロザベラの表情が変わる。悲しそうな顔は、ダリオが知るロザベラのものだった。

　けれど、ロザベラは謝らなかった。一瞬見せた揺ゆらぎを飲み込み、しっかりとダリオを見つめて言った。

「今度は憎にくむ？　それなら殺しにくればいい。私は待ってる」

　覚かく悟ごを決めた顔だった。

　たった十五の少女が、そんな顔をするものかと思えた。

「それで、これは俺に得な話になるのかな？」

　ダリオとは対照的に、リカルドは、まるで状じよう況きようを楽しんでいるように笑っていた。

「そうね、得になる話は持ってきたわ」

　ダリオとリカルドを交こう互ごに見やって、ロザベラは簡単に説明した。

「パレデスのカジノの計画よ。ウェストエンドの東に、小さな都市があるの。そこでカジノの営業が許可される。パレデスは、そこに進出する計画を持っているの。私はそこでカジノの営業を手伝うことになっている。今は資金集めのお手伝い。あなたたちが参加したいのなら、今のうちよ。出資者になれば、数年後には莫ばく大だいな利益を手にできる」

「パレデスの……カジノだと？」

　小耳に挟はさんだことくらいはあった。ウェストエンドでの酒や賭と博ばくの取り締しまりが厳しくなり、パレデスを始め、幾つかの商店主やオーナーたちが市外への移転や進出を計画している。ロザベラが言う都市は、その候補地の一つだろう。

「いったい、どんな手を使ってパレデスの懐ふところに潜もぐり込んだ？」

　リカルドは興味を引かれたようだった。

　ロザベラは相変わらず危なっかしい手つきで麻薬の小瓶を弄びつつ言った。

「パレデスは今のウェストエンドの状況を憂うれえているわ。あなたたちが争ってばかりで、彼のもうけも萎しぼみっぱなしだからよ。彼は確かに他都市への進出を計画しているけれど、ウェストエンドの土地もたくさん持っているし、結局拠きよ点てんはここにあるの。だから、あなたたちの抗こう争そうで治安が悪化したり、裏の仕事がやりにくくなるのは困るの。私は彼にこの抗争を止めると約束したわ」

　得心したように、リカルドは大きく頷く。

「……なるほど。つまり、俺たちがこの投資話に乗るには条件があるってわけか」

「そう。あなたたちは、争いを今すぐ止やめなければならない」

　仕事の話を淡たん々たんと進めていくロザベラの態度を、ダリオはまだ受け入れられなかった。

「取引に参加だ？　俺はそんなのどうだっていい！　こいつをぶっ殺して、おまえを取り戻もどす。それだけだ！」

「私を連れ去ればさっき言った通りね。あなたが私の罠に掛かかっている間に、私は逃げ出せるの。信じられないのなら試ためしてみてもいいけれど？」

「…………っ！」

　とてもロザベラの台詞せりふとは思えなかった。

　頭上で雷らい雲うんがごろごろと唸うなり、稲いな光びかりが光る。ダリオは今にも雷かみなりを落としてしまいそうだった。

「ノアの……せいか？」

　あそこでノアに奪うばわれたから、彼女はノアによからぬことを吹ふき込まれてしまったのではないか。ダリオにはそう思えた。

　だが、ロザベラは首を振ふる。

「彼は関係ない。私はたとえダリオと敵対しても、この争いを止めたいだけ。組織の存続のために周りを巻き込んで血を流すくらいなら、組織を潰つぶすわ。そして、私が、新しいデ・コスタになる」

「わっかんねえよ！」

　ダリオの感情が爆ばく発はつすると同時に、少し離れた森に雷が落ちた。耳をつんざく音にも、ロザベラは表情を変えない。……震えているのは、ダリオにもわかってしまったが。

　リカルドが、相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度で口を挟んできた。

「たとえばだが──俺たちが争いを止めず、どちらかが生き残ったとして、その場合、あんたらの商売に後から強ごう引いんに割り込むってのもできるんじゃないか？」

「やれると思うのならやってみればいい。あなたがたとえウェストエンドを支配できたとしても、私たちはここにはいない。あなたたち抜ぬきで事業を始めるし、今後あなたたちを加わらせもしない。荒こう野やの向こうの小都市にまで手を伸のばせると思うのならそうしてごらんなさい。私たちは私たちで勝手にやるし、あなたたちが争う間に自衛のための準備はしておくわ」

「……なるほどなぁ」

　リカルドは感心したようにそう呟つぶやいた。

「パレデスと組んだか。あんたとパレデスでどこまでやれるかはわからねえが、面白そうなこと考えるもんだ。そんなに和平が欲しいのか？」

「……そうね」

「自分の目的のために、花はな婿むこすら罠に嵌はめるか」

　リカルドの大きな口がにやりと笑う。

　事態の変化に戸と惑まどう部下たちを尻しり目めに、彼は上じよう機き嫌げんだった。

「面白いな、あんた！　悪くねえ、いや、好みだ」

　そう言って、ロザベラの方へずんずん大おお股またで近づいていく。

　ダリオが銃じゆうをその背中に向かって突つきつけた。

「止まれ！　ロザベラにそれ以上近づくな！」

「じゃあロザベラ、あんたが来てくれ。俺の話を聞きたいだろう？」

　ロザベラは緊きん張ちようした表情を見せつつも、一歩彼の方に近づいた。

「やめろロザベラ！」

　ダリオは怒鳴ったが、その直後、リカルドが腕うでを伸ばし、ロザベラの後頭部を抱かかえ込むようにして自分の方へ引き寄せた。

　がっちりとロザベラの頭部を腕で固定し、目を丸くする彼女の顔に自分の顔を近づけて、リカルドはそれまで以上に男臭くさく獣けもの臭くさい笑えみを浮うかべる。

「いいこと教えてやるよ。あんたが目的を果たすために泥どろ水みず啜すする覚悟だっていうんなら、俺だって同じだ。俺は、たとえ何を犠ぎ牲せいにしてもこのウェストエンドで頂点に立ってやる。死者の王だとあんたは言ったな。俺は死者の王になる。それができなきゃ俺自身が死ぬんだ。だから俺はどんな取引を持ちかけられても、デ・コスタ相手に抜いた銃を収めたりしねえ。パレデスのカジノの計画もいただこう。で、あんたのことも最後には手に入れるよ」

「……知らないの？　リカルド」

　ロザベラは髪かみを摑つかまれる痛みに顔を歪ゆがめながらも、リカルドを見返して笑みを浮かべた。

「女の子の心は、力やお金じゃ手に入らないの。そんな考え方をしていたんじゃ、あなたが私を手に入れることは不可能よ」

「は──ははははっ！」

　リカルドは高らかな声を上げて笑った。哄こう笑しようを聞きながら、ロザベラは彼の手を振り払はらう。

「ダリオは？」

　問われて、ダリオは首を振る。

「ロザベラ。一いつ緒しよに帰ろう。おまえはノアにいいように操あやつられてんだ。おまえが帰って来ても、俺は無理強じいなんて絶対しねえ」

　ロザベラは落らく胆たんの表情を浮かべた。

「……そういう話じゃないの、ダリオ。私はデ・コスタに戻らないけれど、それはダリオのことが嫌きらいだからとかじゃない。和平のために私が間に立つのなら、私はそれまでのデ・コスタではいけないの。新しい組織を作るのはそのためなんだから」

「ロザベラ……！」

　ダリオは世界を単純化して見るのが好きだった。敵と味方、嫌いなやつと好きなやつ。気持ちの良いこと、悪いこと。ロザベラはこれまでは勿もち論ろん味方だった。自分を今一番理解して、支えてくれる人だと思ってきた。たった半年で、彼女はその位置まで近づいてくれた。

　でも、彼女は味方には戻らないと言う。

　では敵かというと、ダリオにはそんなふうには思えない。

「……ダメだ。俺は、認めねえ。おまえを連れ帰る」

「ダリオ……」

　ロザベラが悲しそうな顔をした。

　ゆっくりと頭かぶりを振る。

「でも、もう遅おそいの」

　そして、その手に持っていた瓶びんを、海に捨てた。

　その時、突とつ然ぜん──

　車のエンジン音が響ひびき、ロザベラの背後から差し込んだ強い光が、桟さん橋ばしを照らし出した。

　光に目を焼かれ、ダリオもリカルドもその場に一いつ瞬しゆん立ち尽つくす。狭せまい桟橋の上では逃にげ場ばもない。

「動くな！」

　闇やみを貫つらぬく声が聞こえた。

　森の手前に車が数台並んでおり、荷台に投光器が設置されていた。車から人が降りて、銃を構えながらこちらへ武器を捨てろと怒ど鳴なっている。

　警察だ。

「おまえが呼んだのか？」

　ダリオが投光器の光を手で遮さえぎりながらロザベラを見やった。

「ええ。ここで麻ま薬やくの取引があって、ボートの中に麻薬が隠かくされているって通報したの。デ・コスタとアリスタが手を組もうとしていて、ダリオとリカルドもいるって。銃を捨てた方がいいわ」

　ロザベラは自分も両手を上げて、警察に従う姿勢を見せた。

　ダリオは包囲を縮めてくる警官隊を警けい戒かいしつつ、背後のボートをちらりと見た。彼が来る前から、あのボートはあそこにあった。リカルドが使ったのかとも思っていたが、どうやら違ちがうらしい。

「まさか、本当にあそこに入っているわけじゃねえだろうな」

「だったら？」

　ダリオとリカルドが、揃そろって、まさかという顔でロザベラを見た。

「おい、あんた何考えて……」

　さすがに顔色を変えたリカルドを見て、ロザベラが薄うすく笑う。

「珍めずらしいわね、そんな顔するなんて。そう、あなたはあれがいったいどれくらいの罪になるかわかっているものね。何十年とあなたたち全員をぶち込める量よ──」

　ダリオとリカルドの頭を過よぎったものは同じだっただろう。いかにしてこの場を切り抜けるか。逃げ出すか、それとも、捕つかまって無関係を主張するか。どちらも望みは薄そうに見えた。

　一瞬、互たがいと協力するという選せん択たく肢しまで浮かんだ彼らの前で、ロザベラは堪こらえられないように噴ふき出した。

　まるで、友達とふざけ合う女学生のように無む邪じや気きに笑って、ロザベラは言った。

「ごっ、ごめんなさい。違うの、本物なら、そうでしょうね。安心して捕まって。すぐに解放されるわ。私まで捕まるわけにはいかないもの」

　そんなロザベラを、ダリオもリカルドも呆ぼう然ぜんと見ていた。

　遠くから警官に怒鳴られ、ロザベラはあらためて両りよう腕うでを上げ、悪戯いたずらっぽくダリオとリカルドに向かって微笑ほほえんだ。

「あなたたちが私を解放してくれるか自信がなかったから、その保険よ。それに、これであなたたちもわかったでしょう？　あの船の中にあるのが本物の麻薬だったら？　こんな商売からは、手を引いた方がいいわ。リスクが大きすぎるもの。さっき言い忘れていたけれど、条件はもう一つあって、麻薬の仕事はやめて欲しいの。これはパレデスからではなくて、私からの個人的なお願いだけど」

「最後の警告だ。武器を捨てろ」

　警官隊の中から、スーツ姿の男が現れそう声を張り上げた。

　その声を聞いて、リカルドの表情が凍こおり付く。

　投光器が照らす光の中に、男の姿が映し出される。長ちよう髪はつの、どこか役人めいた雰ふん囲い気きの男──一いち躍やく時の人となった、連れん邦ぽう検事アレックス・リーだ。

　ダリオは忌いま々いましげに彼を睨にらみつけると、部下に命じた。

「武器を捨てろ。何も疚やましいことはねえ」

　それに従って、デ・コスタの男たちがばらばらと武器を捨てる。

　リカルドの方は、射い貫ぬくような鋭するどい目で、アレックス・リーを見ている。

「……あんたが直々に来るとはな」

　アレックスはリカルドの持つ銃を見て小首を傾かしげた。

「君らが仲良くなるための会合だと聞いていたんだが、物ぶつ騒そうなものを持っている。それを下ろす気はないのかな？」

「リカルド」

　そっと名前を呼んだのは、彼の近くに控ひかえていたメルキス系の男だ。

　リカルドは一言一言、嚙かみ締しめるように、メルキス語で何か言った。

　その直後、アリスタの男たちも、用心深い動作で銃じゆうを地面に置いた。

　全員が武器を捨てたのを見て、警官隊が一気に包囲を狭せばめ、一人ずつ拘こう束そくしていく。

「これで満足か、ロザベラ」

　ダリオは自分を取り押さえようとする警官ではなく、ロザベラを見て言った。

　ロザベラはその視線を受け止めて答えた。

「少なくとも誰だれも死ななかったし、ダリオが私を連れ戻もどすこともできなくなったもの。それでも無理に私を捕まえるつもりなら、次の手を打つだけ……」

「ロザベラ！」

　絶ぜつ叫きようのような声で呼ばれて、ロザベラはさすがに青ざめていた。

　それでも、唇くちびるを嚙み、ダリオを見み据すえて言い放つ。

「……ダリオ、私が言ったこと、よく考えてみて。あなたはなんでもできる──だからこそ、あなたには責任がある。あなたの『家族』を守りたいのなら……」

　……ダリオは世界を単純化して見ていた。

　敵と味方、好きと嫌い。

　ロザベラが好きで、大好きで、彼女に笑え顔がおになって欲しかった。

　どこから狂くるったのか、もうわからない。

　ダリオを愛してくれなかったロザベラが悪いのか、ロザベラを理解できなかったダリオが悪いのか。

　決意を秘ひめたこんな強い眼まな差ざしを、ダリオは知らない。

　ロザベラを酷ひどく遠く感じた。

　それでも、飢かつえを癒いやすように、輝かがやく星に手を伸のばすように、ダリオは魂たましいから叫さけんだ。




「俺はおまえを諦あきらめねえからな！」




　それは何度目かの愛の告白だった。
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　ロージーは抗こう争そうを止めたかった。

　ダリオと敵対しても、罠わなに嵌はめて裏切り者と罵ののしられても、彼に死なれるよりはマシだった。彼に無関係の人間の血を流させるより、自分が恨うらまれる方を望んだ。デ・コスタはもはや自分を縛いましめるものではなく、家族の象しよう徴ちようで、ロージーの生きる場所だったから、自分なりにそれを守りたかったのだ。

　けれど、ダリオもエミリオも話を聞いてはくれないし、むしろ彼女を閉じ込めて前のような物扱あつかいをしようとした。

　だから、他ほかの手を考えるしかなかった。

　懸けん命めいに考え、ノアと相談し、たどり着いたのがこの結論、『金』だ。

　取引を持ちかけ、利益を生むと説くのだ。

　アリスタとデ・コスタの名めい誉よを金で買うような真ま似ねかもしれないとは思った。彼らは反発するかもしれない、と。

　でも、利に聡さといエミリオなら、食いつくかもしれない。

　リカルドの場合は、金というよりは彼を楽しませることが第一だ。彼が楽しみ、ロージーの話に耳を傾かたむけてくれれば、とりあえず可能性は出て来る。

　ダリオは──




「俺はおまえを諦めねえからな！」




　心臓を貫つらぬくようなその声。

　ロージーはダリオの声から逃のがれるように身を捩よじったけれど、彼女の後ろにはアレックスが迫せまっていて、あっさりと腕うでを取られた。

　ロージーはアレックスを振ふり返って言った。

「私は武器は持っていません」

「だが、麻ま薬やくの取引の場にいた。事情は聞かせてもらおう」

　事務的にそう言うアレックスの顔を見つめるロージーの胸を、色々な思いが過った。デ・コスタの敵デスデーリ、アリスタとデ・コスタを罠に嵌めた相手、そしてノアの兄……。

　彼の顔の中にノアと似たところを探す自分に気付いて、胸中で呟つぶやく。




（私、この人に嫉しつ妬としそう）




　静かな桟さん橋ばしは、投光器で照らされ、人と人の思おも惑わくが交こう錯さくし、ある意味、華はなやいでいた。






　４　デ・コスタ・ファミリー─De Costa Family─







　いつも同じ夢を見る。

　濃のう硫りゆう酸さんと父、銃じゆう弾だんと悲鳴、放ほうり込まれたバスタブ。

　辛つらいことは他ほかにも色々あったはずなのに、彼の根底にすり込まれた九歳の記き憶おくは、いつまで経たっても残り続ける。レコードを掛かければいつも同じ音楽が聞けるのと同じように、彼の中には同じ夢が居座っている。

　その日も自分を庇かばった父の断だん末まつ魔まの悲鳴で目が覚めた。

　一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからず混乱して、天てん井じようを見つめて思い出す。

　そこは、ディーナのために借りている部屋の、客間だった。

（そうか、昨夜は遅おそくて……）

　普ふ段だんアレックスはこの部屋では休まず、自分のアパートメントに戻って休む。他に部屋を借りていると知られて、周囲に事情を詮せん索さくされたくないからだ。

　汗あせをシャワーで流して、服を着る。

　ネクタイを締めたところで、隣となりの居間からがたりという音が聞こえ、嫌いやな予感を覚えた彼は部屋を飛び出す。

　ディーナが、ソファのそばで蹲うずくまって胸を押さえていた。足あし下もとには花の鉢はちが転がっている。

「ディーナ！」

　アレックスは彼女に駆かけ寄って助け起こし、もう一方の手で、苦しむ彼女のポケットから薬を取りだして口に入れてやった。テーブルの水差しから水を注ぎ、飲ませてやると、しばらくして彼女の顔色が幾いく分ぶんマシなものに戻っていった。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「ええ……ごめんなさい」

「少し休みましょう」

　ディーナの軽い身体からだを抱だき上げて、一いつ旦たんソファに寝ねかせる。いつもの発ほつ作さだが、医師を呼んだ方がいいかもしれない。

（いや、あの医者から隠かくれ家がの情報が漏もれた可能性もあるな。他に信用できる医師を手配した方がいい……）

　アレックスは考えながらディーナの傍かたわらに膝ひざを突つき、その額に触ふれる。汗で湿しめった額は、冷えて白かった。

　ディーナの目が、うっすらと開く。

　ノアと同じ、青い目だった。

　ノアの目が、アレックスには羨うらやましい。自分にも同じものがあったなら、ディーナに息むす子こと思ってもらえたかもしれないのだから。

「……あなた、お仕事はいいの？」

　今日のディーナは、アレックスを夫と認にん識しきしているらしい。彼女の認識は、日によってころころ変わる。

　アレックスは彼女を安心させるように微笑ほほえんだ。

　いつものように、彼女からの認識とは関係なく『友人のアレックス』として返事をしようとして──やめた。

「ディーナ」

　意識的に、声のトーンを変える。

　思い出の中の父の声と口調を真似て、彼女の額を繰くり返し撫なでながら囁ささやく。

「ゆっくりお休み。私のことは心配いらない」

「そう？　でも、あの子のお世話があるから、もう起きないと……今日は、ビーチに行くと約束してしまったの」

　幼い頃ころ、確かに何度か母とビーチに行った。白い砂すな浜はまを、鮮あざやかな水着の女たちが歩いていた。強い日差しが心ここ地ちよくて、いつまでも砂で城を作って遊んでいた。

　そういえば、あの日も──デスデーリ家が襲しゆう撃げきを受けたあの日も、彼は母とビーチに行く約束をしていた。

「最近あの子様子がおかしい気がするし、約束を破りたくないの」

「…………大丈夫、私が連れて行くから」

　奥歯を嚙かみ締しめ、かろうじて笑えみに近いものを浮うかべて、アレックスはディーナの額にキスをした。

　ディーナは安心したように目を閉じて、眠ねむり始めた。

　彼女の寝ね息いきが穏おだやかになってから、アレックスは両手で彼女の手を包み込み、自分の額に押し当てた。

「……あなたは私が守ります。母様……」

　誰だれも聞いていない誓ちかいの言葉を口にして、彼は彼女にブランケットを掛けて立ち上がった。

　ノアはもう戻もどらないだろう。

　通報されたボートには荷はなく、リカルドもダリオも明け方には解放せざるを得なかった。

　通報では、あれは和平のための取引という話だった。アリスタとデ・コスタが和平に至ればアレックスの計画が潰つぶれることになり、それを避さけるためにも、アレックスとしては警官隊を派は遣けんするしかなかった。

　アレックスがそう考えるところまで見み透すかした上で立てられた計画であれば、ノアが絡からんでいると見て間ま違ちがいないだろう。

　ロザベラがあの場にいたのがその証しよう拠こだ。

　彼女が襲撃現場から姿を消して、デ・コスタが必死で捜さがしている、という情報は摑つかんでいる。

　これは、ロザベラとノアの計画だ。

　どんな計画があるにせよ、アレックスは立ち止まるわけにはいかない。

　時間がないのだ。

　連れん邦ぽう検事であるアレックスの談話は新聞各紙の紙面を飾かざり、今や市長とともに組織犯罪撲ぼく滅めつの顔だ。

　当然、敵が自分を狙ねらってくることを、アレックスは理解していた。

　戦争は、銃じゆうを使ったものだけではないのだ。
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　屋や敷しきの地下には射しや撃げき場がある。

　煉れん瓦がで囲まれた部屋に銃じゆう声せいが反はん響きようし、エミリオは顔をしかめる。

　ここには時折若手が練習に訪おとずれる。最近だと、ロザベラがしょっちゅう足を運んではなかなか上達しない銃の練習に勤いそしんでいた。

　今銃を構えて的を撃うっているのは、ダリオだった。

　息を吐つく暇ひまもないような早撃ちで次々に的に穴を開けていく。一丁分の弾たまを空にすれば、スピードローダーで弾を込め、また引き金を引くことの繰り返しだ。

「何ケース分撃つ気だい」

　エミリオの声なんて聞こえていないのか、返事をする気がないだけなのか、ダリオは前を向いてひたすらリボルバーから弾を吐き出し続ける。

　やっと弾が尽つきたところで、エミリオはもう一度声をかけた。

「話をしないか」

　反はん抗こう期の子どものように、ダリオは返事もせずに射撃場を出て行こうとする。

「ダリオ」

　自分の横を彼が通り過ぎる時に、エミリオはダリオの腕うでを摑んで引き留めた。

　ダリオの不ふ機き嫌げんそうな目が、エミリオを見下ろす。

「おまえの望みを言ってごらん」

　エミリオの問いに、ダリオの眉み間けんの皺しわが深くなる。

「この世界のもん全部ぶっ壊こわしてえ」

「ロザベラが欲しいんじゃないのかい？」

　ダリオは口を噤つぐんでいた。

　ロザベラがパレデスの屋敷に出入りしているのは確認している。ロザベラが欲しいのなら、ダリオは無理矢理パレデスのところから彼女を連れ出すことだってできるだろう。

　だが、それでは彼女を屋敷の地下に監かん禁きんしたエミリオと何も変わらない。

　パレデスの屋敷への襲撃を踏ふみとどまる程度には、ダリオにも理性は残っていた。

　それに、今ではダリオも自分がロザベラをどうしたいのかよくわからなくなっていた。愛していたはずだったが、ロザベラは彼を裏切った。そのことに怒いかりを感じるし、正直むちゃくちゃにして思い知らせてやりたい気持ちもある。一いつ瞬しゆんごとに変化する気持ちを自分でも把は握あくしきれず、動こうにも動けない。

　ただ、このままでは終われない、とは思う。

　エミリオもロザベラがどこにいるかはわかっているはずだが、手出しする気配はない。こちらはたぶん、パレデスの儲もうけ話に純じゆん粋すいに興味があって手て控びかえているだけだろう。

「まあいいや、それじゃあ叶かなえてあげるよ」

　あくまでにこやかに、エミリオはそう言う。

　ダリオは意味がわからずエミリオを見つめ──兄の目が本気であることに気付いた。

「……叶えるってどうすんだよ」

「まあまあ。世界のすべてとは言わないが、そこそこいいところまではできるはずだよ。本物の戦争でも起こそうか。そうしたら、おまえの気も晴れるのかな？」

　にこにこと笑うエミリオを、薄うす気き味み悪わるいものでも見るような目で見て、ダリオはその手を振ふり払はらった。

「……気持ち悪ぃこと言ってんじゃねえよ」

「おまえには力がある」

　エミリオは、車くるま椅い子すの上でも優ゆう雅がに微笑む。

「デ・コスタの《力》、金、組織。どれもおまえのものだ。それだけの力を持ちながら、何を腐くさっている？　おまえはなんだってできるのに、どうして何もせずこんなところで的相手に銃を撃っている？」

「…………あんたにはわかんねーよ」

　ダリオは苛いら立だった仕草で、腕を振るった。

「あんたみてえな人間にはわかんねえんだよ！」

「思春期のガキだね」

　エミリオの口から出て来るにしては、少し汚きたない言葉だった。

　くすくすと笑いながら、エミリオは言う。

「今の当主は実質おまえだ。おまえが世界のすべてを壊したいと思うのなら、付き合ってやってもいい。だが、そうではないのなら、少し私の仕事を見ておくといい。どうやって欲しいものを手に入れるのか、おまえはまだ理解していないようだからね」

「…………あんたの仕事？」

　エミリオはウィンクをして見せた。

「結局のところ、事態はおまえが思っているよりは単純なんだよ。問題はロザベラじゃない──我々の敵は、最初からずっと同じだ」

「アリスタ……か？」

「彼らも含ふくまれる。ノアもね。そして、デスデーリもだ。我々と敵対し、我々に刃は向むかうすべての人間さ。彼らすべてをなぎ倒たおしてこそのデ・コスタだ。最後に我々が生きていれば、ロザベラはおまえのものだ。簡単な話じゃないか」

　簡単な話？　ダリオはバカみたいに聞き返しそうになって、口を噤んだ。

「おや、疑っているね。おまえは世界のものを全部壊したいと言ったじゃないか。それがいいところまでできるんだから、当然我々に刃向かう人間を残らず磨すり潰すくらいのことはできるとも。見ておいで」

　自信たっぷりに、エミリオは目を細めてダリオを見上げる。不思議な感じがした。今までは、エミリオの方が背が高かったから。




「私がおまえをデ・コスタの本当の主あるじにしてやろう」




　笑うエミリオを、ダリオはじっと見つめた。

　エミリオのやり方は、ロザベラが嫌きらう、血を求めるやり方だ。エミリオのやり方で、ロザベラが本当に手に入るとは思えなかった。

　だが、エミリオは『我々に刃向かう人間を』と言った。我々とはエミリオとダリオのことだ。デ・コスタの家と組織のことだ。

　エミリオは、ダリオやロザベラに理解できる形ではなくとも、『家族』を守ろうとしているのかもしれない。

　彼は、ダリオの知らないところで、『家族』を愛していたのかもしれない。

　かつてダリオは家族を変えたいと思っていた。不仲で、愛情を感じられない家族が嫌いやで、彼らが争いを止やめてくれたらと思って、そのために色々なちょっかいをかけたりもした。

　だが家族は変わらなかった。ダリオはやり方を間ま違ちがっていたのだろう。

　そして、エミリオもだ。

「……間違ってるよ、あんた」

　エミリオはダリオを操あやつろうとしている。

　しかし、同時に、守ろうともしている。

　本当の主にしてやろうというその言葉に、噓うそはないように聞こえた。

「間違ってる？　私が？」

　エミリオは低い笑い声を漏もらした。

「おまえは見ていればいいんだよ。さあ、ついておいで」

　そう言いながら、車椅子を器用に動かし、最近増設されたエレベーターの方へ近づいていく。

　ダリオはその背中に声を掛かけた。

「俺の望みって、あんたは言ったよな」

「うん？」

　エミリオが車椅子を止めて振り返る。

　以前に比べて、エミリオの身体からだからは肉が落ちていたし、顔色も良くはなかった。それでも表情は変わらず、そこがエミリオらしくもあり、ダリオは少し、物もの憂うい気分になる。弟の前でさえ、いや、弟の前だからこそ、エミリオはあくまで強くあらねばならないのだ。

　それをぶち壊してやりたくて、ダリオは言った。

「俺は確かに全部ぶっ壊してえって言ったけどよ──三番目くらいに、あんたの足が治るんなら、それも悪くないと思ってんだぜ」

　エミリオは口をぽかんと開けて、珍めずらしく間ま抜ぬけな顔をしてダリオを見つめた。

　ダリオはその隙すきに彼を追い越こして、エレベーターに入り、扉とびらを閉めて階数ボタンを押す。

　地下のフロアに置いていかれたエミリオの、心底からの呟つぶやきが聞こえた気がした。




「バカじゃないのかい」




　啞あ然ぜんとするエミリオの顔を想像して、ダリオは溜りゆう飲いんを下げた。
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　パレデスには孫まご娘むすめが一人いる。

　ロージーと同じくらいの年ねん齢れいで、映画女優に憧あこがれる美しい少女だ。

　彼女は磨みがき上げた褐かつ色しよくの肌はだによく合う、やや太めの眉まゆを困こん惑わくしたように寄せて、自分の向かいに座るロージーをまじまじと見ていた。

「ちょ……ちょっと、お祖父じい様」

「なんだ、アンジェリカ」

　アンジェリカ、愛あい称しようアンジー。それが彼女の名前だ。

　彼女は朝食を摂とるロージーを指して言った。

「なんで、この女がここにいるの？」

「客人に失礼な態度を取るな、馬ば鹿か者」

「あ、ごめんなさい……」

　アンジェリカは一度は素す直なおに謝ったが、やはり首を振ふって祖父に食ってかかる。

「そ、そうじゃないでしょ！　私だって知ってるのよ、この子デ・コスタの人でしょう？　しかも、新聞じゃあ結けつ婚こん式の最中に行方ゆくえ不明になった、って……どうして、この家にいるのよ」

「私の客だからだ。いいから黙だまって食べなさい」

「お祖父様！」

　たまりかねたように、アンジェリカは声を張り上げる。パレデスが彼女を叱しかる前に、ロージーが耐たえられなくなって謝った。

「あ、あの、ごめんなさい、アンジェリカ。私、他ほかに行くところがないものだから、パレデスさんのご厚こう意いに甘えているの。でも、それでもしご迷めい惑わくを……」

「行くところがないってどういうこと!?　デ・コスタの家に帰ればいいじゃない、あのダリオと結婚できるなんて果報者よ！」

　どうやらアンジェリカもダリオを知っていたらしい。ロージーは余計話がこじれそうな予感を覚えて、言葉に詰つまった。

「ええと……その……」

　ノアはここにはいない。一人の方が身軽だからと、出歩いて情報を集めたり準備を整えてくれている。ロージーはその間、パレデスの屋や敷しきに滞たい在ざいさせてもらっている。ここならデ・コスタもアリスタも手を出しづらい。

　ロザベラはとりあえずできることをした。ダリオとリカルドにこちらの計画を教え、誘さそった。乗ってくるかどうかはまだわからないけれど、彼らがどう動こうとも、ロージーは自分の言葉通り、パレデスとともにカジノ経営に乗り出す。

　抗こう争そうを止める決定的な作戦は、結局立てられなかった。

　ロージーにできたのは、彼らが自分から動くように、働きかけることだけだ。

（共通の敵を前にして、争っていることのバカらしさをわかってくれれば。あの場面で、二人とも協力して逃にげるって考えが頭に浮うかんだはずだもの）

　警察を呼んだのは、自分の身を守るためと、リカルドとダリオに争う以外の選せん択たく肢しを真しん剣けんに考えて欲しかったからだ。

　それが、今後の和平のきっかけになれば、と思っている。

「もう行くわ」

　アンジェリカは口元をナプキンで拭ぬぐうと、椅い子すを立った。食事はほとんど手つかずだった。

「どこへ行く」

「映画観みに行くだけよ！　今日封ふう切ぎりの映画があるの！」

　アンジェリカは苛いら立だたしげにそう返事をし、食堂を出て行った。

　ロージーは彼女の追つい及きゆうが止やんだことにほっとして、こっそり息を吐つく。

「これを」

　不意に、パレデスがそう言ってダイニングテーブルの上に新聞を置いた。

　ロージーはその一面を見た途と端たん、あっ、と声を上げた。

　一面には大きく『違い法ほう捜そう査さ』の文字が躍おどり、その下にアレックス・リーの写真が載のっている。

　ロージーは急いで記事に目を通した。

　記事には、連れん邦ぽう検事アレックス・リーが指揮を執とった捜査について書かれていた。連邦検事である彼が担当するのは、禁酒法違い反はんやその他諸もろ々もろの連邦法違反容疑についてだ。アレックスはその幾いくつかの捜査で、明らかに法を犯おかしたという。特に数ヶ月前の選挙期間中に起きた誘ゆう拐かい事件自体が、彼の違い法ほうな囮おとり捜そう査さの結果である云うん々ぬん……。

　その新聞は一流紙というわけではなかったし、デ・コスタの息がかかっていることは公然の秘密ではあったけれど、はっきりと名指しでアレックスを批判していて、違法捜査の内容も詳しよう細さいだった。アレックスも、市長もこれを無視できない。疑いが根こん拠きよあるものなら、連邦政府がアレックスを召しよう喚かんする可能性も十分ある。

「今朝はその一紙だけだが、明日には他も追つい随ずいするだろう」

　パレデスがそう言って、顎あごを覆おおう髭ひげを撫なでた。

「エミリオの手口だな」

「私もそう思います」

　ロージーは喉のどの渇かわきを覚え、水を飲んだ。

　エミリオが、ついに反はん撃げきに出たのだ。

　デ・コスタ寄りのタブロイド紙が名前を伏ふせて暗にアレックスを指して批判することはあった。けれど、これは地方紙の一面記事で、しかもアレックスの名前を挙げている。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえられてもおかしくはない暴挙だ。

　けれど、だからこそ、アレックスには手痛い一いち撃げきとなる。

　何しろ、ここに書かれているアレックスの違法捜査自体は、ほとんど事実なのだ。

　政府が調査に乗り出せば、その証しよう拠こだって出て来るかもしれない。

「最近やり方が強ごう引いんだとは聞いていたが、この事態を警けい戒かいしていたのかもしれんな。裁判で長引かせてエミリオにこういった戦いをされれば負けは見えていた。一検事とデ・コスタの組織では、できることが違ちがいすぎる。たとえ違法捜査が事実でなかろうが、遅おそかれ早かれ、エミリオはでっち上げてでもやつを嵌はめただろう」

「アレックス・リーは政府に呼び戻もどされることになるんでしょうか」

「聴ちよう聞もんは避さけられんだろうよ。エミリオもそこまで手を回してのことだろう。だが──」

　パレデスは一いつ旦たん言葉を切って、ロージーを見つめた。

「あんたはどう思う。リー検事がこのままウェストエンドを去ると思うか？」

「──いいえ」

　そう、勿もち論ろん、アレックスが、サルヴァトーレ・デスデーリがおとなしく逃げ出すわけがない。

　彼は、最後の戦いを仕し掛かけてくるだろう。

「召喚状が来ても避けるか、無視するかだと思います。彼はウェストエンドでまだやることがあります」

　アレックスの目的は、デ・コスタへの復ふく讐しゆう。

　ロージーはこくりと喉を鳴らした。さっき水を飲んだのに、すでに喉は渇いていた。

「……あんたと、あの家の地下で出会った時のことを思い出すよ」

　パレデスは、突とつ然ぜんそんなことを言った。

　地下で出会った時のこと──ロージーが、パレデスの過去の罪を暴あばいて、脅おどした時のことだ。

「あの時はあんたが憎にくかった。小生意気な、腹の立つ娘むすめだと思った。だが、その陰かげで、私はあんたを恐おそれてしまった。私自身の若い頃ころと同じように、あんたは何も持たないのに、だ」

　パレデスは静かな目をしていた。一度は確かに自分が屈くつ服ぷくさせた相手ではあったけれど、ロージーは彼に敬意を払はらっていた。あれは運が良かっただけ、ただの偶ぐう然ぜんの要素も大きい。あの取引の後で、ロージーはパレデスのカジノとデ・コスタの連れん絡らく役を務め、様々なことを学んだ。

「若い頃の私の味方は野心だった。私は機会を摑つかみ、のし上がった。あんたは恐きよう怖ふを味方にできる。力も、権力も金もないあんたには、それが唯ゆい一いつの味方で、武器だ」

「恐怖……」

　弱くて、意い気く地じのないロージーは、いつも何かに怯おびえて暮らしてきた。

　声の大きな人、暴力を振るう人、里親、施し設せつのシスターたち、厳しい他人の目、試ためされること、嫌きらわれること……何もかも怖こわかった。

　だから、ロージーは恐怖とともに生きてきた、とも言える。

　人が、何を恐れるのか、理解できる。

　それが自分の武器なのだと言われたのは初めてで、少し、嬉うれしかった。

　否定されるばかりだった過去の自分が、初めて肯こう定ていされたように思えて。

（私の十五年間が無む駄だじゃなかったのなら……）

　エミリオと対たい峙じした時、ロージーは恐怖をねじ伏せようとして失敗した。

　あの時ロージーが抱いだいた恐怖は正しいものだったのだろう。

　無駄に怯えるのではなく、無理矢理忘れたふりをするのではなく、自身の恐怖の根拠を見み極きわめなくてはいけなかったのだ。

　ロージーはかつて自分が脅きよう迫はくした老紳しん士しに礼を言った。

「ありがとう、パレデスさん」

「あんたが私にもたらすものに期待しているよ」

　パレデスはそう言って、ミルクのコップを乾かん杯ぱいでもするように掲かかげた。
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「面めん倒どう臭くせえことになったな」

　レオがうんざりした顔で呟つぶやいた。

　わざわざメルキス語ではなくアルゴ公用語で話しかけてきたということは、ルチアに向けての言葉なのだろう。彼のアルゴ公用語の発音はとても綺き麗れいで、たぶんこちらの生まれなんだろうと思うけれど、普ふ段だんはメルキス語で話しているから。

　というか、そもそも、部屋にはルチアと彼しかいなかった。

　ルチアは映画雑誌から目を上げ、ちらりとレオを見やった。

　レオは黒い革かわのソファに腰こしを下ろし、面めん倒どう臭くさそうにビール瓶びんの栓せんを抜ぬいていた。面倒臭いなら飲まなきゃいいのに、とルチアは思う。頭上ではからからと音を立てて、シーリングファンが回り、温ぬるい空気をかき回している。

　最近リカルドがよく使っているフラットで、ルチアも彼についてここで寝ね起おきしている。レオもだいたい毎日顔を合わせる。

　レオはビールを一口飲んで言った。

「リカルドだよ。完全に頭に来てやがった」

「……あの検事に逮たい捕ほされたって話かい？　お互たがい利用し合ってたってのはわかってたんだろ」

「それでも腹が立つんだろ。いざ息の根止められかけたら」

　取引があったとかで出かけたリカルドは、今朝早くに戻ってきたが、確かに口数が少なく、怒いかりをうちに溜ため込んでいるようにも見えた。取引が失敗したのかと思ったが、レオから聞いたところでは、警察に取引が通報されていたらしい。

「戻って来られたんだからいいだろ。本当だったら何十年も牢ろう獄ごくの中だったんだから」

「だからよ、その寸前だったってのが腹が立つんだろ。相手に先手を打たれたっていう。負けも同然だからな」

「悔くやしいってのかい？　負けだの勝ちだの、呆あきれた話だね」

　ルチアは興味を失って雑誌にまた目を落とした。新しい映画を観みに行きたいが、色々と物ぶつ騒そうな状態だし、デ・コスタの関係者に見つかればただでは済まないのでろくに外出もできない。

「だよなあ。でもあいつはそういうのに拘こだわっちまうんだよなあ」

　ソファにもたれて、レオは天てん井じようのファンを見上げる。

（リカルドってガキみたいなところがあると思ってたけど、やっぱりガキだな）

　ルチアは内心でそう呟く。

　だが、考えてみれば、ルチアはリカルドについてほとんど知らない。

　デ・コスタと敵対していることが重要で、他ほかはどうでも良かったから、訊きいたこともない。

　……ふと、以前、リカルドと一いつ緒しよにいたスーツ姿の男のことを思い出した。

　男は、リカルドに家族のことで何か言っていた。

　リカルドが家族を失った、とか、そういうことを。

「……あいつの家族って死んだの？」

　レオはちらりとルチアを見て、意外そうな表情をした。

「なんだ、興味があるのか」

「訊いてみただけさ」

「死んでるよ。何か知っているのか？」

「……別に」

　ルチアはやっぱり訊かなきゃ良かったと思いつつ、雑誌を読むふりをした。

　それなのに、レオは勝手に話し始めた。

「父親をガキの頃に亡なくして、母親も身体からだを壊こわしちまったから、自分が父親代わりになって、妹やら弟やらを養ってたんだ。裏社会に入ったのは十七の時だが、それ自体、チンピラに目を付けられていた妹を守るためだったらしい。だが結局、縄なわ張ばり争いのごたごたで家族を殺された」

「……なんで話すんだよそんなこと」

「リカルドも訊けば教えてくれるぜ」

「だからってあんたが話すようなことじゃないだろ！」

　ルチアは、家族のことに触ふれられた時のリカルドの苛いら立だちを覚えている。あれは、たぶん、容易に踏ふみ込ませたくない領域のはずだ。そんなことについて弾はずみとは言え訊いてしまって、しかも答えが簡単に返ってきて、ルチアは動どう揺ようしてしまっていた。

　ルチアが睨にらみつけると、レオはゆったりとした仕草でビールを飲んで、笑った。

「リカルドも、別におまえに知られるのは嫌いやじゃないはずだぜ」

　ルチアは、やり込められたように感じて、ますますきつく、レオを睨んだ。

「そんなふうに言ったって、あたしはあんたたちの仲間なんかじゃないんだからね」

　レオは肩かたを竦すくめて惚とぼけた口調で言った。

「そうだっけか？」

「……そうだよ！　あたしは犯罪者じゃない、あんたたちと一緒にしないでくれよ！」

　そう言ってしまってから、自己嫌けん悪おに陥おちいって視線を逸そらした。

　犯罪者じゃない？

（違ちがう。あたしは犯罪者だ）

　ルチアは腹立たしくなって爪つめを嚙かんだ。

　今の自分はリカルドたちに寄りかかって生きている。入院中の母親だって、アリスタの息の掛かかった施設に入れている。デ・コスタの情報を流して、抗こう争そうに荷か担たんしている。

　彼らを……少なからず、精神的にも、頼たよっている。

　兄とも母とも違う存在だし、心を許しているわけではないけれど、彼らの空気に馴な染じみ始めているのを感じる。

　ルチアは急に、自分がリカルドに言った台詞せりふを思い出した。




『あたしのこと仲間みたいに認めて、自由にさせるなんて、そんな素そ振ぶり見せないでくれよ。あたしがそんなことで誤ご魔ま化かされてあんたに懐なつくとでも思ってんのか？』




　あの時リカルドは笑って、首を捻ひねって、そうだなあ、と言った。自分でもわかってないみたいに、なんでだろうな、と嘯うそぶいて。

（違う、あいつはわかってた。あたしが懐いているって、わかってた）

　悔しくて、恥はずかしくて、顔に血が上る。

　その脳のう裏りに、仇かたきと憎にくむ相手の顔が浮うかんだ。

　デ・コスタの家に引き取られて、徐じよ々じよにその色に染まっていった、ロザベラ。

（あいつと……同じ？）

　ルチアがぞっとして息を吞のんだ時、突とつ然ぜんレオが訝いぶかしげに呟いた。

「リカルドのやつはいつまでバスルーム占せん拠きよしてんだ？」

「え？」

　ルチアは聞き返し、バスルームに通じる扉とびらを見やった。さっきから聞こえていた水音が、不意に止まる。数秒後には扉が開いて、濡ぬれた髪かみを拭ふきながら男が出て来た。

　メルキス人の若者だが、リカルドではない。

「……何してんだおまえ」

「いや、何って、蛇じや口ぐち壊こわれてたから直してたんですけど」

　その言葉を聞いたレオの表情が、徐々に強こわ張ばっていく。

　レオはビール瓶をテーブルに投げつける勢いで置き、ルチアを振ふり返った。

「リカルドは？」

　ルチアは外に通じる扉を指さす。

「あんたが来る十分くらい前に出てったよ」

「──くそっ！」

　レオは立ち上がると、ルチアの足を跨またいで玄げん関かんに向かった。

　ルチアも驚おどろいて立ち上がり、その背中に声を掛ける。

「なんだってんだよ！」

「あのバカあんな状態で放ほうっておいたら何するかわかんねえだろ！」

　レオは怒ど鳴なり返して、扉を開けて外に飛び出した。




　撃げき鉄てつを起こす音を後頭部で聞いた。

　ごりごりと押しつけられる銃じゆう口こうの感かん触しよくが不快で、アレックスはそれを表情に出す。

「何を遊んでいる。殺す気があるなら引き金を引け」

　一いつ瞬しゆん銃口が離はなれたかと思うと、後頭部に強い衝しよう撃げきを受けた。

　たぶん、銃で殴なぐられたのだ。

　アレックスはよろめいて、壁かべに手を突つく。手を後頭部にやると血でぬるりと濡れた。頭がくらくらして、まともに立っていられない。

　そこはウェストエンドの東の端はし、狭せまい部屋を幾いくつも抱かかえた安っぽいアパートメントやタウンハウスが立ち並ぶ界かい隈わいだ。表通りは賑にぎやかだが、一歩裏に入れば人通りも少なく、治安も悪い。

　アレックスは後頭部を押さえ、もう一方の手を壁に当てて身体を支えながら、背後を振り返った。

　そこにはリカルド・エストレージャ、つまりアリスタ・ファミリーのウェストエンドでの責任者が、一人で立っていた。

「不用心だな、こんなところに一人で」

「それはあんただろう。噂うわさの連れん邦ぽう検事が一人歩きは危険だぜ」

　リカルドはそう言って、銃をちらつかせながら皮肉げに笑う。

「今いま頃ごろはお偉えら方がたから呼び出されて大おお忙いそがしかと思ったが、随ずい分ぶん暇ひまそうに歩いていたな」

「買い物くらいはしないと食事も取れないからね」

「最後の食事はお預けだな」

　アレックスは煉れん瓦が壁へきにもたれ、薄うすく笑った。

「やっぱり殺しに来たのか」

「あんたが逮たい捕ほされたり政府に呼び戻もどされたりする前にな」

「ああ、君ならそう考えるだろうね。そう思っていた」

　アレックスはまだにやにやと笑っていた。コンタクトを取っていた頃ころは滅めつ多たに見なかった彼の笑い顔を見て、リカルドは薄うす気き味み悪わるそうにしていた。

「あんたそんな笑い上戸だったか？」

「そうだよ。君と会っている時に本ほん性しよう出すわけがないじゃないか。それより、その引き金を引く前にちょっと話をしよう。僕との最後の会話だ──ね？」

　胡う散さん臭くさそうにリカルドはアレックスを睨ねめ付ける。

　しかし、リカルドが見張っていた限りではアレックスに護衛がついていた様子もない。時間稼かせぎをしたところで、誰だれかが助けにくるわけでもないだろう。

　話せ、ということを示すために、リカルドは銃口を軽く振った。

「僕の生おい立ちはそれはもう複雑なものでね」

「おい、その話長いのか」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ、そんなに長くはないよ。そう──それでね、僕はこれまでの人生で、幾つかの教訓を得た。その時できることを確実にやっておくとか、用心するとか、そういう基本的なことなんだけど。案外やらないものだよね。面めん倒どうだったり、嫌になったりして」

「…………」

　リカルドは銃を持ち直した。何かおかしい。アレックスの言葉ではない。うなじの毛が逆立って、全身をぴりぴりとした緊きん張ちようが押し包む。引き金に力を入れる──やっぱり妙みようだ。

（…………やべえ、そうか）

　じっとりと掌てのひらに汗あせを搔かきながら、リカルドは悟さとる。

　それに気付いたのか、アレックスは笑えみを深めた。いつもの地味な役人風の態度はもうどこにもなかった。くすくすと笑いながら、殴られて乱れた髪を搔き上げて、彼は指さす──リカルドの銃を。

「それで、もし君に本当に撃うてるのなら、もうとっくに引き金を引いていると思うんだけど？」

　リカルドはそれでも口の端はしを吊つり上げて笑った。

「あんたも、デ・コスタの関係者だったのかよ」

　今や、リカルドは全力で引き金を引こうとしていた。

　だが、一向に指は動かず、撃鉄も下りない。

　それどころか、その場から動くことすら難しい。

（殺せない──身体からだを操あやつられている？　いや、心か？）

　リカルドの中に奇き妙みような感情があふれ出す。ここにいたい、とか、ここでこの目の前の男の役に立たなければならない、という義務感に近いもの。胸むなくそ悪くて、押し込めようとするのに、その感情は彼をその場に引き留め、引き金を引かせない。

「そう。僕はサルヴァトーレ・デスデーリ。デ・コスタの分家の男子だ。君は知らなかっただろうね。どれだけ尾び行こうして僕が一人だってことを確かく認にんして仕し掛かけてきても無意味だったんだよ。僕に反はん抗こうしようとしたこと──それが君の敗因だ」

　怒いかりと、焦しよう燥そうと、異常な多幸感が一いつ緒しよくたにやってきて、吐はきそうになる。全身が震ふるえ、銃を持つ腕うですら震えて、冷や汗を搔く。

「この……力は……」

「そう。僕には人の心を操る力がある。君もじきに僕のことが大好きになるよ。まあ、僕としては君に好かれてもあんまり嬉うれしくないけどね」

　はは、と陽気に笑う。

　その目が、鏡のような銀色に光った。

「いつまでも銃を突きつけられているのも不快だな。そろそろ下ろしてくれないかな」

　リカルドの腕から力が抜ぬけた。

　言われたまま銃を下ろす自分に気付いて、リカルドは目を剝むく。

「き……気色悪ぃ」

「今はまだね。そのうち慣れるから、少しの辛しん抱ぼうだよ。さあ、跪ひざまずいて」

　がくりとリカルドは膝ひざを折った。抗あらがおうと冷たい汗を垂らしながら顔を上げると、こちらを見下ろすアレックスと目が合った。

　……逆光で暗くなったアレックスの顔は、よく見えなかった。ただ、笑っているのはわかった。口の両端を吊り上げ、仮面劇の悪あく魔まみたいな不気味な顔で、笑っていた。

「君は僕に従う。いいね？」

　リカルドは、意思を振り絞しぼって呻うめくように言った。

「くそったれ……！」

　同時に、その上がらないはずの腕が上がり、銃口がアレックスを向いた。

「！」

　引き金に掛かかっていた指に、ほんの一いつ瞬しゆんだが力が戻る。

　銃じゆう声せいとともに放たれた弾だん丸がんは、アレックスの右みぎ肩かたを掠かすった。

　しかし、リカルドの手はそこで力を失い、銃を取り落とす。

　アレックスは右肩を押さえて不快げに眉まゆを寄せ、リカルドの顎あごを蹴けり上げた。
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「くそったれ！」

　ダリオは罵ののしり、弾だん倉そうに弾たまを装そう塡てんした。

　乗っていた車はルーフを下にして停とまり、そこから這はい出したダリオは、車の陰かげに隠かくれつつ、なんとか隙すきを見ては撃ち返していた。

　一緒に乗っていたエミリオはひっくり返った車の中に寝ね転ころがって、吞のん気きにダリオに声を掛けた。

「おまえだけでも逃にげたら？」

「何もできねえならせめて黙だまってろ！」

「精せい一いつ杯ぱいの建設的な提案だったんだけどね……」

　援えん護ご射しや撃げきをしようにも、足が動かない。打ち身程度で済んだのは不幸中の幸いだったが、こうしてルーフの裏側に張り付いていることくらいしかできないのだ。

　仕方がないので、サイドミラーを引っ剝ぺがし、ダリオの死角から近づく敵の姿を探している──今も、一人。

「六時の方向一人」

「くそっ！」

　ダリオがすぐに銃じゆう口こうを自分の背後に向け発はつ砲ぽうする。狙ねらいを付けている暇ひまもないはずなのに、銃じゆう弾だんは綺き麗れいに背後から迫せまっていた殺し屋の胸に吸い込まれた。

「お見事」

　エミリオは軽く口笛を吹ふく。

　こちらはエミリオとダリオの二人だけだ。運転手は額に穴を開けられて倒たおれているし、いつも護衛についていた《クモ》は先の襲しゆう撃げきで大おお怪け我がを負ってまだ現場復帰はできそうにない。

　検査のため病院に行く必要があったエミリオを、ダリオが仕事のついでに護衛していた。

　そこを、襲おそわれた。

　敵は二台の車に乗ってきた。一台目はダリオの落らく雷らいで吹き飛ばし、すでに見物人も遠くに逃げた。辺りのビルの住人たちは、窓を閉とざして怯おびえていることだろう。

　ところが二台目と競せり合ううちに衝しよう突とつし、こんなふうに車は腹を見せて転がる羽目になってしまった。

　おまけに敵は二台の車の中だけではなく付近のビルにも潜ひそんでいて、ライフルやサブマシンガンで遠えん慮りよなく銃弾を降らせてこようとする。屋内ではダリオの落雷も届かない。

　幸い車の転がった場所が路地裏に半ば入り込んだところだったから、敵もこうして近づいてこなければ決定的な一いち撃げきは与あたえられずにいる。そうでなければ危ないところだった。ライフルの弾に車の防ぼう弾だん性能が勝まさるかどうかのテストはしていない。

「だいたいてめえは──」

「十一時に一人──おや」

　ダリオはすぐに前を向いた。

　だが、黒っぽい人ひと影かげは十一時の方向から十時の方向に動いて、建物の陰に入ってしまった。

「まずいな」

　エミリオが、頭上を見て呟つぶやいた。

　ダリオは何のことかと同じように見上げて、理解した。

　人影が逃げ込んだビルの壁へき面めんには、こちらを見下ろす窓がある。

　あそこから狙われたらおしまいだ。

　ダリオはエミリオの腕を摑つかんで怒ど鳴なった。

「移動するぞ！　ここじゃ的だ！」

「嫌いやな予感がする」

「だからあいつがっ」

「そうじゃない」

　エミリオは、何かを見定めるように周囲を見回した。

「狙いは我々だけではないかもね」

　襲撃してきたのは勿もち論ろんアリスタの連中だ。エミリオとダリオの他ほかにも有力な幹部はいるが、今は自分たちの心配が先だ。

　だが、エミリオの次の言葉で、ダリオは事態を悟さとった。

「ロザベラが危ない」

　ロザベラはデ・コスタの女で、デ・コスタの異能を継つぐ子を産める。

　リカルドはそれを知っているはずだし、確かに狙ってきてもおかしくはない。

「急ぐぞ、エミリオ！」

「ダメだ。私を連れていては間に合わない。おまえだけ行きなさい」

「そんなこと言ってる場合じゃ──」

「じきに警察が来ればやつらも逃げる。それまでの辛抱だ。それに私も銃じゆうの撃うち方を知らないわけじゃない。ロザベラが死んでもいいのか？」

「…………っ！」

　ダリオはかんしゃくを起こす寸前の子どものような顔をしていた。泣き出しそうな、わめきだしそうな。

　けれど結局どちらもせず、エミリオの脇わきの下に腕を入れて、彼を車から引きずり出した。

「ダリオ！」

「てめえが走れば問題ねえだろ、いいから立って走れ！」
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　ダリオはそう言いながらも、エミリオの身体を背負って駆かけ出そうとする。

　エミリオは呆あきれて、その背中で呟いた。

「走れって言っておいて、何背負っているんだい……」

「うるせっ、だま──」

　その時、頭上で窓が小さな音を立てるのを聞き取ったダリオは、エミリオを背負ったまま銃を真上に向け、ほとんど見ずに引き金を引いた。開けた窓に弾が当たり、狙そ撃げき手は一いつ旦たん頭を引っ込める。

　そこへ、さらに弾をばらまく。

　だが、しばらくすると窓から大きな木材が姿を見せた。どうやらベッドか何からしい──そして、そのベッドが、頭上から降ってきた。

　ダリオはエミリオを背負って慌あわてて後方へ逃げ、ベッドは彼の鼻先で車を潰つぶしながら落ちた。

　その、ベッドの上に、人がいた。

　浅黒い肌はだ、黒い目のメルキスの男、リカルドが、大口径のリボルバーを構えて片かた膝ひざを突ついていた。

「てめ……っ」

　雷いかずちは間に合わない。ダリオは咄とつ嗟さに銃を向ける。

　そして──
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「ロザベラはどこだ!?」

　ノアは屋や敷しきに戻もどるなり、パレデスにそう詰つめ寄った。

　書しよ斎さいで電話をしていたパレデスは、相手に断ってから受話器を置いた。

「あんたに呼び出されて出たぞ。三十分ほど前のことだが……」

「呼んでいない」

　ノアは息を切らしていたが、すぐにきびすを返して部屋を出ようとした。パレデスがその腕うでを摑んで引き留める。

「待て、何があった？　話を聞く権利くらいはあるつもりだがな」

「デ・コスタの車が襲撃された」

　ノアは腕を振ふり払はらい、歩みを止めなかったが、パレデスが追いかけてくると歩きながらそう説明した。

「中に乗っていたのはおそらくエミリオとダリオだ。襲ったのはアリスタ、リカルドが率いていた。やつが背後にいるのなら、同時に攻せめてくるはずだ。ロザベラが危険だ」

「それだけでは意味がわからん。やつとはリカルドのことか？」

「あいつじゃない。アレックス・リー、連れん邦ぽう検事だ」

「……私にできることは？」

「ロザベラが呼び出されたのは？」

　パレデスは少し考えて答えた。

「『エコーズ』。ビーチサイドのホテルだ」

　アレックスは人の心を操あやつる。恐きよう怖ふや苦痛といった感情を薄うすれさせ、自分への好意を相手に植え付けることができる。ただしその力を完全に発揮するためには繰くり返し相手と接せつ触しよくすることが必要だ──以前、市長候補の息むす子こが誘ゆう拐かいされた件で、リカルドはアレックスを手伝っている。リカルドはアレックスと接触があったはずだ。

　リカルドはアレックスの力の影えい響きようを受けているとみていい。

　ならば、この襲撃自体がアレックスの意図である可能性がある。

　アリスタとデ・コスタに和平の可能性があると見たアレックスは、対立を決定的なものにすべく、リカルドを操ってエミリオとダリオを攻こう撃げきさせたのだ。

　だが、アレックスは次の手も用意してあるだろう。何しろ彼は失職寸前だ。ウェストエンドにはもう長くはいられないし、戻ってもこられない。

（確実にデ・コスタを潰したいのなら──ロザベラを狙えばいい）

　もっと早く、リカルドの襲撃前に気付いておくべきだった。

　ノアはおそらく、甘かったのだ。アレックスがそこまでするとは思っていなかった。母のことで苦しんだ彼がデ・コスタの女を巻き込むとは、信じたくなかったのだ。

　ロザベラがいなければ、デ・コスタの異能の血筋は絶える。

（アレックス……！）

　ノアは屋敷の外に出て、車寄せに停とめていた黒くろ塗ぬりのセダンに乗り込んだ。
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　エコーズは、ビーチを見下ろす丘おかの上にあるプチホテルだ。

（…………？）

　ラウンジに入ったロージーは、違い和わ感かんを覚えた。エコーズは小さいが人気の宿だ。部屋は全室オーシャンビューで、オンシーズンとなれば、観光客で連日満室のはずなのだ。

　その割に、人がほとんどいない。

　一いつ瞬しゆん足を竦すくませる。

　電話で呼び出されたとはいえ、ロージー自身は電話に出ていない。パレデスの屋敷の人間が出て、ノアからの言葉を伝えてくれたのだ。伝言を受け取って、特に疑いもなく来てしまったけれど、不用心だったのではないかという気がしてきた。

　でも、もう遅おそかった。

　きびすを返そうとしたロージーの両りよう肩かたに、背後からぽんと手が置かれた。

「やあ、よく来てくれたね」

　穏おだやかな声だった。ノアの声ではない。

　ぎこちなく振り返ると、そこには中なか折おれ帽ぼうと夏用のグレーのスーツを着た男が立っていた。

　アレックス・リー。

　サルヴァトーレ・デスデーリ、その人だった。

　いつもより爽さわやかな装いに見えるのは、観光客に交じるためだろうか。

　心なしか表情もリラックスしていて、休きゆう暇かを楽しむ市民のようにも見えた。

「さあ、まずはそこに掛かけて。何か飲むかい？」

　言葉を失うロージーの肩かたを抱だき、アレックスは半ば強ごう引いんにソファに彼女を座らせる。柔やわらかなクッションに身体からだが埋うまってしまってから、ロージーは慌てて身体を起こした。

「帰ります」

「ここはね、私の行きつけの、特別なホテルなんだ」

　アレックスはやってきた給仕係に紅茶を二つ頼たのんでからそう言った。

「この意味、君ならわかるかな？」

　行きつけ──アレックスには異能がある。繰り返し接触した相手に自分への好意を抱かせてしまう。

　特別──おそらく、アレックスはここにいるホテルの従業員すべてに異能を使って自分の味方にしている。ホテルに客の姿が見えないのも、予約をキャンセルさせたのだろう。

　ロージーが泣いて叫さけんでも助けは来ない。

「……私を……どうしたいんですか」

「とりあえずは話を」

　程ほどなくして紅茶のポットとカップが二セット運ばれてきて、彼らの間に置かれた。

　アレックスは自分でポットからカップに注ついで紅茶を口にしたけれど、ロージーは背筋を伸のばしたまま彼の言葉を待った。

「……以前君に提案したことを、もう一度、考えて欲しくてね。デ・コスタから離はなれて、政府の保護下に入るという話だ。覚えているかな？」

　初めて彼と言葉を交かわした時、確かに映画館でそんな提案をされた。

　その時ロージーは彼の提案を断った。デ・コスタの力は警察にも及およんでいて、信用できなかったのだ。

　今のデ・コスタなら、警察の力を借りれば逃にげられるかもしれない。

　でも、ロージーの答えは変わらなかった。

「覚えています。でも、保護していただくつもりはありません」

「理由を訊きいても？」

「私にはもうその資格はないと思います」

「君には資格があると思うよ？　か弱い、十五歳の少女じゃないか」

　そういえば、秋には十六になる。ロージーは頭かぶりを振った。

「私は、幾いくつも罪を犯おかしました。他人を欺あざむき、騙だまし、陥おとしいれました。それを楽しみすらしたんです。これからも、他人の目を気にして怯おびえているよりも、他人を傷つけてでも勝ち取る生き方を、したいんです。そんな人間が、保護に値あたいすると思いますか？」

「……以前犯した罪については取引できるけど、確かに今後も罪を犯すと公言する人間を保護はできないかな。でもね、君は本来的には穏やかに暮らせる人間なんじゃないかな。君が罪を犯したのも、これからもそういう生き方をしようとしているのも、必要に迫せまられてのことだ。デ・コスタという異常な世界で、自分を守るために必死だったんだよ。君が穏やかに暮らせないのは、他人を傷つけずに自分を守れないのは、君がデ・コスタに居続けようとするからだ。ウェストエンドを離れ、法に守られるようになれば、君がそんな生き方をする必要もなくなる。それが君にとって一番なんじゃないかな」

　ロージーは、言われた通りのことを想像してみた。

　ウェストエンドを離れて、争いとも犯罪とも無関係に暮らすのは幸せな未来に思えた。もしデ・コスタが今の状態から勢力を盛り返すことがなければ、それは現実にできるかもしれない。ロージーを追う者はいなくなるかもしれない。

（ううん、たとえデ・コスタが滅ほろびたって、私が《力》ある子を産めるのは変わりない。政府は本当に私を守ってくれる？　守られる生き方に、今の私は満足できる？）

「……必要に迫られただけじゃない」

　ロージーの呟つぶやきに、アレックスは眉まゆを上げた。

　半ば独り言のように、自分自身に、ロージーは言った。

「私がこんな生き方をしているのは、他ほかにどうしようもないからだけじゃない。罪を犯したいわけじゃないけれど、この生き方がいい。だって、私はウェストエンドに来て、人生で初めて、生きてるって思えるようになったの。顔を上げることができるようになったんだもの」

「……やったことはいつか返ってくるよ」

　ロージーは目を上げた。意思の光が煌きらめく、強い眼まな差ざしだった。

「わかっています。どんな目に遭あってもいい。それに、あなたの言う通りにするなら、デ・コスタの情報を提供する必要があるでしょう？　あなたはその情報を元にデ・コスタを潰つぶす。たくさんの血を流して。争いを拡大させるようなあなたのやり方は受け入れられない」

　アレックスは話の内容を精査するように目を伏ふせ、顔を手で覆おおった。

「……君は、デ・コスタがどんな一族なのか、わかっていない。彼らが今までしてきたことを、自分たちの身内で食くらい合ってきたことを。どれだけの血が流れてきたのか。それを知ったら、彼らの存在を許しておくことはできないはずだ」

「あなたが、どんな目に遭ったのかは知りません。でも、私は……」

「そうだね、話したところで君に理解できるとは思えない」

　アレックスは顔を上げ、ロージーを見た。

　かつてロージーが見たことがない目をしていた。ロージーが知るアレックスは地味で、目立たない雰ふん囲い気きの男性だった。些さ細さいなことでも見み逃のがさない鋭するどさはあったものの、こんな、暗い目は知らない。

　デ・コスタへの憎ぞう悪おが伝わってくる、沼ぬまのような目だった。

「僕の両親がどうなったのかとか、あの三兄弟の父親がどれだけ残ざん酷こくで卑ひ劣れつな人間なのかとか。幾らでも君を泣かせて怯えさせる話はできると思うよ。本当に恐おそろしい話ばかりだ。だが、君はきっと理解しようとはしないだろう──君が出会ったのは僕が知る先代当主ではなくノアだったからね」

　その目が、歪ゆがむ。笑ったのかもしれないけれど、そう判断するには悪意がありすぎた。

「ノアは優やさしかっただろう？　彼はデ・コスタで育ったが結局あそこに馴な染じめなかった。僕の前からも去った。君がデ・コスタとしての生き方を捨てないのなら、君の前からも去るだろう」

　彼はロージーを傷つけようとしている──それはすぐにわかった。でも、ロージーは動けなかった。彼の憎悪や悪意から目を逸そらすことができなかった。

　彼が言ったことは、正しいんじゃないかと思えたから。

「君の生き方はノアが嫌きらうデ・コスタの生き方そのものだ。他人を傷つけてでも自らの欲ほつするものを求める」

「あなた……だって、そうでしょう」

　ロージーは掠かすれる声を振ふり絞しぼる。

「あなただって、デ・コスタを潰すためにたくさんの血を流している」

「そうだね。君と僕は似ているところがある。君はデ・コスタに道具として生かされ、僕はデ・コスタに道具として切り捨てられた。その結果、同じような生き方に落ち着いた。なら、末路も同じかもね？」

　奥歯を嚙かみ締しめ、ロージーは彼の言葉を心の中で確かめる。

　彼は自分がろくでもない生き方をしてきたこと、ろくでもない死に方をするだろうことを理解している。ロージー自身と同じように。

　怖こわい、と思う。

　哀あわれだ、とも思う。

（もう、彼は戻もどれないんだ）

　ロージーが踏ふみ出した道の先にいるのが、アレックスだ。

　ロージーは一度目を閉じ、開く。

（そして、私も、もう戻らない）

　恐きよう怖ふはあった。

　臆おく病びようなロージーに十五年間つき纏まとってきた恐怖。そのためにロージーは人と話すことも、目を合わせることも、ずっと苦手にしてきた。

　他人が怖くて、世界が怖かったから。

　ウェストエンドに来て、他人が怖いばかりの対象ではないと知った。

　世界の広さを、面おも白しろい、と思えるようになった。

　恐怖はなくなってはいない。今でも新しい人に会うのは緊きん張ちようするし、ことあるごとにまごついてしまう。

　自分が罪を犯すのも、死を間近に感じながら生きるのも、怖い。

　でも、それは当たり前のことだ。その感覚がなくなったら、ロージーはきっと他人の痛みも恐怖も顧かえりみない、本当に冷れい酷こくな人間になってしまう。

　だからロージーは、こみ上げてくる恐怖を、受け入れることにした。

「あなたの申し出をお断りします」

　恐怖を、弱さを抱かかえて、それでも前に進むのだ。

　それが、ロージーがここで得た『勇気』だったから。

　アレックスは眉を下げ、悲しそうな顔をした。

「なら、僕としては君に消えてもらうしかない。君がいる限り、デ・コスタは続く。今の君は、ただの哀れな少女じゃない。デ・コスタの女だ」

　そう言って、上着の下からショルダーホルスターに入れていた銃じゆうを取り出す。

　ロージーは咄とつ嗟さに手にしたティーポットを彼に投げつけた。

　アレックスがポットを銃で叩たたき落とす間に、ソファを回り込んでその場から逃にげようとする。

　でも、目の前に先さき程ほどの給仕係が立ちはだかった。

　手には、厨ちゆう房ぼうで使うようなナイフがある。

「……っ」

　逃げ道を求めて振り返れば、アレックスが銃をこちらに突つきつけて立っていた。

「終わりだよ」

　そう言って、彼は薄うすく笑った。

　その笑えみは美しく、作り物めいて見えたけれど、笑みの中にある陰かげりはどこかノアを思い出させて、ロージーの胸は締め付けられた。




（ノア……！）




　もう、二度と、ノアに会えない。

　そのことが、死ぬこと自体よりも、ロージーの胸を突いた。

　けれど、唐とう突とつにアレックスの表情が変わった。

　はっとして、何かに気を取られたように見える。

　それから、一度は笑みが消えたその口元がもう一度、笑う。

　今度は、心から、楽しそうに。

　ロージーは、呻うめき声を耳にして、背後を振り返った。

　ナイフを振りかざしていたはずの男が、その場に膝ひざを突いていた。

　彼が倒たおれた向こう側に、銃を持った青年が一人。

　二度と会えない、会いたいと思った、その人が。

　信じられなくて、ロージーは呆ぼう然ぜんとその名前を呟いた。




「……ノア？」




　ノアはロージーの腕うでを引き、すぐに自分の背後に庇かばった。

「アレックス……！」

　ロージーが瞬まばたきする間に、ノアとアレックスは、銃じゆう口こうを互たがいに向けていた。
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「少し、話しすぎたかな」

　アレックスは飄ひよう々ひようとそう言う。

　ノアは歯を食いしばり、彼を睨にらみつけた。

「そこまで……堕おちたか」

「堕ちた？　目的を放ほうり出した君に言われたくないな」

「銃を捨てろ！　俺に撃うたせるな！」

「そうはいかない」

　アレックスがちらりとノアの背後に目配せをしたように見えた。ノアもそれに気付いて振り返り、咄嗟にロージーを自分の方へ引き寄せる。

　寸前までロージーがいた場所に、ぬるりとした液体がばらまかれた。

「油……!?」

　噎むせ返るようなこの臭においは、ガソリンだろう。

　潜ひそんでいた別の従業員が、ロージーにガソリンを浴びせかけようとしたのだ。

　足あし下もとに流れてくるガソリンを避さけようと、ロージーは後あと退ずさる。ノアもそれまでより強く彼女を抱だき寄せた。

「ガソリンは常温で気化する。空気と混じって一定の濃のう度どに達すれば火花でも引火するんだ。これでもう《力》は使えない。銃を撃つことすら、危険なんだ。わかったかな？」

　アレックスは笑みを浮うかべてそう言うと、銃をホルスターに収めた。

　ノアとロージーの周りを、従業員たちが取り巻いている。

　彼らの手には、ナイフや包丁、火搔かき棒などがある。

　ノアは動けない。彼に一いつ般ぱん人を殺せるとも思えないから、できるだけ傷つけずに無力化しようとするだろう。でも、それは難しいことだし、銃を使わなくても、ナイフとナイフがぶつかり合うだけでも火花は散るかもしれない。ガソリンで足下は滑すべるし、ロージーを庇いながら戦うことになる。

　おまけに、人数が多い。

　ホテルの全従業員が、アレックスの異能の影えい響きよう下にあるらしく、何十人もの人々が十と重え二は十た重えにロージーとノアを取り巻いていた。

「じゃあね」

　アレックスはひらひらと手を振って、ホテルを出て行こうとする。

　扉とびらに手を掛かけた、その時。

　ノアが、彼に声をかける。

「アレックス」

　アレックスは、苦く笑しようを浮かべてノアを振り返る。

「なんだい、君も大たい概がいしつこい──」

「らあっ！」

　突とつ然ぜん、かけ声とともに扉が開いて、外から人ひと影かげが飛び込んで来た。

　赤みがかったブロンドがまず見えた。上等なスーツは、ところどころ血が滲にじんで破れている。

　ノアに呼ばれて振ふり返っていたアレックスは咄嗟に反応できず、青年にのし掛かられて床ゆかに転がった。

　ロージーは青年の登場に目を丸くしていた。

「ダリオ……!?」

　どうやってここの場所を知ったのか、まさかノアと組んだのか──ホテルの入り口から入ってきてアレックスを押し倒したのは、デ・コスタ家三男、ダリオだった。
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　銃口が互いを向いていた。

　ダリオの銃じゆうと、リカルドの銃。

　ビルの二階からベッドと一いつ緒しよに落ちてきたリカルドは、ダリオに正確に銃を突きつけていた。ダリオもそれに反応していたが、背負っていたエミリオを下ろそうとした分、少し遅おくれる。

　銃声が響ひびき渡わたる。

　けれど、火を噴ふいたのはリカルドの銃ではなかった。

　リカルドは弾だん丸がんを腿ももに受けた衝しよう撃げきで後方に転がり、ベッドの上から落ちる。

　ダリオは引き金を引いていない。

　驚おどろいて、自分がまだ肩かたを貸している兄を見た。

　エミリオの手には銃が握にぎられていた。彼が撃ったのだ。

　エミリオはダリオの視線に気付いて笑みを見せた。

「私だって銃の撃ち方は知ってるよ。そう言っただろう？」

「……ち……近くで撃つんじゃねーよ、耳が痛え！」

　ダリオは悔くやし紛まぎれにそう怒ど鳴なった。

「とにかくクソ野や郎ろうの相手だ！」

　ダリオはエミリオを座らせると、銃を構えてベッドの向こう側へ回り込んだ。リカルドは腿を撃たれた衝撃で意識がはっきりしていないらしいが、それでもダリオが近づくと反射的に落とした銃に手を伸のばす。

　ダリオはその銃を蹴けり飛ばし、彼の額に狙ねらいを定めた。

「さあ、部下を下がらせろ。てめえはここまでだ」

「ダリオ、いいから殺しなさい」

　エミリオが冷れい徹てつにそう言ったが、ダリオは聞こうとはしなかった。

「ダリオ」

「黙だまってろ、エミリオ。ボスは俺だろ」

「……ちっ、何が……」

　頭を押さえ、リカルドは呻く。倒れた時に脳震しん盪とうでも起こしたのか、それとも怪け我がによるショック状態なのか、様子がおかしい。

「……おい、落ち着けよ。部下を下がらせるんだ。命令しろ」

「くそ、なんだってんだ、この……っ」

　ダリオの言葉なんて聞こえないかのように、ぶつぶつと一人で呟つぶやいている。

　違い和わ感かんを覚えたダリオの耳に、車のブレーキ音が聞こえた──すぐ後ろで。

「！　しまった！」

　ダリオが振り向いた時には、路地を塞ふさぐように車が横付けされており、その荷台から飛び下りたメルキス系の男が、銃口をエミリオに突つきつけていた。

「リカルド！　無事か！」

　エミリオに銃を突きつけたまま、その男はそう怒鳴る。ダリオは彼の顔に見覚えがあった。確か、リカルドの側近の一人で、名前はレオだ。

　レオは倒れたリカルドを見つけると、彼に向かって怒鳴った。

「このクソ野郎！　何寝ねてんださっさと起きろ！　この始末どうつけるつもりだ、こんだけの兵力磨すり潰つぶしやがって！　本国にどう報告するんだよ！」

「う……」

　さらに頭が痛むのか、リカルドは頭を押さえて蹲うずくまる。エミリオがその様子を見て、何かに気付いたようだった。

「もしかして、彼はアレックス・リーと複数回接せつ触しよくしたのかな？」

「なんだと？」

　レオに聞き返されて、エミリオはリカルドを指さす。

「君のボスのことだ。アレックス・リーのことなら、私も少しは知っている。彼は我々の一族の人間である可能性が高い」

　その言葉で、レオもすぐに気付いた。

「異能か……！」

「そう。精神に働きかける、ね」

　ダリオには何がなんだかわからなかった。エミリオのいつものはったりなのかとも思ったが、それにしてはリカルドの様子がおかしい。アレックス・リーが一族の人間だとかいうのも初耳で、とりあえずのけ者にされていた自分は怒おこるべきなのではないかとも思う。

　ふて腐くされかけたダリオに、エミリオが言った。

「まあ、それはそれとして、いいから引き金を引きなさい、ダリオ」

「!?　てめえ、今自分がどういう状じよう況きようかわかって……」

　ダリオは驚いたが、それはレオも同じだった。銃の存在をいっそう強く印象づけるためか、銃じゆう口こうをエミリオの後頭部に押しつける。

「忘れてねえだろうな、これのこと」

「勿もち論ろん。だが、うちは私が死んでもダリオがいるからね。君のところのボスと引き換かえなら、悪くない」

「……リカルド、いい加減起きろ」

　苛いら立だちを含ふくんだ声で、レオはボスにそう言う。

　リカルドが何か呻うめいた。

「リカルド！」

　もう一度、強く、レオは怒鳴った。




「てめえはウェストエンドの王になるんだろうが！」




　王──

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、リカルドが腕うでを持ち上げた。

　ダリオの突きつける銃じゆう身しんを、リボルバーの回転部分ごと摑つかむ。

　これでは引き金を引けない。

「！」

　ダリオは咄とつ嗟さにその銃を捨て、もう一丁の銃を抜ぬく。同時にリカルドも銃を持ち替かえダリオに突きつける。

　今度こそ、同時に、相手に銃口が向けられた。

　だが、どちらも、まだ撃うたなかった。

「撃たないのか、三男坊ぼう」

　リカルドが、銃を突きつけたままそう嘯うそぶく。先さき程ほどまでの意識の朦もう朧ろうとしたところはもう見られない。ダリオも狙いを外さずに言った。

「……撃たねえよ。てめえが銃を下ろせばな」

「何な故ぜだ」

「てめえを殺せば全面戦争だ」

　ダリオの言葉を聞いて、リカルドは嘲あざ笑わらった。

「戦争が怖こわいのか、ぼうや。ロザベラと同じか」

「ロザベラは本気だった」

　ダリオは、あの桟さん橋ばしでのロザベラとのやりとりを思い返しながら言った。

「本気で、俺たちを和解させようとしていた。あいつは怖いから戦争を止やめろって言ってたんじゃねえ。怖いのを我が慢まんして、俺たちを呼び出して話したんだ。あいつの覚かく悟ごを、てめえだって見ただろ！」

　あの時本当はロザベラが震ふるえていたことも、怖がっていたことも、ダリオにはわかっていた。それを堪こらえて、ロザベラは悪女を貫つらぬいて、ダリオとリカルドを説得しようとしたのだ。

　ロザベラは確かにダリオの味方ではなくなってしまった──だが、彼女の覚悟は、相変わらず彼を引きつけた。いや、よりいっそう、彼女の輝かがやきは強くなった。

　リカルドは、ダリオの考えを探さぐるように言った。

「…………じゃああんたは、俺たちにこの街を譲ゆずってくれるってのか？　王の地位を譲れるっていうのか？」

「そうじゃねえ。だが、どっちかが死ぬまで続ければどっちも死ぬんだ。少なくとも、今はその時じゃねえ。俺たちには、共通の敵がいる。今俺たちが争えば、あいつに逃にげられるぞ」

　リカルドがぎりと奥歯を嚙かみ締しめた。

　ダリオも今ここで引き金を引きたい気持ちはある。すべてにケリをつけたいとも思う。

　以前の自分なら、そうしていたと思う。

　この後のことなどどうでもよくて、ただ上に立ちたくて。

　だが、ロザベラがあそこまでの覚悟を見せたのに、もう考え無しの自分ではいられなかった。

　ダリオには、和解をひたすら求めるロザベラのやり方が正しいとは思えない──かといって、古株の幹部すらごみのように利用して殺すエミリオのやり方もまた間ま違ちがっているように思える。

　結局のところ、ダリオも独り立ちの時期に来ているのだ。

　デ・コスタのボスとして、ダリオは選ばなければならなかった。

　家族を──デフ・アコミスリターを守るため、自分自身で。

「ダリオ」

　咎とがめるようなエミリオの言葉にも、ダリオは振ふり返らずに言った。

「あんたみたいなうまいやり方じゃなくて悪いな、エミリオ。だが、俺が決める」

　ダリオは、ゆっくりとした動作で銃口をリカルドから外し、リカルドにもわかるように撃げき鉄てつを元の位置に戻もどす。

「アリスタ・ファミリーに正式に停戦を申し入れる」

　それが、ダリオの答えだった。

「…………」

　リカルドはしばらく厳しい眼まな差ざしでダリオを睨にらみつけていたが、やがて銃じゆうを下ろした。

「停戦に合意する。ただし今後については当面の騒そう動どうが片付いてからあらためて決める」

　リカルドから銃を返され、ダリオは二丁ともホルスターに収めた。

　リカルドは自分の銃を拾ってから、レオに命じた。

「銃を下ろせ」

「俺たちを置いて突つっ込むからこういうことになるんだ」

「うる……」

　血を失い過ぎたのか、リカルドが立ち上がろうとして膝ひざを突いた。レオがぶつくさ言いながらも駆かけ寄る。

　彼らに、エミリオは言った。

「ところで、ちょっと確かく認にんしたいんだが。君らはもしかして、アレックス・リーかロザベラの居場所に心当たりがあったりしないかな？」

「ロザベラ？」

　リカルドの顔に訝いぶかしげな表情が浮うかぶ。

　その時になって、ダリオの頭にエミリオの警告が蘇よみがえった。

　ロザベラが危ない、と彼は言ったのだ。

　それは、リカルドに狙ねらわれているという意味だと思っていたのだが──

「てめえらが誘ゆう拐かいでもしたんじゃ──」

　言いかけて、ダリオも気付いた。

　リカルドは、よくわからないがアレックス・リーの《力》の影えい響きようを受けていた。つまり裏にいたのはアレックスだ。

　ならば、ロザベラを狙うのも。

　ダリオはリカルドの胸むなぐらを摑んで叫さけんだ。

「どこだ！　ロザベラはどこにいる！」

　頭の中に、強い眼差しで怯おびえを隠かくす少女の姿があった。
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《エコーズ》のラウンジに、明るい声が響ひびき渡わたった。

「来たぜ、ロザベラ！」

　アレックスに躍おどりかかったダリオは、わざわざロージーの方を向いてそう応こたえ──直後、隙すきを突かれて突き飛ばされた。

　アレックスは距きよ離りを取って、自分が突き飛ばしたダリオを睨みつける。

「何故君がここにいる？　ノアと組んだのか？」

「何気持ち悪いこと言ってんだ、んなわけねえだろ！　とにかくこれでてめえも──」

「ダリオ、銃はダメ！　《力》も使わないで！」

　素す早ばやく立ち上がったダリオが懐ふところから銃を取り出そうとするのを見て、ロージーは叫んだ。

　ダリオは鼻を蠢うごめかせて、すぐにガソリンの臭においに気付いた。今やラウンジ中のあちこちにガソリンがばらまかれている。

「しょうがねえな……」

　呟つぶやくダリオの後ろから、さらに大勢の男たちがホテルに突とつ入にゆうしてきた。

　ダリオは彼らに言った。

「おまえら銃使うなよ！　爆ばく発はつするぞ！」

「てめえに命令される筋合いはねーよ」

　そう答えたのは、扉とびらから入ってきた浅黒い肌はだの男だ。

　メルキス系だ。

　ロージーは記き憶おくの糸を手た繰ぐって、彼の名前を呟いた。

「レオ……？」

　確か、リカルドの右みぎ腕うでのはずだ。

（どうして、ダリオと一いつ緒しよに？）

　レオは鋭えい利りな刃は物ものを思わせる目でアレックスを睨みつけた。

「よお、うちのボスの心弄もてあそんでくれたってなあ。あれでガキみてーに純真なところがあるんだから、あんまり虐いじめないでくれよ」

「ボスの報復か……よくここがわかったものだ」

　呟くアレックスの口元に笑えみが浮かぶ。

「あんたの動向はできる限り把は握あくしてたんだぜ。行きつけのホテルとか、な」

「運が良かっただけじゃねえか」

　ダリオが呆あきれ顔がおでそう言ったけれど、レオは彼の言葉を無視した。

「さあ、ここから逃げられると思うなよ、連れん邦ぽう検事殿どの？」

　扉の前には、アリスタとデ・コスタの男たちが立ちはだかり、角材を手にアレックスに向かって殴なぐりかかる。アレックスの危機と判断したのだろう、ホテル従業員たちはアレックスと彼らの間に割って入ろうとした。アレックスは裏手から逃げようというのか、ラウンジの奥へ駆けて行く。

　混乱が生じた。

　そして、その混乱を逃のがさず、ノアがアレックスに体当たりをした。

　二人はもみ合い、エレベーターホールの方へ転がる。

「ノア！」

　叫ぶロージーに、ノアは怒ど鳴なった。

「逃げろ！　全員連れて、早く逃げるんだ！　爆発物が仕し掛かけられている可能性もある！」

　爆発物──より確実にノアたちを殺すためだろう。

　ノアはエレベーターの蛇じや腹ばら式の扉に押しつけられる。ノアの身体からだを扉で挟はさもうと、アレックスは扉を開けてノアを突き飛ばすが、ノアはアレックスの腕うでを摑つかんで彼をエレベーターの箱の中に引きずり込んだ。

「逃にげろ！」

　ノアは、最後にそう叫んだ。直後、アレックスに押しのけられたノアの背中が、エレベーター内の壁かべにぶつかってボタンが押され、上じよう昇しようが始まる。

「ノア！」

　昇のぼっていくエレベーターを前に、ロージーにはどうすることもできない。階段を使って追いかけようかと考えたけれど、そんなことをしても自分が力になれるとは思えない。

（避ひ難なんを……）

　ロージーはすべきことをするために、原始的な殴り合いが繰くり広げられているラウンジを振り返って声を張り上げた。

「爆ばく弾だんがある！　ここから出て！」

　爆弾、の一言は、さすがに強力だった。

　アレックスに対して信しん頼らいを寄せ、強い好意を抱いだいていると思おぼしき集団を動かすのは並なみ大たい抵ていのことではなかっただろうが、爆弾と言われて動どう揺ようが走った。

　喧けん嘩か慣れした男たちが、畳たたみかけるように彼らに摑みかかった。

　一人、また一人と殴り倒たおされて、ホテルから摘つまみ出される。

　それにつれて、ロージーの不安も募つのった。

（ノア……！）

　やはりノアを捜さがそうかと思った時、ダリオに肩かたを摑まれた。

「ロザベラ！　おまえも逃げるんだ！」

「でも、まだノアがいるの！」

　ロージーが、そう言った時。

　銃じゆう声せいが一発、上階から聞こえた。

　咄とつ嗟さに階段を見上げたロージーの手を摑み、ダリオが言った。

「行くな」

　ダリオは厳しい眼まな差ざしをしていた。ドンとしての片へん鱗りんが見える、そんな顔だった。

「自分の意思でノアのところへ行ったら、おまえはもう俺の家族じゃねえ。家族じゃなくなっちまうんだ！」

　それは、半ば決けつ裂れつを覚かく悟ごした、警告だった。

　ロージーはダリオの手に自分の手を重ね、そっと離はなした。
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　エレベーターが上昇を始めた瞬しゆん間かん、二人同時に銃じゆうに手を伸のばした。

　エレベーターホールからガソリンが撒まかれた辺りはかなり距離がある。上階へ行けばなおさら引火の危険はない。

　銃が使える。

　もみ合ううちにノアは銃を落としていたから、二人が手を伸ばしたのはアレックスの銃だった。ショルダーホルスターに収められた一丁のオートマチック・ピストルが運命を分けるのだ。

　アレックスの方が僅わずかに先んじた。

　だが、動きにはぎこちなさが滲にじむ。もみ合ううちに、身体のどこかを痛めていたのかもしれない。

　ノアはその隙を突ついてアレックスの手を払はらい除のけ、強ごう引いんに銃を引き抜ぬき、それを額の真ん中に突きつけ──

　そこで、動きを止めた。

「何な故ぜ……こんなふうになってしまったんだ？」

　馬乗りになって、銃を突きつけ、それでも悲ひ愴そうな表情をしているのはノアの方だった。

「……ディーナだよ」

　アレックスはどこか達観したような表情を浮うかべて呟いた。

「心臓が弱っている。長くは保もたないだろう。デ・コスタより早く彼女が死ぬのは耐たえられなくてね。僕の我が儘ままさ。話したところで、君には理解できなかっただろう。彼女は安全な場所に預けてきた。君には二度と会わせない」

「……俺たちはどこで間ま違ちがえたんだろうな」

　ノアは、ただアレックスを止めたいだけだった。

　そのために、引き金を引く以外の方法を知らなかった。

　本当は引き金を引きたくはなかった。ダリオの時もそうだった。撃うとうとした瞬間、頭に浮かんだのはバカで憎にくらしいほどにまっすぐな弟の、何年も前の、幼い顔だった。他ほかの人間は殺せたのだから、結局情に引きずられて躊ちゆう躇ちよしてしまったことになる。

　今も、脳のう裏りに浮かんだのは、出会った頃ころの、学生時代のアレックスの顔だ。

　それでも、アレックスを止められるのは自分だけだというのはわかっていたから、引き金にかけた指に、力を込めた。

　その時、エレベーターがちんという澄すんだ音を立てて停とまった。

　停まる時、箱がノアの想像以上に大きく揺ゆれた。

　その瞬間、アレックスの膝ひざが上にのし掛かかるノアの腹を蹴けり上げた。

　銃じゆう口こうが額から逸それた瞬間、アレックスはノアの腕を摑み、その拍ひよう子しに引き金が引かれ──

　飛び出した弾だん丸がんはアレックスの胸に当たった。

「……っ！」

　アレックスが息を吞のむのが、ノアにもわかった。

　ノア自身も声が出せなかった。呼吸もできず、ただ息を詰つめてアレックスを見守った。

　弾丸は、心臓を外れていた。

　それでも、アレックスが咳せき込むと同時に口から鮮せん血けつが溢あふれる。

　肺に当たっている。

「アレックス……」

　血の臭においに眩暈めまいがするなんて久しぶりだ。

　いつまでも慣れることができなかったはずの血の臭いに、いつの間にか慣れていたから。

　血が流れていくのが恐おそろしくなって、ノアはアレックスの胸に手を当てようとした。

　だが、アレックスはその手を振ふり払って、身体を俯うつぶせにし、床ゆかに手を突いて立ち上がろうとした。血で滑すべるのか少し苦労してから、思いの外しっかりと二本の足で立ち上がる。

　壁に手を突きながら、彼は廊ろう下かに出て行った。

「アレックス」

　呼びかけても振り返ろうとはしない。

　ノアは立ち上がると、手にした銃をもう一度持ち上げ、彼の背中に狙ねらいを付けた。

　だが、結局、ノアが撃つ前に、アレックスは廊下を曲がって姿を消した。

　ノアは追わなかった。

　もう、助からないのはわかっていた。

　ノアは彼を追う代わりに座り込み、息を吐はき、蹲うずくまった。

　アレックスを止められた。戦争も止められるかもしれない──だが、何もかもどうでもよくなっていた。

　これはノアの個人的な戦いだった。

　デ・コスタの家に馴な染じめず、違い和わ感かんを覚え、反はん抗こうし続け、母だと思っていたマリアから真実を告げられ、自らの道を見いだしたと思った。だからデ・コスタと戦う道を選んだ。

（これから、また、デ・コスタと戦うのか？　今度は一人で？）

　デ・コスタは、滅ほろびていない。

　けれど、ノアはもう、疲つかれていた。ダリオと戦う理由が、自分の信じた道のためなのか、ただの嫉しつ妬となのかすら、わからなくなっていた。しかも、守ると誓ちかったロザベラは裏の世界に残り続けると決めていた。新しいデ・コスタを作るのだと。

　ロザベラなら、できるかもしれないと思う。今までのデ・コスタとは違ちがう家族を、組織を、作れるかもしれないと。あのダリオさえ変わった。ロザベラが、変えたのだ。

　そう、ダリオは変わりつつある。

　アリスタと手を結ぶなど、以前のダリオではとても考えられなかった。

　ダリオが変わり続けていくのなら、それはデ・コスタも変わるということだ。

（俺がすることは、もうないんじゃないのか？）

　それでも、彼らを滅ぼせというマリアの囁ささやきが、今も聞こえる。

　アレックスは死ぬが、エミリオもダリオも生きている。

　そして、ノア自身も。

（俺は……生きていていいのか？）

　わからない。視線の先には、自分の手。

　その手は、アレックスを撃った銃を握にぎっていた。

　弾たまはまだ残っている。

（俺が死ねばデ・コスタは一人減る）

　簡単な事実に気付いて、苦く笑しようが漏もれる。

　やつらを、おまえ自身を滅ぼせ、というマリアの声に背中を押されるまま、銃を持ち上げ、こめかみに、冷たい銃口を押し当てる。

　いや、その寸前で、柔やわらかい指が、彼の手を搦からめ捕とった。

「ノア」

　顔を上げると、ロザベラが目の前にいた。

　エレベーター内に飛び散った血と、ノアの様子を見てすべてを悟さとったのか、ロザベラは悲しそうな目でノアを見つめて、囁いた。

「もう、帰ろう」

　どこへ、とは訊きかなかった。

　デ・コスタを出た自分たちに帰る場所なんてない。

　それでも、許しを与あたえられたように思えて、ノアはその瞬しゆん間かん確かに救われた。

　その一瞬だけでいいと思えた。

　それだけで、これから先も、生きていける気がした。

「……ああ。急ごう」

　ノアは答えて、彼女の手を借りて立ち上がった。

　──怨えん嗟さの声は、止やんでいた。
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　室内は爽さわやかなミントグリーンと白でまとめられていた。

　その部屋に入ったのは偶ぐう然ぜんだと思っていたが、窓の外の景色を見て考えを改めた。

　以前にも、同じ景色を見た。

　あれは、もう七年前の、大火の後。彼は母を抱かかえて、安宿の一室に泊とまっていた。

　その安宿は後に別の業者の手に渡わたり、豪ごう華かなプチホテルに姿を変えた。

　それが、このエコーズだ。

　以来、彼はこの宿を定宿にして、たびたび訪おとずれた。宿の人間は入れ替かわったが、常に彼は《力》を彼らに働かせて、自分を裏切ることがないように注意を払はらっていた。

　彼が彷徨さまよい込んだのは、安宿だった頃に泊まったのと、同じ階、同じ向きにある部屋だった。

　咳き込み、よろめきながら、彼は窓辺に歩いていった。ミントグリーンのカーテンを摑つかんで身体からだを支えようとして、支えきれずに倒たおれた時、テーブルの上の燭しよく台だいが目に入った。

　まだ右みぎ肩かたは痛んだ。リカルドに撃たれた傷だった。弾は肩を掠かすめただけだったが、動きへの影えい響きようは避さけられなかった。ノアとの争いで銃じゆうを奪うばわれたのはこの傷のせいなのだから、何が命取りになるかわからない。

　痛む身体を庇かばいながら、引き出しのマッチで蠟ろう燭そくに火をつけた。

　明かりが欲しかったわけでも、温ぬくもりが欲しかったわけでもないが、漠ばく然ぜんと、ここを燃やさなければと思った。七年前と同じ景色だが、違う部屋。どこで間ま違ちがえたのかとノアは言っていたが、紛まぎれもなく、ここで、彼は間違えたのだと思っている。

　窓まど際ぎわのベッドに眠ねむる母と、それを見守る彼。

　逃にげられないようにと先代当主によって足を傷つけられた母は、彼がいなければ、あの大火で間違いなく死んでいた。母が監かん禁きんされていた建物にも、火の手は押し寄せていたから。

　母を助けなければ、と彼は思った。

　復ふく讐しゆうをしなければ、と。

　他に、彼には母のためにできることがわからなかった。怯おびえる母に《力》を使ったせいで、もはや母が本当は何を望んでいたのかすら聞き出せなくなっていた。

　ただその思いだけで、ここまで来て、そしてもう、引き返せなかった。

　リネンに蠟燭の火を押しつけてしばらく待つと、黒い炎ほのおが上がり始めて、ホッとした。耐たい火か性はあまり高くないようだ。

　酷ひどく疲れて、そのまま壁かべにもたれかかるように蹲った。

　炎の熱を感じながら目を閉じて、少し眠りたいなと思った時──

「アレックス？」

　ここで聞こえるはずがない声が聞こえてきた。

　目を開けて、苦労して身体を起こすと、もう一度声が聞こえた。

「どこにいるの？　ここは怖こわいわ、どこ？　アレックス？」

　部屋の入り口の方から聞こえた。彼は炎を避けて、声が聞こえた方へ近づいた。

　部屋に入ってすぐの廊下に、黒くろ髪かみをきちんと結ゆい上げた、外出着姿の母が、ディーナが座り込んでいた。

　ディーナは彼に気付くと、顔を上げた。煙けむりのせいか、ハンカチで口元を覆おおい、目を赤く腫はらしていた。

　立ちこめる煙のせいか、ディーナは彼の血が見えていないらしく、何度も咳せき込みながら言った。

「あなたを追ってきたの。最近様子がおかしかったから。そうしたら、一階は大変な騒さわぎになっているし、二階に上がったら、煙が出ていて……でも、ここにいるような気がしたの。ここは？　私、見覚えがある気がするわ……いえ、早く逃げなくちゃ。早く……炎が……」

　胸を押さえ、ぜいぜいと息を切らして、ディーナは立ち上がろうとする。しかし身体が思うように動かないらしく、壁にもたれてもがくだけだった。彼はディーナを支えようとして、できずに膝ひざを突ついた。

　せめて、ディーナの細い身体を抱だき締しめた。

「母様」

　また拒きよ絶ぜつされるのだと理解しながらも、彼の口からはその呟つぶやきが漏れる。

　しかしもはやそれだけの体力もないのか、ディーナはぐったりとして彼を拒こばまなかった。

「母……様、と言ったの？」

　か細い声で、不思議そうに、そう呟く。

「前にも、こんなことが……？」

　記き憶おくを手た繰ぐるような呟きだった。彼は、七年前ディーナをデ・コスタの監禁場所から助け出した時のことを思い出していた。あの時も、彼は最初に彼女を抱き締め、母様と呼びかけた。そして混乱した彼女に拒まれて──

　──ディーナは、彼の頰ほおに手を当てた。

　両手で顔を優やさしく包まれて、視線が合う。

　ディーナは、何かを必死で思い出そうとするような、苦しそうな目をしていた。

「アレックス？　あなた、前にも、私のこと助けてくれた？」

　母様、ともう一度呼びかけたかったが、アレックスももうほとんど声が出ず、ただ血の塊かたまりが漏れただけだった。

「あなたは誰だれなの、アレックス。私は……私には、息むす子こは……私の息子……？」

　彼は、もういい、思い出さなくていい、ここから離はなれてくれと念じていたが、ディーナは彼を抱だいて留とどまり続けた。

「息子……？」

　何かに気付いたような響ひびきが、彼女の声に混じる。

　それと同時に、彼の意識も急速に薄うすれていく。

「……サルヴァトーレ……？」

　囁きと同時に彼の頰に他人の涙なみだが落ちた。

　最後に感じたその温もりが、とても幸せなものに思えた。
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　ロージーたちがプチホテルから出た時、一階には他ほかに残っている人間はいなかった。

　近くのビーチは避ひ難なんしてきた人々と見物人でごった返していた。

　そこで、ノアを見つけたダリオは彼を殴なぐりつけ、銃じゆう口こうを突きつけた。

「ダリオ！」

　ロージーは驚おどろいて叫さけんでしまうが、ノアは予想していたらしく、眉まゆ一つ動かさなかった。

「これからも俺とデ・コスタを狙ねらう気か？」

　ダリオは唾つばを吐はき捨て、そう言った。

　ノアはデ・コスタを裏切っていた。

　ロージーがそれを許すことができたのは、彼を愛していたから、どうしても憎にくみきれなかったからだ。

　でも、ダリオは元々ノアと不仲だった。

　裏切られて、黙だまっていられるとは思えない。

「ダリオ！」

　ロージーはダリオの腕うでを摑んでノアから引き離そうとした。

　けれど、ノアが手を上げてそれを制した。

「……俺はいつまで経たってもガキみてえなおまえが嫌きらいだった。粋いきがって、力に溺おぼれて。俺にはおまえが理解できなかった」

「質問に答えろ！　俺とデ・コスタを狙う気か！」

「おまえが、いつまでもあのまま変わらなければよかった」

「何言ってんだかわかんねえよ！」

　ダリオが撃げき鉄てつを起こす音が響いた。

　ロージーは息を吞のみ、彼らの間に入ろうとして、思い直してその場に留まった。

　ダリオは怒いかりで顔を赤くして、ノアに銃を突きつけている。いつ爆ばく発はつするかわからない。

　けれど、まだ、引き金を引いていない。

　我が慢まんしているのだ。ノアの答えを聞くために。

「ダリオ……」

　今までのダリオなら、対話なんてそっちのけで、銃を撃うっていただろう。《力》を使って、思い通りにしていただろう。

　でも、ロージーの目の前で、ダリオは苛いら立だちを飲み込んでノアの言葉を待っている。

　殺し合うのはもうやめて欲しいというロージーの願いが届いたのかどうか、それはわからない。

　でも、少なくとも、引き金を引く前に相手を見み極きわめようとしているのだ。

　ノアはぽつりと言った。

「……おまえは変わったよ」

　ダリオは勢いを削そがれたような顔をした。

「なんだと？」

「だから、俺は二度とおまえと顔を合わせる気はない。これが最後だ」

　ノアは顔を上げ、ダリオを正面から見つめた。

「デ・コスタは、おまえのものだ」

「……てめえに言われることじゃねえよ」

　ダリオは不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめつつも、結局、銃じゆうを下ろした。

「俺はこれから先もてめえを許さねえ。てめえは薄うす汚ぎたねえ裏切り者だ。今殺さねーのは、てめえが……あん時引き金を引かなかったからだ」

　アリスタの襲しゆう撃げきを受けて、ロージーがノアに庇かばわれた時のことだろう。あの時、確かにノアはチャンスがあったのに引き金を引かず、《力》も使わなかった。

　その借りを返したいのだろう。

　だから、せめて、ノアの答えを待って、彼の考えを知ろうとしている。

　それからダリオは一いつ瞬しゆんだけちらりとロージーと目を合わせ、すぐに視線をノアに戻もどした。一瞬だったけれど、ロージーは、彼の灰色の目の奥に、少年の顔を見た気がした。これまでに何度も見てきた、不安定さを感じさせる、幼い表情。

　その表情を隠かくし、飲み込み、ダリオはきっぱりと言い放つ。

「てめえを庇った人間だって同罪だ。俺たちじゃなくてめえについたんなら、そいつはもうデ・コスタの人間じゃねえ。どこへでも好きなところへ行けばいいさ。そいつがなんて名乗ろうが、俺はもう……知らねえよ」

　ダリオの横顔を見つめ、ロージーは彼の真意を理解する。ロージーを突き放しつつ、彼はその実、ロージーの望んでいた独立を認めてくれたのだ。

　ロージーは謝りそうになった。泣いて、ごめんなさいと言いそうになった。

　けれどそれを堪こらえて、ただ一言、言った。

「……ありがとう」

　ダリオが、難しい顔をして一度口を開き、閉じ、また思い直したようにロージーの方を向いて言った。

「愛してたぜ、ロザベラ。だがな、俺がいつまでもおまえに惚ほれてるなんて思うなよ！」

　苦く悩のうが滲にじんだ顔を見つめ、彼の目の奥にまだ熾おき火びのように残る自分への情に心がざわめくのを感じながら、ロージーは小さく、頷うなずいた。

「うん」

　眩暈めまいがするほどにまっすぐで、熱い、ダリオの思い。

　どこか幼いその無む鉄てつ砲ぽうな愛情は、ロージーを困らせたけれど、確かにロージーはその愛情に振ふり回されている間、幸せだった。

　愛情と感謝を込めて彼の頰に最後の口づけをすると、ロージーは囁ささやいた。

「さようなら、ダリオ」

　ダリオはそれまでの苦痛を堪えるような表情を振り払はらって、微笑を浮うかべた。少し歪んだ、自分自身を皮肉るような、でもどこかすっきりとした笑えみだった。

　その時、避難した人々の間で、わっという声が上がった。ホテルを指さして、何か言っている。ロージーはホテルの方を振り返った。

　ビーチからだと、ホテルの側面を見上げることになる。

　ホテルの二階からは、黒こく煙えんが出ていた。

　ロージーは驚いて叫ぶ。

「どういうことなの!?」

「アレックスだろう」

　ノアはただそう呟つぶやいた。

「しょ、消火を……」

　ロージーが上うわ擦ずった声を上げたその時。

　一番煙けむりが出ていた窓のそばに、人ひと影かげが現れた。

　ほっそりとした女だった。

　髪かみもドレスも黒っぽくて、彼女の姿は黒煙の中に消えそうだった。

　けれど、ロージーははっきりと彼女の顔を見分けた。

「ディーナ！」

　ノアが隣となりで息を吞むのがわかった。

　声が聞こえたのか、彼女は、ロージーとノアを見て微笑んだように見えた。

「おい、どこ行く！」

　ノアがホテルへ駆かけ戻ろうとして、ダリオに捕つかまっている。

「放せ！　見えなかったのか、二階に──」

「危険すぎるだろ！　ロザベラ泣かせる気か！」

　ダリオにそう怒ど鳴なられて、ノアは苦悩に顔を歪ませる。

　ノアは炎ほのおを自在に操あやつることができるが、それは自分が生み出し、制せい御ぎよしている炎に限定される。たとえば火事が起こった場合、それはノアの制御の外にあるから、簡単に消せるわけではない。

「海に……海に飛び込め！」

　ダリオに押さえつけられながらも、彼はそう怒鳴った。

　窓は海に面している。運良くどこにもぶつからずに海に飛び込めれば、助かる可能性はある。

　けれど、ディーナは窓の向こうに消えた。

「ディーナ！」

　ロージーが叫さけんでも、もう振り返らない。

　そして、その数秒後──

　ホテルの一階が爆発した。

　窓は割れ、硝子ガラスが飛び散り、その衝しよう撃げきは二階の窓まで揺ゆさぶった。

　気化したガソリンに空気が混じり、引火したのだろう。

　窓から炎と黒煙が上がり、ホテルの洒落しやれた漆しつ喰くい塗ぬりの外がい壁へきを包み込む。

　けれど、同時に、そのホテルの上に黒雲が広がった。

　ごろごろと雷らい鳴めいを孕はらみつつ、黒雲は上空を覆おおい、程ほどなくして雨が降る。

　ロージーは、ダリオを振り返った。

　彼はライムグリーンに染まった目で雲を見つめていた。

　雷らい雲うんを呼んで、雨を降らせてくれたのだ。

「……ありがとう」

　礼を言ったけれど、声に力が入らず、却かえって心配そうな顔をされただけだった。

　でも、自分より、ロージーはノアのことが心配だった。

　ノアは消えていく炎を見つめて、ただ立ち尽つくしていた。

　雨が、彼の全身を濡ぬらしていた。
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　デ・コスタとアリスタの停戦が成立し、半月が経たった。

　ウェストエンドでは抗こう争そうによって減っていた観光客も回復し始めていた。賭と場ばももぐり酒場も大おお賑にぎわいで、店主たちも久しぶりの安全な週末を忙いそがしく過ごしている。

　右手の黒手て袋ぶくろがトレードマークになったリカルドは、主に港側のエリアを支配し、ダリオはビーチエリアや市内中心部を支配している。リカルドは結局麻ま薬やくの商売から手を引くとは確約してくれなかったし、新天地でのカジノ構想にも乗らなかったけれど、ひとまずの停戦には合意している。おそらく、それが彼なりの意地だったのだろうと思う。

　一度だけ、その旨むねを伝えるためパレデスの屋や敷しきを訪おとずれた彼は、ロージーにこう言った。

「俺の目的は変わらない。だから、これはあくまで停戦だ。あんたのための、停戦だ」

　ロージーが気にくわなければひっくり返す、ということだろう。

　ロージーは停戦の決定に改めて礼を言い、握あく手しゆを求められて手を差し出し──強い力で引っ張られたかと思うと、頰ほおにキスをされた。

　離れると、彼は子どもみたいに、楽しそうに笑って言った。

「じゃ、またな」




　何人かの部下を連れて、ロージーはウェストエンドの東、砂さ漠ばくの真ん中にある小さな都市へ行く。そこでパレデスとともに新しいカジノを作るのだ。

　まだまだ警察の取り締しまりは厳しいが、デ・コスタ排はい除じよの急きゆう先せん鋒ぽうだったアレックスが違い法ほう捜そう査さの疑いを掛かけられたまま『失しつ踪そう』したことによって、デ・コスタが組織犯罪に関かん与よしているという記事が新聞を賑にぎわすことも随ずい分ぶん少なくなった。情勢は確実にデ・コスタに戻もどりつつある。

　そうなれば、デ・コスタは、表向きはウェストエンド開かい拓たくにも関かかわった名士の家いえ柄がらということになっているし、ロージーはその娘むすめとして、それなりの広こう告こく塔とうになる。当面は資金集めやら政治家や委員会との調整役として動くことになるだろう。

　上流階級のパーティや政党の集会に顔を出さなくてはいけないと思うと怖おじ気づきそうになるけれど、とにかくやってみるしかない。

　けれど、それを許したエミリオの真意が、どうもわからない。

　ロージーの門出を祝うという名目で、エミリオはレストランでの食事に誘さそってくれた。

　その場で、ロージーは疑問をぶつけてみた。

「どうして、私がウェストエンドから……この家から離れることを認めてくれたの？」

　ロージーはデ・コスタの名代として新天地に行くわけではない。デ・コスタが得る利益はあくまで出資によるもので、他ほかの出資者と変わりはない。

　エミリオは、グラスの華きや奢しやな脚あしを弄もてあそびながら、肩かたを竦すくめて言った。

「ダリオがそう決めたんだから仕方ない。それに、パレデスのカジノ都市構想には私も興味があったんだ。一枚嚙かませてもらえるのなら是ぜ非ひお願いしたいし、その中心にデ・コスタの人間がいるのは望ましいことだ」

「……私を操る気？」

「そうとは言っていないよ！　だが、君は勿もち論ろん、我々に便べん宜ぎを図はかってくれるだろう？」

　独立した、とはいえ、これからもエミリオはロージーに何かと関わってくるのだろう。カジノ構想に引き込んだ以上、仕方がないことではあるが。

「ダリオも来れば良かったのにね」

　エミリオは残念そうに呟いた。

　食事はもう終わり、ロージーの前には飴あめ細工で飾かざり付けられたデザートの皿がある。

　エミリオはほとんど社長業に専念し、組織のことはダリオに引き継つがれつつある。

　やがて、ダリオが正式に組織のボスとなるのだろう。

「……元気で、って伝えてくれる？」

「勿論」

　エミリオは微笑ほほえんだ。その耳元に護衛の一人が声を掛け、彼は頷うなずいてロージーに言う。

「すまないが、もう行かなくてはいけない。君はゆっくりしていきなさい」

「今日はありがとう、エミリオ」

　ロージーは、最後にエミリオの護衛としてついてきた小こ柄がらな東洋人に目を留めた。

　彼は相変わらず無表情だったけれど、ロージーと目が合うと、黙もく礼れいしてくれた。




　その会食から二日後、ノアが身を寄せていたパレデスの屋敷から突とつ然ぜん消えた。

　ロージーは車の音で目を覚まし、ノアの車が屋敷の敷しき地ち内から出ていくのを見送った。

　何な故ぜか、追うことはできなかった。

　あのホテルが燃え落ちた日以来、ノアはずっと何か考え込んでいるようなところがあった。

　だから、いつか、こうなる気がしていた。

　いや、本当は、それ以前から、わかっていたのだ。

（あの時、私はノアに言わせなかった。一いつ緒しよに行こうとも、一緒にいようとも言わせなかった）

　手に手を取り合って逃にげ込んだビルの最上階で、ノアは確かに何かを、未来への約束を口にしかけていた。ロージーはわかっていて、それを遮さえぎった。

　もしもあの時その言葉を口にしていたら、ノアは今去らなかっただろうと思う。

　けれど、約束を拒こばんだのはロージーだった。

　だから、心のどこかで、この結果も予感していたのだ。

　ぼんやりと窓の外を見つめて、遠ざかる車を見ていた。

　その日も、ウェストエンドには雨が降っていた。






　エピローグ─Epilogue─







　ウェストエンドから、新天地へ越こして、すぐのことだ。

　ロージーはまだホテル住まいで、毎晩のようにパーティや会合に出て、明け方帰ってきて、昼近くまで泥どろのように眠ねむるという生活を繰くり返していた。

　その日も疲つかれ切って部屋に戻り、シャワーを浴びたところで、部屋のベルが鳴った。

（ああ……ルームサービスがもう来たんだ）

　ロージーは髪かみを拭ふきながら、覗のぞき窓まどから廊ろう下かを見た。

　扉とびらの前には護衛がいて、そばにはワゴンを押したルームサービス係の女が立っていた。

　……一いつ瞬しゆん息を吞のみ、言葉を失ったが、ロージーは、どうぞ、と何気ない声で言って、扉を開けた。

　ルームサービス係が入ってきて、扉が閉とざされた。

　ワゴンの上には、覆おおいをした皿がある。

　けれど、係は、その皿には手をつけず、伏ふせていた顔を上げてロージーを見つめた。

　ルチアだった。

　ルチアは静かな怒いかりを感じさせる目で、ロージーを見ていた。

　悲しみが凍こおり付いたみたいな目だった。

　ロージーは驚おどろきはしなかった。覗き窓から見た時に、ルチアだというのはわかっていた。

　ルチアはいきなり用件を切り出した。

「どうして、デ・コスタを出たんだ。あんた、あのファミリーを変えるって言っただろ」

　かつて、ロージーは、ルチアに約束した。自分が組織を変えて、もうこんなことが、仲間同士で裏切り合うようなことが起こらないようにすると。だからといって兄を殺されたルチアがロージーを許してくれるわけではないけれど、ロージーにとっては大事な約束だった。

　勿論、今でもロージーは彼女との約束を忘れていない。

「ここで新しいファミリーを作るために、離はなれたの」

「元のファミリーは？　あいつらは『変わった』のか？」

「あなたが、判断して。でも、私は変わったと思っているし、これからも変わっていくと思う」

「変わらなかったら？」

「私が滅ほろぼす」

　ルチアの強い眼まな差ざしに負けない静かな声で、ロージーはそう言った。

「彼らが、元に戻るのなら、私が滅ぼす。そのためにも、ここで力をつける。そうすることが……」

「そんなことをしたって、兄貴は帰ってこないし、あたしはあんたを許さない」

　そう言ったルチアの目が、不意に揺ゆれた。怯おびえたように、彼女は視線を逸そらしてしまう。今まで彼女のそんな顔は見たことがなかった。いつでも、力強く、確信を持って、ロージーを見ていたのに。

「……なあ、あんた、怖こわくないのか？　あんたは一生許されないんだ。恨うらまれて生きるんだ。そんなのって、嫌いやにならないか？」

「それは……」

　罪を犯おかして生きると決めた時から、許されないのは仕方ないことだと思ってきた。

　でも、たとえば、ノアは？

　苦しみながら罪を犯してきた彼が、今後も許されず、苦痛を抱かかえて生きていくなんてあんまりだと思う。

　ロージーだけでも、彼を許して生きていきたいと思う。

　では、ロージー自身については？

　ルチアは、食くらいつくようにロージーを問い質ただした。

「あんたさ、それに本当に耐たえられるのか？　あんたは、これから先もずっと、罪人なんだぞ！」

　その必死さに、ロージーは気付いた。

（これは、私のことじゃない）

　ルチア自身のことだ。

　ルチアは復ふく讐しゆうのためにアリスタの仲間に加わった。危険を承知で、そして罪を犯すのを承知で。アリスタに協力し、犯罪に荷か担たんしたことは何度もあるだろう。その中で、気付いたのかもしれない。

　自分が、いつしかロージーと似たようなことをしていることに。

　人を傷つけて、欺あざむいて、誰だれかを悲しませているかもしれないことに。

「何かありましたか？」

　時間がかかっているせいか、扉の外の護衛が様子を見にきた。ロージーはなんでもない、しばらく気分転てん換かんに彼女と話をしたいと言って、護衛を下がらせた。

　ルチアは俯うつむいて、拳こぶしを握にぎりしめて、震ふるえていた。

　ロージーは、その手にそっと触ふれた。

　ルチアはびくりと震えてロージーを突つき飛ばそうとしたが、ロージーは構わずその手を両手で摑つかんだ。

「あなたは、私を、殺さないの？」

「……っ、殺せないんだよ、もう！　あんたと同じ場所に立っちまったんだ、あたしだってもう同類なんだ！」

　許したわけではない。

　でも、ロージーを断罪できるほど、ルチアは強くはなかったし、傲ごう慢まんでもなかった。

「……兄貴に会いたい……」

　ぼろ、とルチアの目から涙なみだが零こぼれ落ちた。

　子どもみたいに泣きじゃくって、彼女は訴うつたえた。

「兄貴に会いたいよ。叱しかって欲しいんだ。何バカなことやってんだって。俺がそんなことしろって言ったかって。そうじゃないと、もう、あたし、自分を許せない」

　ルチアが本当に許せなかったのは、彼女自身だ。

　兄の仇かたきであるロージーを放ほうっておく自分も、ロージーを追い詰つめるために罪を犯す自分も、どちらも許せなかった。

　だから、こんなに苦しんでいる。

　泣き続ける彼女の背中を時に撫なで、時にただ傍かたわらに立って、ロージーは待った。

　やがて彼女はぽつりと言った。

「あんた、なんでこんなところに一人でいるんだ。ノアとかいうの、どうしたんだよ」

　アリスタを通じて、ルチアも今回の顚てん末まつは聞いているはずだ。おそらくは、ロージーのそばにノアがいないことも、ここに潜せん入にゆうする前に調べているだろう。

「……それは」

「あたしは、もう、できないのに」

　ルチアは、赤く泣き腫はらした目で、そう呟つぶやく。

「あたしが本当に欲しいものは、もう、手に入らないのに。あんたは……できるのに、なんでしないんだよ。なんで、手を、伸のばさないんだ」

　意味の取りにくい言葉だったけれど、ロージーにはルチアの言いたいことがわかった。

　ノアに置いていかれて、それでも追わなかったロージーを、責めている。

「なんで？」

　それは、ロージーが、自分を許せないからだ。

　ノアと一いつ緒しよにいれば、ロージーは、とても幸せになってしまうから。

　でも、責め立てるルチアの視線で、ようやく気付いた。

　それが、思い上がりだということに。

　自分を罰ばつしているつもりで、実はまったく違ちがったのだということに。

　だって、ロージーがノアを追えなかった理由は、それだけではないから。

（ただ、また失うのが、拒こばまれるのが怖かったから）

　ノアは二度、ロージーの前から姿を消した。三度目だって、あるかもしれない。

　裏切られて、傷ついて、またあの幸せを失うなんて、耐えられそうにない。

　あの時ノアの約束を遮さえぎったのは、ロージーのそういう弱さのせいだ。

　でも、堪こらえていた気持ちが、ルチアの涙と視線のせいで、溢あふれてくる。

「私……ノアに、会いたい」

　言葉と涙は自然に零れてしまって、もう止められない。

「会いたいの。あの時追えば良かった」

　ルチアはロージーの手を振ふり払はらって怒ど鳴なった。

「じゃあ会いにいけばいいだろ！」

　それは、自分を許すということだ。

　ルチアは扉へ向かって駆かけた。彼女が飛び出す前に、ロージーはその背中に向かって叫さけんだ。

「じゃあ、ルチアも自分を許してあげて！」

　ルチアは一いつ瞬しゆん立ち止まり、涙を拭ふいて、毅き然ぜんと顔を上げてから、扉とびらを開けた。
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　ストーンリバー市に新しくできたサンズ・ホテルは巨きよ大だいなカジノフロアを有する高級ホテルで、オーナーは、ウェストエンドの大だい富ふ豪ごうパレデスだ。

　カジノの開店初日には政治家や著名人を招いた式典が予定されていた。

　そこで、ロザベラ・デ・コスタは、パレデスが設立したストーンリバーの青少年のための財団の名めい誉よ理事として紹しよう介かいされ、短いスピーチをした。

　自身が施し設せつで育ったこと、その後家族と再会できたというエピソードから始まった彼女の話は、時にユーモアも交えて、このホテルが市にどのような利益をもたらすかという話に繫つながり、拍はく手しゆの内に終わった。

　そつなくスピーチをまとめた彼女の手が震えていたことにノアは気付いていた。気付いたのは自分だけでいい、と思いながら、式典会場であるホテル前の広場を後にしようと背を向ける。

　ノアはロザベラと別れてからの一年、国境を越こえてずっと北の方で暮らしていた。調査会社を経営する男の下で働いていた時、ロザベラのニュースを聞いた。

　久しぶりにこのアルゴ合衆国に戻もどってきたのは、表おもて舞ぶ台たいに立つ彼女を一目見ておきたかったからだ。

（デ・コスタの女が、表舞台に立つ、か）

　今までは考えられなかったことだ。デ・コスタは、女たちを閉じ込め、自分たちの間で独どく占せんしようとしていた。下手に外に出して、ロザベラの母のように駆け落ちでもされては大変だからだ。彼女たちの子なら誰でも異能を持つという秘密が漏もれてしまう。そうなれば、政府も敵対者たちも、女たちを狙ねらう。初めの頃ころ、デ・コスタが女たちを閉じ込めたのは彼女たちを守るためでもあったのだろう。それが彼女たちのためになったかというのはともかく。

　とにかくロザベラは、そこまで到とう達たつしたのだ。

　もう、彼女を鎖くさりにつなげておくことはできない。

　それがノアには嬉うれしくて、小気味よくて──砂っぽい小さな都市を吹ふき抜ぬけていく風も、心ここ地ちよく感じられるほどだ。

　ストーンリバーがどれほどの都市になるのかわからないが、ロザベラならやってくれる気がした。

　しかし、その気分をぶち壊こわすかのように、彼の目の前に真っ黒いセダンが突とつ然ぜん停とまった。

　中に乗っているのは、車に似合わない若い男たち──少年といってもいい歳のものばかりだ。

　その中で一番年長の少年が、後部座席のドアを開けて、車の中からノアに呼びかけた。

「乗ってくれ」

　乗る理由がない。

　ダリオかエミリオの配下の者か、それとも幾いくらでもいるだろう彼を恨うらむ人間から送り込まれてきたのか。車を迂う回かいして通り過ぎようとするノアに、少年は取り出した銃じゆうを突きつけた。

「いいから乗れ」

　正直、異能を使う必要すらなく、というか銃を抜く必要もなく、ノアは彼から武器を取り上げられるだろう。

　だが、ここは目め抜ぬき通どおりで、すぐそこの広場では式典が続いている。折角のロザベラの晴れ舞台を台無しにしたくはない。

　ノアはとりあえず、車に乗り込んだ。

　緊きん張ちようした表情の少年は、まだノアに銃を突きつけている。それが不快で、ノアは無造作に彼の手首を捻ひねって銃を落とさせた。

「なっ、何しやがる……」

「いつまで向けてんだ。ついていくからそれなりの扱あつかいをしろ」

　ノアは拾った銃のセーフティーを戻して、少年に返してやった。

「車の振しん動どうで引き金引いたらどうすんだ」

「……う、うるせえな」

　こんな若いのを寄よ越こされるなんて、舐なめられたものだと思いながら、ノアは車が辿たどる道を車窓から確かく認にんしていた。




　明らかにわざと遠回りしてたどり着いた先は、式典会場にほど近い、不動産会社の前だった。

　降りるように言われて従うと、車はさっさと走り去った。

　周囲には普ふ通つうに人の通りもあるし、治安が悪いということもなさそうだ。

　何が目的なのかわからず周囲に警けい戒かいの目を向けるノアに、声が掛かかった。

「良かった、間に合って」

　ノアはぎこちなく背後を振り返り、はにかむロザベラを見つけた。

　彼女は、蜂はち蜜みつ色の髪かみを下ろして、先さき程ほどの式典の時に着ていたドレスとは異なる、レースのフリルで飾かざられたワンピースと鍔つば広ひろの麦むぎわら帽ぼう子しを身につけていた。これではついさっき壇だん上じようで堂々とスピーチしていたデ・コスタ家の娘むすめがこの少女だと気付く者はまずいないだろう。

　相変わらず小こ柄がらに見えたが、顔立ちは少し大人びたようにも見える。

「……式典は、どうした」

　ノアは、それだけやっと言った。

「私の出番は終わり。それに、式典が終わるまではノアは待っててくれないと思ったから。急いで着き替がえてきたけど、ぎりぎりだったのね。もう少し遠回りしてくれても良かったのに」

　ということは、あの少年たちはロザベラに命じられてノアをここまで連れてきたのだろう。そういえば、デ・コスタから独立する時に何人か連れてきたと聞いている。

「どういう、ことなんだ」

「ええと、どれのこと？　ノアを待ち伏ぶせしてたこと？　だって、ノアがどこにいるのかわからなかったから。私が表舞台に立つことができたら、ノアも来てくれるかもしれないって思ったの。やっぱり来てくれた。ありがとう、ノア」

　見み透すかされていたらしい。

「あの時、どうして私を置いていったの？」

「…………」

「答えて、ノア」

　ノアをおびき寄せ、ある意味罠わなに嵌はめたロザベラは、愛らしい上うわ目め遣づかいでそう言って、彼を睨にらみつけた。正直に答える以外に、ノアには選せん択たく肢しがなかった。

「……俺は、もう、救われた、からだ。マリアが許さなかった俺を、おまえが許してくれたように思えたからだ。俺は自由になれたが、おまえは……だから、おまえを、自由、に……俺が、そばにいたら、おまえはデ・コスタの血から自由になれない」

「自由になれないって、どういうこと？」

「……俺がおまえにデ・コスタの子を産ませるかもしれないということだ」

　ロザベラの顔が一瞬で赤くなった。

　ノアとしては睦むつ言ごとを言ったつもりはなかったが、ロザベラはしどろもどろになっていた。

「あ、あの、そういう……か、考えたことなかった。そうね、確かに……そう、いう、ことも、今後あるかもしれないけど。でも、その……それは、いいの」

「良くはない」

　きまじめに言い返すノアを、ロザベラはもう一度睨みつけた。

「私が決めることよ。子どもを産むのは私だもの。確かに、男の子を産めば《力》を持つし、女の子を産めば私と同じような目に遭あうかもしれない。でも、私が守ればいいの。私が力をつければいいの。誰だれにも負けない、誰にも子どもたちを取られない力を」

「しかし……」

「もし、私の両親みたいに、殺されたら？　それも考えた。でも、私、やっと思えるようになったのよ。ウェストエンドに行って、ここに来て、ノアともう一度会えて。生まれてきて良かったって思えるようになったの！　産んでもらえて、私、本当に良かった」

　力強く、彼女はそう言う。

　生まれてきて良かった──きっと、ロザベラはそんなことすら今まで心底から思えたことがなかったのだろう。

　そして、今になって気付いたが、おそらく、ノア自身も。

「今までどうしてたの？」

　ロザベラの美しさと強さに圧あつ倒とうされていたノアは、立て続けに訊きかれて、機械的に答えた。

「……国外に……」

「ああ、やっぱり！　あの。あのね、結けつ婚こん、とか、した？　家族はできた？」

「……どういう発想だ」

　ロザベラに生かされた命だ。せめて自由に、と思って生きてきた。今までしなかったことをして、失敗もした。

　変わるべきなのだと思ったからだ。マリアの声が聞こえなくなったのだから、ノアはもう、変われるのだ。

　だが、勿もち論ろん結婚なんて、するわけがない。

　ロザベラは恥はずかしそうに顔を赤らめて、ノアの服の裾すそを引いて不動産会社を指さした。

「じゃあ、付き合って欲しいの。ノアと一いつ緒しよに選びたかったから」

「……何を……」

「家よ」

　ロザベラは、ノアの服の裾を摑つかむ手に、きゅっと力を込めた。

「ノアと、一緒に、暮らしたいの。家族として……」

　眩暈めまいがする。

　殴なぐられたか、酔よいでも回ったみたいにくらくらして、立っているどころか呼吸もおぼつかない。ノアは額を押さえた。

「ノア？」

「俺は……どうしたらいい？」

　痺しびれるような甘い感かん触しよくが胸に広がっていく。満たされて溢あふれて、指先や唇くちびるが震ふるえる。

　こんな感覚を味わうことが許されるなんて思ってもいなかった。

　けれど、何度も繰くり返し、ロザベラは彼にそれを許してくれる。

　そんなノアに、ロザベラは花が綻ほころぶように笑って、言った。

「ハグしてキスするのよ！」

[image: ]

　彼女の声が、デ・コスタの女たちの怨えん嗟さの声を、かき消してしまう。

　触ふれられることを、他人を、怖こわがっていたロザベラ。

　彼女は変わった。

　ノアの目の前で、花開くように変わっていった。

　ノアにはそれが嬉うれしい。

　彼女の変化に、自分も少しくらいは関かかわっていると思えたから。

　言われるままにノアは彼女を抱だき寄せてキスをした。額に、目の上に、頰ほおに、唇に。

　突とつ然ぜんのことで、ロザベラは帽子を落とし、顔を真っ赤にして動転していた。

「ち、違ちがうのっ、き、キスって、そんな、キスじゃ……」

　ノアは、何か言う彼女の口をもう一度自分の口で塞ふさいだ。










　熱くなった頰にも、泣きそうな目の上にも、唇の上にも、ノアはキスをしていった。

　家族になろう、と耳元で囁ささやくノアの声を聞いて、ロージーは余計に顔に熱が昇のぼるのを感じる。

　幸せになるのが、怖かった。

『幸せ』は物心ついた頃ころから、ロージーにはあまりに縁えん遠どおいもので、ただ他人が楽しそうに笑っているのをぼうっと眺ながめているだけだった。そういったものを羨うらやましいとすら思わなかった。自分のものになるなんて、想像もできなかった。

　一度は得て、失った幸せに、ロージーはもう一度手を伸のばした。

　今までで、一番勇気が必要なことだった。

　でも、今耳元に触れるノアの震える吐と息いきに、身体からだに回された彼のしっかりとした腕の感触に、ロージーはこの勇気は報むくわれたんだと確信する。

（幸せになろう。ノアを、幸せにしよう）

　自分たちの罪と向き合って、それでも、この幸せは手放すまい。

　息を吸い、母たちを思って、ロージーはノアの身体を懸けん命めいに抱き返した。

　かつて聞くことができなかった約束の言葉が、未来を約束する言葉が、ノアの口から零こぼれ出て、ロージーの心を、魂たましいを震わせた。




　式典の最後を飾かざる花火が、夕暮れの空に高く打ち上げられる。

　どん、どん、という音が小気味よく響ひびき、観覧車の間を吹ふき抜ぬけた砂混じりの東風が、火薬の臭においを百マイル離はなれた海まで運んでいった。






　あとがき







　こんにちは、喜多みどりです。『デ・コスタ家の優雅な獣けだもの』最終巻をお届けいたします。

　完結なのでネタバレ含ふくめて語りますが、シリーズを通して一番書きにくかったのはノアでした。何しろ七年間同じ目的のために生きていたということは、それに囚とらわれていたとも言えるわけで、周りの人を変え続けてきたロージーの前に最後に立ちはだかることになりました。ノア自身としては、結局復ふく讐しゆうもできず、中ちゆう途と半はん端ぱな、不本意な結果だったかもしれません。個人的には、それが負の感情から来るものであれ、目的を貫つらぬいたアレックスも、貫けなかったノアも、どちらも愛いとおしく思っています。二人ともろくでもない人たちですけども。

　主人公が犯罪者、という書きにくいところもある作品でしたが、おかげさまで完結までこぎ着けることができました。読み続けてくださった読者の皆みな様さま、鬼き気き迫せまるロージーや複雑な感情を秘ひめたノアのイラストを提供してくださったカズアキ先生、好きに書かせつつも締しめるところは締めてくださった担当編集者安井女史、本当にありがとうございました！

　よかったら感想聞かせてくださいね。また別の物語でお目にかかれますよう。
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